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Lv3 データによるプロセス連

携
各生産拠点の出荷情報と配車

情報を見ながら、配車手配で

きる(各社で座席予約)

Lv4 多頻度解析による最適

化
生産実績情報を勘案し、配車

の組換えが

検討できる(積載品・集荷ルー

トなど)

① 配車情報と各拠点の出荷情
報をもとに、各生産拠点が
共同配車システムを使い配
車を行う（空いているトラッ
ク・ルートを選択する仕組
み）

① 出荷予定情報と実際の生産
進捗情報を加味し、配車シ
ミュレーションを行って配車
計画の修正、確定を行う

複数拠点の出荷情報・配車情報連携
による配車手配計画管理システム

P

S

生産実績情報より出荷量の変動を予
測加味して、配車のリアルタイムシミュ

レーションを行い、配車支援を行える

システム

P

Ｃ
Ｃ

P

S
S

配車計画実績情報DB

共同配車システム（空席予約）

C拠点出
荷情報

配
車
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績
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報

B拠点出
荷情報
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①

配車シミュレーションシステム

生産進
捗

情報

配車計画実績
情報DB

共同配車システム
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A拠点出荷
情報
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リファレンス⑤の概要
変革課題マップおよび実現レベル5段階それぞれに対して、どのようなソリューション

を選定、適用すればよいかについて記載している。

リファレンス⑤ではおもに以下2点のイメージアップをはかることをねらっている。

● 「システム構成」および「システムを活用した業務」

実現レベルごとに、どのような情報に基づきどのような業務を行うのか、その際に必

要となる情報やシステムは何かを理解する。

● 「標準化する情報」および「実装するソリューション」

各実現レベルに必要となる情報とシステムについて、

・必要となる情報とデータ構成

・システムに要求する機能とその分類（検知/蓄積/共有/解析/判断/伝達/制御）

・機能を満たすソリューションのカテゴリ

はどのようなものかを理解する。

リファレンス⑤の活用方法
リファレンス⑤は以下のような使い方を想定している。

1. 課題解決のために行わなくてはならないことや、その実現レベルに応じて必要とな

るソリューションを順序だてて理解し、実行につなげるガイドとして活用

2. 課題解決の実現レベルが明白な場合の、ソリューション検索・選定のためのガイドと

して活用

3. 自社の仕組みのレベルに鑑みて、目指す実現レベルを選択・設定（目標設定）するガ
イドとして活用

なお、実現レベル１は、デジタル化を推進するために必要となる情報の標準化を行う段

階であるため、仕組みの記述ではなく、標準化すべき情報について記述している。

また、レベル２～レベル５で記載されている仕組み（情報システムの連関図）やソリュー

ションについては、各社ごとに詳細は異なるかと思われるが、IT専門家以外が見ても

理解できるよう、ある程度一般化したソリューションカテゴリとして表現としている。

• 基本は「ソリューションカテゴリ名（目的・機能）」の形で表記している。

• 生成AIや機械学習など、高度技術の利用が想定されるものに限り、「ソリューション
カテゴリ名（目的・機能）｜(技術カテゴリ)」の形で表記している

• 一般的にERP製品に含まれるソリューションカテゴリは、末尾に【ERP】を追記して

いる。

リファレンス⑤を活用する際の留意点
• 各レベル実現のためのシステム・ソリューション導入時の費用対効果については、個

社ごとに別途検討が必要になる。

• レベル1のデータは典型的なものを表記しており、各社固有のデータについては別途

定義が必要である。

• レベル3～レベル4のシステム構成について、ERP(基幹システム)と各システムの連
携方法は各社固有となるため、詳細は記載していない。

• レベル5のシステムを実現するためには、市場のパッケージ製品で実現できないケー

スも存在する。その際の記載については、最適化ツール等、レベル5の一部を実現す

るためのソリューション・製品の記載としている。

リファレンス⑤読み方ガイド

実現レベル毎に新たに追加された「システム 」 や「情報の流れ → 」な
どは赤字で記述されている

システム構成イメージを
「〇〇〇するシステム」と
言葉で表現したもの

システム構成図を、
P（フィジカル領域 ）
S（システム領域 ）
C（サイバー領域 ）
に分けて表現している

各実現レベルで新たに登
場したシステムや情報（赤
字で表現）に番号を付与
し、そのシステムを活用し
た業務内容が説明されて
いる

各実現レベルで新たに登
場した情報について、必
要となるデータ項目等の
内容が表記されている

各実現レベルで新たに登
場したシステムを実現す
るために必要となる、シ
ステムの機能分類とどの
ようなタイプのソリュー
ションが有効かが、ソ
リューションカテゴリとし
て表記されている

対象 内容(例)

生産進捗情報

計画（出荷計画）に対する
進み・遅れ
計画変更（数量・日程）

機能名 機能
分類

ソリューションカテゴリ

配車
シミュレー
ション

解析
判断

・最適化ツール（最適配
車計画）
・BIツール（積載率・輸
送コスト可視化）

対象 内容(例)

出荷情報

出荷品目
出荷予定日
出荷量
出荷先

機能名 機能
分類

ソリューションカテゴリ

共同配車
（空席予
約）

蓄積
解析

・共同配送支援（共配
ネットワーク）
・TMS（出荷実績管理・
配車計画）

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

※ ERP、MESといったIT関連の用語集は本資料末尾参照
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1 スピーディな新製品立ち上げの仕組み

設計情報の標準化

S

設計情報の蓄積システム 情報連携による設計～量産プロセス

管理システム

Cyber空間上の３D・シミュレーションによる

問題発見・是正の補助を行う設計管理システム

サイバー空間上でのシミュレーションに基づき、

設計修正をリアルタイムで行う設計管理システム

設計
基準

運用
ルール

設計情報

設計
実績

成果物

S

Ｃ

設計・試作・量産シミュレーション

P

Lv1 情報の標準化

設計基準やルールが標準化され、
担当者間や組織間のローカルルールが

極小化している

Lv2 情報・データの蓄積

標準フォーマットに基づき、必要情報が
蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携
設計のデジタルデータに基づき、試作品手配
や試作プロセスおよび、一連のプロセス管理

が行われる（PLM、試作管理連携等）

Lv4 多頻度解析による最適化
製品設計・試作、工程・作業設計等の

プロセスをシステム上で再現し、
問題発見と是正が短時間で実施できる

（バーチャル試作等）

Lv5 現実との双方向連携

実装段階、量産段階の情報の
フィードバックと修正プロセスの確立

（デジタルツイン）

① 設計基準に準拠した設計を実施し、運
用ルールにのっとり設計実績と成果物
が管理されている。

① 設計情報および試作品作成のために必
要なデータ(試作データ)を設計情報一
元管理に取り込む。

② 設計情報、試作データに基づき試作品
手配を行い、試作を行う

① 製品設計・試作、製造プロセス（工程設
計・作業設計）の情報を用いて、サイ
バー空間上に設計～量産のプロセスを
再現。

② サイバー空間でシミュレーションを行い、
設計上の問題発見と是正を行う。

① 実装・量産段階で発生した問題点の情
報(量産データ)をリアルタイムに把握。

② 設計の修正をサイバー空間で評価し、最
適な修正方法を導出。その内容を設計
に反映させる。

①

①

設計情報DB

対象 内容(例)

試作データ

試作品作成手順(使用部材・
設備・治工具等含む) / 試作
品作成コスト / 試作品評価
項目 / 納期

対象 内容(例)

製造プロセス
データ

工程設計(工順・設備・加工時
間等）、作業設計(手順・人員
数・工数等)

対象 内容(例)

量産データ

製造時制約（環境上の制約、
材料加工上の制約 等)、品質
問題、不良率、生産効率、製
造時発生トラブル内容、トラ
ブル発生頻度

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計情報
収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR等)

蓄積

・設計データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・CAD(図面管理)
・PLM(図面・レシピ管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計情報
一元管理

共有

・PLM(試作品品質評価、
プロセス管理)
・生産管理システム(試作
品作成手順管理)【ERP】
・3D CAD + ラピットプ
ロトタイピングツール（試
作効率化 | 3Dプリンタ)
・CAM
・CAE

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計・施策・
量産(作業)
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレーター
(３D試作品による
Cyber空間上でのレ
ビュー)
・生産シミュレータ(工
程)
・生産シミュレータ(作
業)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタ
イム実績
反映・設
計修正

解析
判断
伝達
制御

・デジタルツインソリュー
ション(修正方法提案・再
現)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

設計基準 設計ノウハウ/ 設計手順 / 記述ルール / チェック項目 etc

運用ルール 承認・改定・履歴管理ルール

設計実績情報 期間情報 / 不具合・クレーム情報

成果物
図面（データ、注記）/ＢＯＭ、仕様書、ＤＲ記録/ 設計メモ(ノウハウ)、社内検討資料
(QFD：品質機能展開・FMEA：故障モード影響解析・FTA：故障の木解析等)

設計情報収集システム

S

P

設計情報DB

設計情報収集システム

設計情報一元管理

試作
データ

①

試作品
手配

②

①

S

P

設計情報一元管理

①

②

S

Ｃ

S

P

①

②

リアルタイム実績反映・設計修正

①

設計
基準

運用
ルール

設計情報

設計
実績

成果物 設計

基準

運用

ルール

設計情報

設計

実績

成果物

試作
データ

設計

基準

運用

ルール

設計情報

設計

実績

成果物

設計情報DB

設計情報収集システム

②

設計

基準

運用

ルール

設計情報

設計

実績

成果物

設計情報DB

設計情報収集システム

設計情報一元管理

量産
データ

試作
データ

②

設計・試作・量産シミュレーション

②

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② 設計基準に準拠した設計を実施し、運
用ルールにのっとり設計実績と成果物
が管理されている。
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報
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テ
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プロセス
データ

①
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①

製品使用情報および顕在・潜在ニーズ情報

顧客関
連情報

製造現
場情報

メンテ
ナンス

情報

サプライ

チェーン

情報

リアルタイム
顧客・製品

データ

リアルタイム機械学習/予測分析

2 的確にニーズを把握できる仕組み

製品使用情報および

顕在・潜在ニーズ情報の標準化

S

製品使用情報および

顕在・潜在ニーズ情報蓄積システム

情報連携による

顧客向け提案システム

P

S

過去の購買・製品データから

需要・売上を予測するシステム

リアルタイムの購買・製品データから

需要・売上を予測し続けるシステム

提案仮説

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化
顧客の現場での自社製品を含む工程やプロ
セス全体での使われ方、顧客の顕在・潜在

ニーズなどの蓄積方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

顧客接点や他のチェーンから必須情報や
非定型情報などが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携
蓄積データの数量的解析や自然言語情報の
活用がされ、顧客へのサービスやソリュー
ションなどの企画・提案に繋がっている

Lv4 多頻度解析による最適化

過去情報だけでなくリアルタイムでの
販売・ニーズ情報も収集され、

企画・提案に活用されている

Lv5 現実との双方向連携

収集された過去及びリアルタイムデータ
により、売上や市場シェア予測等を

行っている

① 顧客、製造現場、メンテナンス、サプライ
チェーンの情報の中で製品使用情報お
よび顕在・潜在ニーズ情報を、形式(カ
ラム・書式等)に関するルールに従い、
記録する

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② 標準化された形式に従って、製品使用
情報、顕在・潜在ニーズ情報DBに格納
する。

① 蓄積された製品使用情報、顕在・潜在
ニーズ情報を数量的解析、自然言語解
析を活用してVoC解析システムで分析。
提案仮説を抽出する

① 過去の製品使用情報や顕在・潜在ニー
ズ情報用いてサイバー空間上で今後の
需要予測などの分析を実施する

① 最新の顧客購買データ、企業からの製
品受注データなどが、リアルタイムに取
得され、サイバー空間上で需要・売上予
測情報が更新される

①

①

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報DB

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報収集システム

②

①

①

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

リアルタイム・顧
客・製品データ

・購買情報/要望/クレーム/マー
ケティングデータ

・受注情報/在庫情報

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設備情報
蓄積

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・設計データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

VoC
解析

共有

・DWH/BI

・PLM(製品・設計情報管理)

・CRM(品質・顧客情報管理)
・販売管理システム

解析

・分析・解析ツール(VOC・CX
分析｜自然言語解析)

・エクスペリエンス(顧客体験)
管理システム

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

機械学習/
予測分析

解析
判断

・分析・解析ツール(需要・
売上予測)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタイム
機械学習/
予測分析

伝達

・分析・解析ツール(最新
需要・売上予測)

・企業間電子データ連携
(EDI）、API連携

解析
判断

・リアルタイムデータ分析
(DWH)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

顧客関連情報(含非定型情報) 購買情報/要望/クレーム/マーケティングデータ

製造現場情報(含非定型情報) 製品改善案/新素材/新技術提案

メンテナンス情報 使用時間/使用頻度/消耗品使用量/故障内容/故障頻度

サプライチェーン情報 受注情報/在庫情報

製品使用情報および顕在・潜在ニーズ情報

顧客関
連情報

製造現
場情報

メンテナ
ンス情
報

サプライ
チェーン
情報

製品使用情報および顕在・潜在ニーズ情報

顧客関
連情報

製造現
場情報

メンテナ
ンス情
報

サプライ
チェーン
情報

製品使用情報および顕在・潜在ニーズ情報

顧客関
連情報

製造現
場情報

メンテナ
ンス情
報

サプライ
チェーン
情報

製品使用情報および顕在・潜在ニーズ情報

顧客関
連情報

製造現
場情報

メンテナ
ンス情
報

サプライ
チェーン
情報

機械学習/予測分析

需要・売上予測

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報DB

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報収集システム

VoC解析システム

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報DB

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報収集システム

VoC解析システム

①

需要・売上予測

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報DB

製品使用情報、顕在・潜在ニーズ情報収集システム

VoC解析システム

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

3 源流段階での漏れのない評価ができる仕組み

過去の不具合情報を類似設計に活かす

ための情報標準化

S

設計関連情報の蓄積システム 一元管理された不具合情報を活用した

設計者向けフィードバックシステム

過去の不具合情報を加味して

推奨設計を自動生成するシステム

サイバー空間上でのシミュレーションに基づき、

設計修正をリアルタイムで行う設計管理システム

Ｃ

設計仮想検証ツール

P

Lv1 情報の標準化

過去の不具合データが
活用可能な項目で記録される。

記録方法が標準化されている。

Lv2 情報・データの蓄積

標準フォーマットに基づき、
DR情報、工程不具合情報、市場クレーム

情報などが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携
標準・規格情報及び蓄積されたデータに
基づき設計者にフィードバックがなされ、
設計に反映するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

設計段階で設計者に推奨設計仕様が
提示される。あるいは、過去不具合に

起因する設計に対し注意喚起を行う

Lv5 現実との双方向連携
実装段階、量産段階の改善必要情報を吸い上げ

設計者に提起し、同様のリスクを孕む製品を

ピックアップし修正を促す
（部位によっては自動仕様決定）

① DR情報、工程不具合情報、および市場
クレーム情報の中で、次回設計に活かす
ことのできる情報について、その記録
方法が標準化されている

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② 不具合情報等の設計関連情報が標準
フォーマットに則り記録・蓄積される

① 標準・規格情報、蓄積された不具合情報
とに基づき、現在の設計に対して設計
時のパラメタ変更を制限するCAD拘束
条件などのフィードバック情報を提供す
る

① 製品・部品仕様および、CAD形状情報
などの設計情報や、過去の不具合情報
を取り込み、設計仮想検証ツールに入
力する

② 設計仮想検証ツールが条件に合致する
過去図面や推奨仕様を出力する

① 最新の工程不具合情報をリアルタイム
で取り込み。

② 取り込んだ不具合情報の影響を受ける
設計を探索し、担当者に設計変更依頼
を出す。あるいは、自動的に仕様を修正
する。

①

設計関連蓄積DB

②

対象 内容(例)

標準・規格情報
製品標準仕様/品質基準/テ
スト規格/

対象 内容(例) 対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計関
連情報
収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積

・設計データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・バグトラッキングツール、
・MES内のデータベース

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計
フィードバック

共有
解析

・PLM（デザインレ
ビュー管理）

製造トラブル
管理

共有 ・MES(製造実績管理)

クレーム管理 共有 ・QMSソフトウェア

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計仮想
検証

解析
判断

・生産シミュレータ(工
程)
・生産シミュレータ(製造
性評価)
・最適化ツール（設計仕
様提案| 生成AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタイム
設計仮想
検証・設計
修正

解析
判断

・最適化ツール（設計仕
様提案| 生成AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

仕様情報 機能、性能、構成、図面、部品、組立手順およびそれらの変化・変更点

DR情報 種別(機能、外観、性能、寸法等) / 指摘内容 / 影響度 / 原因 / 解決策

工程不具合情報 工程 / 設備 / 材料 / 不具合内容 / 影響度 / 原因 / 修正方法

市場クレーム情報 クレーム種別/ クレーム内容 / 原因 / 頻度 / 対処方法 / 再発防止策

設計関連情報収集システム

P

①

S

Ｃ

P

①

標準・
規格

情報

フィードバック情報

S

P

製造トラブル
管理システム

クレーム管理
システム

設計フィードバックシステム

推奨設計仕様・注意喚起

②

リアルタイム設計仮想検証・設計修正

②

設計変更依頼または最適仕様情報

②

DR
情報

工程
不具合

情報

設計関連情報

市場
クレーム

情報

仕様
情報

DR
情報

工程
不具合

情報

設計関連情報

市場
クレーム

情報

仕様
情報

DR
情報

工程
不具合

情報

設計関連情報
市場
クレーム

情報

仕様
情報

設計変更依頼または最適仕様情報設計変更依頼または最適仕様情報

設計関連情報収集システム

設計関連一元管理DB

標準・
規格

情報

製造トラブル
管理システム

クレーム管理
システム

フィードバックシステム

DR
情報

工程
不具合

情報

市場
クレーム

情報

仕様
情報

設計関連情報収集システム

設計関連一元管理DB

設計関連情報

標準・
規格

情報

製造トラブル
管理システム

クレーム管理
システム

フィードバックシステム

DR
情報

工程
不具合

情報

市場
クレーム

情報

仕様
情報

設計関連情報収集システム

設計関連一元管理DB

設計関連情報

①

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

②

①

②

①

②

①

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

自社・他社の保有技術およびリサーチ手順の

標準化

S

他社保有技術のスクリーニングと

情報蓄積システム

P

保有技術情報蓄積DBの検索システム

P

パートナー探索および技術アセスメントシステム

（自社技術の強化ポイントおよび他社連携分野の

調査システム）

P

最新技術トレンドのキャッチアップと

統計解析システム

P

Ｃ

S
SS

Ｃ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

技術動
向調査
支援

解析

・データ収集・分析システム
(スクレイピング、受託調査
サービス等)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・特許情報収集ツール

保有技
術蓄積

蓄積
・保有技術情報の
管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

自社の保有技術および他社保有技術の
棚卸しやリサーチの実施手順が

決められている

Lv2 情報・データの蓄積

自社の保有技術および他社保有の技術
がDB上でリストアップされ、

関連データが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携
自社保有技術の活用及び他社との

オープンイノベーションの基盤としてDBが
業務上有効に使用できるようになっている

Lv4 多頻度解析による最適化

技術に関するアセスメントが行われ、
R&Dの推進方針が知財状況などか

ら最適化されている

Lv5 現実との双方向連携

技術の実用化状況や新たなイノベーショ
ンの出現などにより適宜方針を

修正できている

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

技術情報
検索

解析
判断

・データベース検索システム
(自然言語検索等)
・PLM(設計情報管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

R&D
パートナー
探索

解析
判断

・技術マッチングサービス
・オープンイノベーション
プラットフォームサービス

等

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

技術トレンド
情報の
統計解析

解析
判断
伝達

・分析・解析ツール（技術
情報解析|生成AI）

4 差別化技術を新製品に生かす仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

新製品の
必要技術

機能、性能、工法等

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 自社の保有技術情報および他社の保有
技術情報の取得項目や取得方法を決め
る

① 決められた項目に沿って自社保有技術
情報をDBに蓄積する

② 他社保有技術についてリサーチした結果
から、自社で蓄積すべき他社技術関連情
報を支援システムを介してスクリーニン
グする

③ スクリーニングした他社保有技術情報を
DBに蓄積する

① 製品開発担当者が新製品開発時の必要
技術情報を入力する

② 自社・他社の保有技術情報蓄積DB内の
検索を行い、自社技術の優位性・独創性
評価を実施のうえ、開発テーマを設定す
る

① 他社技術が必要な場合、R&Dパート
ナー探索システムを介して、他社技術の
マッチング評価を行い、パートナー候補
を選定する

② パートナー候補の評価結果から、自社技
術の強化ポイントや社外連携分野を設定
し、R&D推進方針を明確化する

① 世間の技術トレンド情報を集約した統計
解析システム（生成AI等）を活用し、新製
品技術の実現時期を予測しながらR&D
開発方針を適宜修正する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

自社保有技術

自社保有技術情報

蓄積DB

技術動向調査支援
システム

他社保有技術

対象 内容(例)

自社保有技術
情報

図面、部品表、技術標準、実験報告書、製造プロセス、製造条件、発生不具合等、
特許等

他社保有技術
情報

企業基礎情報(企業名、規模等)、特許、論文、会社技報・プレスリリース等

他社保有技術の
リサーチ手順

新技術ニュース調査(Web等)、新技術動向調査(白書、技術戦略マップ等)、
技術文献調査(専門誌、学会誌、論文等）、特許調査、競合調査

①

自社保有技術 他社保有技術

②①

R&D推進方針
（自社技術の強化点・社外連携分野）

①
①

技術
トレンド情報

時系列・統計

解析システム

他社保有技術情報
蓄積DB

開発テーマ

技術情報検索システム

（自社技術の優位性・独創性評価システム）

自社保有技術情
報蓄積DB

技術動向調査支援
システム

自社保有技術 他社保有技術

他社保有技術情
報蓄積DB

新製品の
必要技術情報

①

② ②
技術情報検索システム

（自社技術の優位性評価システム）

自社保有技術情
報蓄積DB

技術動向調査支援
システム

自社保有技術 他社保有技術

他社保有技術情
報蓄積DB

新製品の
必要技術情報

R&Dパートナー探索システム

②

R&D推進方針修正版
（自社技術の強化点・社外連携分野及びその実現時期）

技術情報検索システム

自社保有技
術情報蓄積

DB

技術動向調査
支援システム

自社保有
技術

他社保有
技術

他社保有技
術情報蓄積

DB

新製品の
必要技術情報

R&Dパートナー探索システム

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

5 顧客の要求をもれなくくみ取る仕組み

顧客がモジュールを選択して仕様を

決定するために必要な情報の標準化

S

顧客に提示可能な仕様情報と

対応実績を収集・蓄積するシステム

生産管理データと連携し価格や納期を

確認しながら仕様選択ができるシステム

P

S

顧客の選択した仕様から、設計や調達量を

シミュレーションするシステム

実績データを基に、リアルタイムの価格や納期と共

に製品メニュー更新を支援するシステム

標準仕様情報

モジュール
組み合わせ

P

S

Ｃ

設計シミュレーション・調達量調整

設計指示・発注

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化

モジュール設計により顧客選択可能な
バリエーションを十分確保できている

Lv2 情報・データの蓄積

設計で選択可能な標準仕様情報がデジ
タル化されており、顧客に提示できる。

対応実績が蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

顧客が価格やリードタイムなどを
参照しながらメニュー選択できるように

なっている

Lv4 多頻度解析による最適化

顧客が価格やリードタイムなどを参照し
ながらメニュー選択でき、それ以降の

設計・調達手配が自動化されている

Lv5 現実との双方向連携

顧客が選択したい仕様と実際原価を
反映した標準仕様が自動設定できる

ようになっている

① 各モジュールの仕様と、それらモジュー
ルの組み合わせバリエーションを管理す
るための情報の形式が決められている

① 各モジュールの仕様と、それらモジュー
ルの組み合わせバリエーションは、決め
られた形式でコンフィグメニューとして
仕様情報DBに格納される

② 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

③ 顧客要望に対応した際の実績情報も仕
様情報DBに、記録、蓄積する

① 製品構成検討システムにおいて、仕様
情報DBから取得した各モジュール仕様
に対応する原価とリードタイムを生産管
理システムから取得し、各モジュールと
紐づけ管理する

② 顧客は、製品構成検討システムにアクセ
スし、製品の価格やリードタイムが確認
できる製品仕様メニューを参照しなが
ら、製品を選択する

① 顧客が選択した製品構成をインプットに、
設計シミュレーション・調達量調整を実
行する

② 設計シミュレーション・調達量調整は、選
択されたモジュールによる設計シミュ
レーションを実行。また、部品の調達量
を価格・LT管理システムの製造計画や
在庫情報から算出

③ シミュレーション結果から、設計指示と
発注を実施する

① 価格・LT管理システムが製品の製造実
績、実在庫情報を取り込み、価格・納期
のシミュレーションを実施する

② 受注実績（仕様）を標準仕様に組み入れ
て更新(自動設定)する

③ シミュレーションで算出した価格・納期
を標準仕様に組み入れて製品仕様メ
ニューを更新する。

①

①

仕様情報DB

仕様情報収集システム

②

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

製造実績 生産数、製造原価

実在庫情報 在庫数

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

仕様情報
収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積

・仕様情報管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM(設計情報管理）
・CRM(顧客要件管理)
・生産管理システム(構成品
マスタ管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

価格・納期
シミュレー
ション

検知
解析
判断

・相場・為替情報収集
・生産シミュレータ（原価・
納期）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

モジュール
仕様

機能/サイズ/形状/色/重量/材質
/性能/インターフェース

モジュール
組み合わせ

組み合わせバリエーション一覧/モ
ジュール間互換性情報

対象 内容(例)

対応
実績

対応顧客情報/個別要望内容/提示し
た製品仕様情報/顧客が選択した製
品仕様情報/注文数/納期

モジュール
仕様

標準仕様情報

モジュール
組み合わせ

対応実績

①

仕様情報DB

仕様情報収集システム

モジュー
ル仕様

標準仕様情報

モジュー
ル組み合

わせ

対応実績

①

製品構成検討システム

製品仕様メニュー

仕様情報DB

仕様情報収集システム

①
製品仕様メニュー

③

設計シミュレーション
・調達量調整

設計指示・発注実際原価反映済み
製品仕様メニュー

仕様情報DB

①

製造
実績

実
在庫

情報

価格・納期
シミュレーション

③

②

価格・LT管理
システム

モジュー
ル仕様

標準仕様情報

モジュー
ル組み合

わせ

対応実績

モジュー
ル仕様

標準仕様情報

モジュー
ル組み合

わせ

対応実績

仕様情報収集システム
① ①

①

価格・LT管理
システム

製品構成検討システム

①

②

価格・LT管理
システム

製品構成検討システム

③

②③

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製品構成
検討

共有

・オンラインストア
・オンライン見積もりシステ
ム
・カスタマーポータル
・PLM（製品構成管理）

価格・LT
管理

共有
・生産管理システム(価格・
LT管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計
シミュ
レー
ション・
調達量
調整

解析
判断

・生産シミュレータ(製品
仕様、生産・調達計画)
・CPQ



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

6 個別要求・個別仕様に対応できる仕組み

図面と対応する部品の管理方法および

部品表の形式の標準化

S

製品・技術標準および過去の設計・トラブル情報を

蓄積するシステム

過去の実績データを活用して顧客要求にあう

製品仕様を効率よく作成するシステム

P

S

図面情報を基に、性能検証および

コスト・納期の算定を行うシステム

製品の使用情報や製造実績、在庫情報を活用して

性能・コスト・納期を予測するシステム

型識別標準製品仕様情報 部品表

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化

型式ごとの標準図面があり
部品表が整理されている。

使用可能部品がリスト化されている。

Lv2 情報・データの蓄積
技術標準や過去の類似設計実績、過去トラブ
ル情報などの関連情報が整理・蓄積されてい
る。図面作成時にこれらの情報を参照できる

Lv3 データによるプロセス連携

顧客要求に基づき、設計関連情報を参照
しながら、材質・形状・寸法等の製品仕様

が展開され、推奨図面が生成される

Lv4 多頻度解析による最適化

図面から性能・コスト・納期が
シミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

シミュレーション環境で設定された
パラメーターとリアル情報が連結され、

性能・コスト・納期の予測値が更新される

① 各型式の標準図面と使用可能部品のリ
スト、さらに部品表の形式が決められて
いる

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② 各型式の標準図面と対応する部品リス
トおよび部品表、技術標準、過去の設計
実績、トラブル情報を決められた形式で
製品・技術標準、実績情報DBに蓄積す
る

① 顧客要求に合う標準図面や、過去の類
似設計を設計管理情報DBから抽出し、
材質・形状・寸法等の製品仕様と推奨図
面を生成する

① 設計解析システムを用いて、図面情報
からシミュレーションを行い、性能を評
価する

② 生産管理が、必要な部品の在庫、製造・
調達コスト、製造・調達リードタイムなど
の情報を用いてコスト・納期のシミュ
レーションを行う

① 製品の使用情報(性能・修理履歴など)
などの実測値を取得し、性能シミュレー
ション用のパラメーターに反映させる。

② 製造時の実際のコストや在庫状況を取
得し、コスト・納期のシミュレーションを
実施する

①

①

設計関連情報DB

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

製品使用情報
効率(電力・熱等)データ、
修理履歴など

製造実績 生産数、実際原価

実在庫情報 在庫数

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計関連
情報収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・設計関連情報管理システ
ム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計支援
共有
解析

・３DCAD設計支援ツー
ル
・PLM（図面・仕様情報検
索）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計解析、
性能シミュ
レーション

解析
判断

・設計解析システム
(CAE)

生産管理、
コスト・納期
シミュレー
ション

解析
判断

・CPQ
・生産管理システム
(コスト・納期管理)
【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

性能シミュレー
ション
（実測値利用）

解析
判断

・設計解析システム
(CAE)

コスト・納期シ
ミュレーション
(実測値利用）

解析
判断

・CPQ
・生産管理システム
(コスト・納期管理)
【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

標準
図面

サイズ/形状/色/重量/材質/性能/イ
ンターフェース

部品表
(使用可

能部品

リスト)

部品名/識別ID/サイズ/形状/材質/
機能（特性）/単価/調達先

対象 内容(例)

技術標準
設計基準/標準製造プロセス/安全基準/
品質規格

設計実績
仕様書/変更履歴/レビュー記録/品質記
録/組み立て手順

過去トラ

ブル情報

対象製品・部品/トラブル内容/原因/対

処・回避方法/修正方法/改善要望

①

設計支援システム

推奨図面

使用可能部品
リスト

標準図面

型識別標準製品仕様情報

使用可能部品
リスト

部
品

表

技
術

標

準

設
計

実

績

過去
トラ

ブル

情報

設計関連情報収集システム

設計関連情報DB

標準図面

型識別標準製品仕様情報

使用可能部品
リスト

部
品

表

技
術

標

準

設
計

実

績

過去
トラ

ブル

情報

設計関連情報収集システム

①

設計支援システム

設計関連情報DB

標準図面

型識別標準製品仕様情報

使用可能部品
リスト

部
品

表

技
術

標

準

設
計

実

績

過去
トラ

ブル

情報

設計関連情報収集システム

設計解析システム

生産管理

性能シミュレーション コスト・納期
シミュレーション

②
①

設計支援システム

設計関連情報DB

標準

図面

型識別

標準製品仕様情報

使用可能

部品

リスト

部

品

表

技

術

標

準

設

計

実

績

過去

トラ

ブル

情報

設計解析システム

生産管理

性能シミュレーション
(実測値利用)

コスト・納期

シミュレーション

(実測値利用)

製品
使用情報

製
造
実
績

実
在

庫

情
報

②

②

設計関連情報収集システム
①

①

コスト・納期予測値性能予測値

① ① ① ①

② ② ② ② ②

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ
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7 プロジェクト全体の状況が見え是正できる仕組み

日程計画の管理項目と形式の標準化

S

開発計画と実績を蓄積し予実管理が行う

システム

過去の実績データを活用して新規開発テーマの

日程計画案を作成するシステム

P

S

スケジュール遅延の影響をシミュレーションし

必要に応じて日程計画を変更するシステム

実施中のタスクの難易度や担当のスキル・負荷情

報をインプットにしてシミュレーションを行い、

計画の修正案を出すシステム

管理項目

日程計画作成ルール

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化

同一書式あるいは同一システムで日程
計画を作成し、着手-完了を指示できる

Lv2 情報・データの蓄積

着手-完了指示に対する実績情報が
蓄積され予実対比ができる

Lv3 データによるプロセス連携

過去の類似案件における実績情報から
開発テーマの日程計画が提示される

Lv4 多頻度解析による最適化
スケジュール遅延が発生した際の影響度を
シミュレーションし、クリティカルパスを遵守

する範囲で、柔軟にタスクの優先順位や
担当割振を変更できる

Lv5 現実との双方向連携

タスク難易度・技術者スキル・負荷を
勘案して修正計画案が自動生成される

① 日程計画の管理項目と形式が決められ
ている

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② 日程計画作成ルール、および改版履歴
を開発計画・実績蓄積システムに記録・
蓄積する

③ 日程計画作成ルールに基づき、製品毎
に日程計画表を作成し、開発計画・実績
蓄積システムに記録・蓄積する

④ 日程計画表に実績を記録し、予実対比
を行う

① 新規開発のテーマや目的、規模に合う
過去の類似開発テーマを開発計画・実
績蓄積DBから抽出し、日程計画案を生
成する

① スケジュール遅延が工程全体にどのよ
うな影響を与えるかシミュレーションを
行い確認する

② クリティカルパスを遵守するためにタス
ク優先順位を変更した新たな日程計画
を作成する

① 日々の作業実績から把握したタスク難
易度、技術者スキル、技術者負荷情報を
取り込み、スケジュールのシミュレー
ションを実行。

② シミュレーション結果を元に、スケ
ジュールの修正計画案を出力

①

②

開発計画・実績蓄積DB

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

タスク難易度
作業量/期限/複雑さ(機能数、
部品数の多さ等)

技術者スキル・
負荷情報

時間当たりの生産性/勤務実
績時間/割り当てられている
タスク数(未着手、仕掛り、完
了)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

開発計画・
実績収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積

・開発計画情報管理
システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM(実績管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

プロジェクト
管理

共有
解析

・プロジェクト管理ツー
ル(プロジェクト管理)
・PLM(プロジェクト管
理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

スケジュール
シミュレー
ション

解析
判断

・プロジェクト管理ツー
ル(シミュレーション機
能)
・PLM(プロジェクト作
業計画)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

管理
項目

製品名/工程名/担当者/着手予定日/着
手日/完了予定日/完了日/ステータス/進

捗率/改訂履歴

形式
記録ツール(帳票、システム等)/表記形式
(一覧表、ガントチャート、かんばん等)/日

程計画管理方法(管理者、管理頻度)

対象 内容(例)

日程
計画表

日程計画作成ルールの管理項目

実績情報 担当者/着手日/完了日/進捗率

①

プロジェクト管理

日程計画案

形式

開発計画・実績収集システム

開発計画・実績蓄積DB

開発計画・実績収集システム

①

プロジェクト管理

開発計画・実績蓄積DB

タスク
難易度

技術者
スキル・負荷

情報

①

管理項目

日程計画作成ルール

形式

日程
計画
表

実績
情報

③ ④

管理項目

日程計画作成ルール

形式

日程
計画
表

実績
情報

開発計画・実績蓄積DB

管理項目

日程計画作成ルール

形式

日程
計画
表

実績
情報

①

変更後日程計画

スケジュール
シミュレーション

②

開発計画・実績収集システム

プロジェクト管理

管理
項目

日程計画作成ルール

形式

日
程

計

画
表

実績情報

①

修正計画案

スケジュール
シミュレーション

②

開発計画・実績収集システム

① ①

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

予実対比

④

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

スケジュール
シミュレー
ション

解析
判断
伝達
制御

・プロジェクト管理ツー
ル(作業計画シミュレー
ション)
・デジタルツインソ
リューション(問題検
知・伝達)
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8 効率的・効果的なODM（設計・製造委託）の仕組み

ODM委託関連情報の標準化

S

ODM委託関連情報を収集・蓄積するシステム 将来の開発リソース状況を加味して

最適なODM先を選定するシステム

P

S

将来の生産能力をシミュレーションし

ODMで対応可能かを判断できるシステム

将来の生産能力から、適切なODM先を

選定できるシステム

委託先
情報

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化

過去のODM委託先・委託実績が
一覧化されている

Lv2 情報・データの蓄積
ODM委託候補となりうる企業がリストアッ
プされており、各社の評価情報（保有技術、処

理能力、コスト）がDB化されている

Lv3 データによるプロセス連携
将来の開発リソースの過不足が見え、

開発リソース不足時に、適切なODM先情報
が参照できるようになっている

Lv4 多頻度解析による最適化
将来の開発リソースの不足時に、

ODM先が受け入れ可能かどうかが分かる
ようになっている

Lv5 現実との双方向連携
将来の開発リソースの不足時に、

ODM先の評価情報や受入可能性を考慮して、
最適なODM先がピックアップされる

① ODM委託先の情報・委託実績情報を標
準化する

① ODM委託先の情報・委託実績情報を統
一された形式で収集・蓄積する

① 生産計画システムが将来どの程度開発
リソースが不足するかを、自社の開発リ
ソースの情報から算出する

② サプライヤ管理システムで過去の委託
実績を参照し、ODM先連携システムで、
ODM先の空情報などを把握し、不足分
を補うODM先情報を選択する

① ODM先連携システムでODM先の受け
入れ能力（対応可能品目、空き情報）を
把握する

② 自社開発リソースから製造能力シミュ
レーションを実施し、自社のリソース不
足状況を把握。ＯＤＭ先が受入可能か
どうかを判断する

① 製造能力シミュレーションにより将来の
開発リソース不足を把握。

② 自社の開発リソース不足状況、既存
ODM先の開発リソース状況、さらに新
規ODM先も候補に入れてODM先の
評価情報も参考に、生産計画の最適化
を実施。最適なODM先をピックアップ
する

①

委託関連情報DB

対象 内容(例)

自社開発
リソース
情報

生産能力 / 生産効率 / 人員数
/ 従業員スキル / 在庫状況

ODM先
リソース
情報

対応可能品目 / 空情報 / 生産能
力 / 生産効率 / 人員数 / 従業
員スキル / 在庫状況

対象 内容(例) 対象 内容(例)

新規ODM先
候補リスト

ODM企業名 /所在地 / 従
業員数 / 保有技術 / 評価
情報

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

委託先
関連情
報蓄積

蓄積

・委託先関連情報管理
システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM（ODM保有技術管
理）
・生産管理システム（ODM
処理能力管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライヤ
管理

共有
解析

・PLM(設計情報管理)
・生産管理システム(サプライ

ヤ・計画管理)【ERP】
生産計画

ODM先連
携

・コミュニケーションツール
・ODM管理プラットフォーム

・ODMマッチングプラット
フォームサービス

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造能力
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ(製
造能力)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画
最適化

解析
判断

・生産スケジューラー

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

委託先
情報

所在地 / 従業員数 / 保有技術 / 委
託先評価情報

委託
実績

ODM企業名 / 取引期間 / 機能 /
費用 / リードタイム / 納品数 / 品質
情報 / 生産性情報

対象 内容(例)

①

ODM先情報

②製造能力シミュレーション

シミュレーション結果(製造可否)

ODM委託関連情報 自社開発
リソース

②

最適な
ODM

②

新規
ODM先

候補リ

スト

委託実績

生産計画
システム

リソース不足状況

委託先
情報

ODM委託関連情報

委託実績

①

ODM
先
リソー
ス状況

自社
開発
リソー
ス

委託先
情報

ODM委託関連情報

委託
実績

①

②

製造能力シミュレーション

委託関連情報DB

サプライヤ
管理システム

ODM先
連携システム

生産計画
システム

生産計画
最適化

委託関連情報DB

サプライヤ
管理システム

委託先
情報

ODM委託関連情報

委託
実績

ODM先
リソース
状況

②

ODM先
連携システム

自社開発
リソース

生産計画
システム

委託関連情報DB

サプライヤ
管理システム

委託先
情報

ODM委託関連情報

委託
実績

ODM先
リソース
状況

①

ODM先
連携システム

②②②

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
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標
準
化
す
る
情
報

シ
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ム
を
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スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

9 顧客オーダーからシームレスに工程展開できる仕組み

設計情報、製造実績情報の標準化

S

設計情報、製造実績情報を収集・蓄積する

システム

顧客の要件に類似する過去データから

参考のコスト・納期情報を提示するシステム

P

S

新規設計図面と類似する過去の設計・製造実績

データ使ってコスト・納期を予測するシステム

リアルタイム(物価・生産状況)の情報を活用して

コスト・納期を見積もるシステム

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化
設計情報(図面、E-BOM、M-BOM、BOP)およ
び製造実績情報(原価、生産性)が活用可能な状
態で記録される。記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積
標準フォーマットに基づき、設計情報(図面、
E-BOM、M-BOM、BOP)や製造実績情報
(原価、生産性)が一元的に蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携
一元的に蓄積されたデジタルデータから、

類似案件のコストや納期が参照でき、顧客の
問い合わせに対応できる情報を設計者に

提示できる

Lv4 多頻度解析による最適化
一元的に蓄積されたデジタルデータに基づき、
設計図面からコストや納期が自動算出できる

Lv5 現実との双方向連携
物価変動や現在の生産状況を勘案して、

コストや納期の見積ができる

① 次回設計時に活用できるように、設計
情報と製造実績情報を標準化する

① 設計情報を統一された形式で蓄積
② 製造実績をPLCやIoTツール等を活用

し収集・蓄積する

① 案件管理システムが顧客要望を受付け
② 設計・製造実績管理システムが過去の設

計情報と製造実績を参照し、顧客要望
に対応する製品の参考コスト・納期情報
を提示する

① 新規設計図面を基に、過去の類似製品
の設計情報、製造実績（コスト情報、リー
ドタイム等）を参考にコスト・納期を自動
算出し、予測コスト・納期を提示する

① 物価変動や生産状況などコスト、納期に
関連するリアルタイムの情報を活用して
自動算出し、現在の状況も加味した見
積もり情報を提示する

①

設計・製造実績情報DB

対象 内容(例)

顧客要望
機能 / 材料 / 形状 / サイズ / 
数量 / 納期 / 費用

対象 内容(例)

新規図面 Lv1の「図面」と同様

対象 内容(例)

物価変動
部品ごと、材料ごとの物価の
指標 / 調達先提示価格

生産状況
製造進捗 / 在庫量(完成品、
仕掛、資材) / 生産能力

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計・製造
実績情報
収集

蓄積

・設計・製造実績情報
管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM(設計情報蓄積)
・CAD
・MES(製造実績蓄積)
・生産管理システム(実績
データ)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

案件管理 共有
・生産管理システム(案件
管理)【ERP】

設計・製造
実績管理

共有
解析

・MES(実績情報参照)
・PLM（設計情報参照)
・データプラットフォーム、
情報検索ライブラリ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

コスト・納期
自動算出

解析
判断

・生産管理システム(コ
スト・納期管理)【ERP】
・生産シミュレータ(工
程)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタイム
コスト・納期
自動算出

蓄積
解析
判断

・生産管理システム(リア
ルタイムコスト・納期管
理)【ERP】

・相場・為替情報収集

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

図面 図面識別子 / 形状 / サイズ / 部品種別・部品名

E-BOM/M-BOM/BOP 部品識別子 / 部品数量 / 材料 / 機能 / 工程情報(BOPのみ)

(製造)原価 材料費 / 労務費 / 間接費

生産性 生産数量 / サイクルタイム / 良品率

①

参考コスト・納期情報

②コスト・納期自動算出

予測コスト・納期情報

②

①

図面

設計情報

E-
BO

M

M-
BO

M

BO
P

原価

製造実績情報

生産
性

図面

設計情報

E-
BO

M

M-
BO

M

BO
P

原価

製造実績情報

生産
性

②

製造実績収集

図面

設計情報

E-

BO

M

M-

BO

M

BO

P

原価

製造実績情報

生産

性

①

設計・製造実績管理システム

製造実績収集

設計・製造実績情報DB

顧客
要望

案件管理システム

図面

設計情報

E-

BO

M

M-

BO

M

BO

P

原価

製造実績情報

生産

性

製造実績収集

設計・製造実績情報DB

顧
客

要

望

案件管理システム

新規

図面

設計・製造実績管理システム

図

面

設計情報

E-

B

O

M

M

B

O

M

B

O

P

原

価

製造実績情報

生

産

性

顧
客

要

望

新

規

図

面

物
価

変

動

生
産

状

況

②リアルタイムコスト・納期自動算出

見積もり(コスト・納期)情報

製造実績収集

設計・製造実績情報DB

設計・製造実績管理システム

案件管理システム

①

生産管理システム 生産管理システム

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
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ン

実
現
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ベ
ル

標
準
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る
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スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

設備・工程一元管理DB

10 多様な製品バリエーションを効率的に作れる仕組み

効率的な多品種

製品製造のための情報の標準化

S

設備管理情報の

蓄積システム

設備情報管理
システム

製品モジュールと設備・工程を組み合わせ

ライン能力を推定するシステム

P

S

製品モジュール構成の採用有無並びに、

工程・設備設計時に設備を選択した際の、

工程シミュレーション結果が得られる

要求仕様に合わせた最適な部品・設備の

組み合わせを提案するシステム

ライン能力

モジュール
設計

設備
仕様

工程
仕様

設備・工程管理情報

設備・工程
生産性

コスト 品質 設備

仕様

工程

仕様

設備・工程管理情報

設備

工程

生産性

コス

ト

品質

図面作成
システム

工程管理
システム

設備情報管理
システム

P

S

設備

仕様

工程

仕様

設備・工程管理情報

設備

工程

生産性

コス

ト

品質

設備・工程一元管理DB

工程管理

システム

Ｃ

工程シミュレーション

工程シミュレーション結果

P

設備情報管理
システム

P

S

モ
ジュー

ル

設計

設備

仕様

工程

仕様

設備・工程管理情報

設備

工程

生産性

コス

ト

品質

設備・工程一元管理DB

図面
作成
シス
テム

Ｃ

工程

シミュ

レーション

要求
仕様

組み合わせ最適化エンジン

工程管理
システム

Lv1 情報の標準化

設備毎の加工条件、能力、コスト、品質
などの情報が活用可能な状態で

記録されている

Lv2 情報・データの蓄積

設備毎の加工条件、能力、コスト、品質
などの情報が蓄積され、工程・設備設計時

に参照できる

Lv3 データによるプロセス連携
製品モジュール構成を前提とした工程・設備
設計時に、設備毎の加工条件、能力、コスト、
品質などの情報を選択でき、ラインの能力が

推定できる

Lv4 多頻度解析による最適化

製品モジュール構成の採用有無並びに、
工程・設備設計時に設備を選択した際の、

工程シミュレーション結果が得られる

Lv5 現実との双方向連携

仕様面での要求を入力すると、
適切な製品部品構成や設備の組み合わ

せが推奨されるようになっている

① 設備仕様、工程仕様、設備・工程生産性、
コスト、品質に関する情報取得の形式
(カラム・書式等)に関するルールに従い、
記録する

① 使用している設備および工程について、
設備仕様、工程仕様、設備・工程生産
性・コスト・品質といった情報を標準化
された形式で設備・工程管理DBに格納
する。

② 生産性、コスト、品質に関する情報は
日々の実績データを取得し、設備・工程
管理DBの情報を更新する。

① 多様な製品バリエーションに効率的に
対応できるように、製品をモジュール化
し、モジュール単位で図面を作成する。

② モジュール設計された製品と設備の組
み合わせを設計する際、設備・工程の情
報を選択し、ラインの能力を推定する。

① 工程設計時に、製品に適切なモジュー
ル構成と設備を選択して工程シミュレー
ションを実行し、最適な製品モジュール
構成と設備を検討する。

① 最適な部品、設備の組み合わせを選定
できるようにするために、要求仕様とし
て記載すべき情報を標準化する。

② 組み合わせ最適化エンジンに要求仕様
を入力し、製品の部品構成と製造時の
設備構成の最適な組み合わせが提示さ
れる。

①

①

設備・工程管理DB

設備・工程管理・品質情報収集 ② ①

②
①

①

②

対象 内容(例)

モジュール設計
機能 / サイズ / 材質 / 加工
条件(加工速度、制度) / 仕
様工具 / 通信規格

対象 内容(例) 対象 内容(例)

要求仕様

機能要件 / 寸法・形状 / 材
料 / 組立・取付要件 / コスト
要件 / 加工条件(方法、精度、
時間)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設備・工程
管理情報
収集・蓄積

蓄積

・設備・工程管理情報
管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM(設備・品質情報管
理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設備情報
管理

共有
・生産計画システム
(設備稼働時間、生産能
力の管理)

工程管理
共有
解析

・PLM(モジュール寸法・
制約・BOP・BOE・M-
BOMの管理)

図面作成 共有
・CAD(3D空間でのモ
ジュール図面作成)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

工程シミュ
レーション

解析
判断

・DMU(３D空間での組立
シミュレーションによるモ
ジュール採用評価)

・生産シミュレータ(製品・設
備を組み合わせた工程・レ
イアウト評価)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

組合せ
最適化
エンジン

解析
判断

・最適化ツール(組み合わせ
最適化、部品、設備の条件
から最適な工程を計算)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

設備仕様 最大加工能力/加工精度/速度/耐久性/加工可能寸法/最大重量/必要電力量

工程仕様 工程生産能力/各工程の作業内容/各工程で使用するツール・設備

設備・工程生産性 設備稼働率/故障率/時間当たりの加工能力/歩留まり率/サイクルタイム

コスト 労務費/材料費/保守費用/エネルギー消費量/レイアウト変更コスト

品質 不良品率/検査項目

設備
仕様

工程
仕様

設備・工程管理情報

設備・工程
生産性

コスト 品質
モジュール

設計

図面作成
システム

部品構成、設備構成の組み合わせ

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

設備・工程管理・品質情報収集 設備・工程管理・品質情報収集 設備・工程管理・品質情報収集
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11 従業員の能力を最大発揮できる仕組み

タスク関連情報の標準化

S

タスク関連情報を収集・蓄積するシステム 個人の負荷を可視化し、

負荷を平準化できるシステム

P

S

タスクの進捗状況から遅延リスクを

シミュレーションし、

柔軟な担当割り振りを行うシステム

タスクの難易度や担当者のスキル・負荷を

勘案し、計画を最適化するシステム

タスク
内容

P

S

Ｃ

P P

S

Lv1 情報の標準化
同一書式あるいは同一システムで設計担当

者個人のタスク表が作成されている

Lv2 情報・データの蓄積

タスク表に基づき、現在および将来の
個人別負荷率が見える

Lv3 データによるプロセス連携
見える化された個人別負荷率に基づき、

負荷を平準化する (低負荷の担当者に業務
を割り振る)プロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
各担当者の進捗状況から遅延リスクを察知し、

柔軟に担当割り振りを変更できる

Lv5 現実との双方向連携
タスク難易度・技術者スキル・負荷を勘案して

最適な業務の割り振り先を提示する

① タスク関連情報を標準化する ① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② タスク関連情報を統一された形式で収
集・蓄積する

① タスク管理システムが担当ごとのタスク
の進捗状況のデータから個人別負荷率
を算出。さらに、リソース管理システム
のタスク難易度、技術者のスキル情報を
参考に、負荷を平準化する

① 各担当の進捗状況から、遅延リスクシ
ミュレーションを実施。予測される遅延
状況に応じて、担当割り振りを変更する

① リソース管理システムがタスク難易度、
技術者のスキル情報をスケジュール最
適化システムにインプット

② タスク状況、リソース状況からスケ
ジュールの最適化を実施。その結果を
元にスケジュール修正案を作成

①

タスク関連情報DB

対象 内容(例)

担当者
スキル
情報

担当者名 / 保有スキル / 開発実績
/ 生産性

対象 内容(例) 対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

タスク
関連情報
収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・タスク関連情報管理
システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

タスク管理
システム

共有
解析

・プロジェクト管理システ
ム
・PLM（プロジェクト管
理）

リソース管理
システム

共有
解析

・生産管理システム(リ
ソース管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

遅延リスク
シミュレー
ション

解析
判断

・遅延リスク分析
・生産シミュレータ(作業
員)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

スケジュール
最適化システ
ム

解析
判断

・最適化ツール(スケ
ジュール)
・最適化ツール(人員配
置)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

タスク内容 タスク名 / タスク詳細 / 必要スキル / 難易度 / 予想所要時間

タスク計画 タスク名 / 着手予定日 / 完了予定日 / １日あたりのタスク数

タスク状況
タスク名 / 着手日 / 完了日 / ステータス / 進捗率 / 担当者 / 問題点 / 作
業履歴/個人別負荷率

スケジュール修正案

②遅延リスクシミュレーション

担当割り振り案

タスク関連情報

スケジュール最適化システム

タスク
状況

タスク
計画

タスク
内容

タスク関連情報

タスク
状況

タスク
計画

タスク関連情報収集

タスク

内容

タスク関連情報

タスク

状況

タスク

計画

タスク関連情報DB

タスク関連情報収集

個人別負荷率

①

① ②

①

タスク管理システム リソース管理システム タスク管理システム リソース管理システム タスク管理システム リソース管理システム

担当者
スキル
情報

タスク

内容

タスク関連情報

タスク

状況

タスク

計画

タスク関連情報DB

タスク関連情報収集

担当者
スキル
情報

タスク

内容

タスク関連情報

タスク

状況

タスク

計画

タスク関連情報DB

タスク関連情報収集

担当者
スキル
情報

①

②
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スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

12 技術人材を早期に育成する仕組み

タスク表のデータ項目、形式の標準化

S

タスク表に関するデータを収集・蓄積するシステム タスクの実績や進捗状況を見える化し

設計担当者をフォローするシステム

P

S

担当者の進捗状況から進捗予測を行い、

問題のあるタスクにアラートを発出するシステム

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化
同一書式あるいは同一システムで設計担当

者個人のタスク表が作成されている

Lv2 情報・データの蓄積

タスク表に基づき、予定に対する実績情
報が蓄積され予実対比ができる

Lv3 データによるプロセス連携
見える化された個人別負荷率に基づき、負荷
を平準化する (低負荷の担当者に業務を割

り振る)プロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
各担当者の進捗状況から遅延リスクを察知し、

柔軟に担当割り振りを変更できる

Lv5 現実との双方向連携
タスク難易度・技術者スキル・負荷を勘案して

最適な業務の割り振り先を提示する

① タスク関連および担当者スキル情報を
標準化する

① 紙帳票で記録されている情報に関して
はOCRツールなどを使って電子化する

② タスク表に記載されるデータおよびス
キル情報を統一された形式で収集・蓄
積する

① タスク表のデータとタスク内容、をタス
ク管理システムで管理。

② また、担当者スキル情報を担当者スキ
ル管理システムで収集・管理

③ 1、2の内容から担当者をフォローすべ
きか判断し、必要に応じて担当者をフォ
ローする指示を出す

① タスクの進捗状況およびタスク担当者
のスキルセットを基に、今後の進捗予測
を実施。将来進捗が滞るリスクのあるタ
スクについて、フォローアップアラート
を発出する

① 遅れが見込まれるタスクの担当者情報
と、支援が可能な技術者の情報をスキ
ルマッチングシステムにインプット

② スキルマッチングシステムは、支援担当
者の候補リストを出力する

①

タスク関連・スキル情報DB

対象 内容(例)

タスク
内容

タスク名 / タスク詳細 / 必要スキ
ル / 難易度 / 予想所要時間

担当者
スキル
情報

担当者名 / 保有スキル / 開発実績
/ 生産性

対象 内容(例) 対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

タスク
関連情報
収集

検知
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・タスク関連情報管理
システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

タスク管理
共有
解析

・プロジェクト管理シス
テム
・PLM(プロジェクト管
理)

担当者
スキル管理

共有
・生産管理システム(ス
キル管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

進捗予測
解析
判断

・プロジェクト管理システム
(機械学習による進捗予
測)
・生産シミュレータ(作業
員)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

スキル
マッチング

解析
判断

・タレントマネジメント
システム
・最適化ツール(人員配
置)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

担当者フォロー指示
進捗予測システム

フォローアップアラート

①

③

タスク関連・スキル情報収集

支援担当者候補

タスク表

タスク
状況

タスク
計画

タスク表

タスク
状況

タスク
計画

タスク
内容

タスク管理システム 担当者スキル
管理システム

担当者
スキル
情報

スキルマッチ
ングシステム

①

① ②

①

タスク表

タスク
状況

タスク
計画

タスク
内容

タスク管理システム 担当者スキル
管理システム

担当者
スキル
情報

①

進捗予測システム

②

タスク表

タスク
状況

タスク
計画

タスク
内容

タスク管理システム 担当者スキル
管理システム

担当者
スキル
情報

②

対象 内容(例)

タスク計画 タスク名 / 着手予定日 / 完了予定日 / 優先度 / 担当者 / 予定所要時間

タスク状況
タスク名 / 着手日 / 完了日 / ステータス / 進捗率 / 担当者 / 作業時間 / 
問題点 / 作業履歴

担当者スキル情報 担当者名 / 保有スキル / 開発実績 / 生産性

担当者
スキル
情報

タスク表

タスク
状況

タスク
計画

担当者
スキル
情報

①

②

タスク関連・スキル情報DB

タスク関連・スキル情報収集

タスク関連・スキル情報DB

タスク関連・スキル情報収集 タスク関連・スキル情報収集

タスク関連・スキル情報DB

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

13 作りやすさ・運びやすさを考慮した設計ができる仕組み

設計で活用することを想定した

製造性データの標準化

S

製品仕様とその製品の製造性に関する

データを収集・蓄積するシステム

過去の製品仕様情報から次回設計に向けた

設計フィードバックを行うシステム

P

S

過去の製品仕様、製造性データを

活用し推奨設計仕様を提示するシステム

新規製品の設計仕様から設計段階、生産段階

における改善ポイントを提示するシステム

製造性
データ

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化
製造実績工数、手直し工数、不良率、工程能力、積
載効率といった製造性に関する指標が活用可能な

状態で記録され、記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

製品仕様ごとに各製造性指標が蓄積さ
れ、設計時に実績情報を参照することが

できる

Lv3 データによるプロセス連携
蓄積されたデジタルデータに基づき、設計者
にそのフィードバックがなされ、次回設計や
類似品の設計時に反映するプロセスが機能

している

Lv4 多頻度解析による最適化
設計段階で設計者に推奨設計仕様が提示さ
れる。あるいは、作りにくさ運びにくさの発

生ポイントに対し注意喚起を行う

Lv5 現実との双方向連携
設計情報から製造性指標を予測し、設計・生
産段階の改善ポイントを提示して修正を促す。
部位によっては自動的に仕様が決まるよう

になっている

① 製造実績工数、手直し工数、不良率、工
程能力、積載効率といった製造性デー
タを標準化する

① 製造性データなどは、PLC、IoTツール
を活用して収集。紙帳票の仕様情報は、
OCRツールなどを使って電子化する

② 製品仕様、および製品仕様ごとの製造
性データを統一された形式で蓄積する

① 過去の製品仕様の製造性に関するデー
タから、次回設計および類似品向けに、
問題点、注意点等をフィードバックする

① 新規製品の仕様情報に対して、作りにく
さ運びにくさにつながる問題点がない
か、設計シミュレーションで確認し、仕様
問題点として提示

② 過去の類似仕様に関するフィードバック
情報を推奨設計仕様・仕様問題点とし
て提示

① 新規製品を製造した場合の製造性予測
データを基に、設計シミュレーションを
実施して設計段階の改善ポイントを提
示

② 新規製品を製造した場合の製造性予測
データを基に、工程シミュレーションを
実施して生産段階の改善ポイントを提
示

①

設計・製造性データDB

対象 内容(例) 対象 内容(例)

新規製品
仕様情報

図面/部品情報/組立手順

対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造性
データ
収集・蓄積

検知
・センシングデバイス、PLC
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・製造性データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計支援
共有
解析

・PLM(設計情報管理）
・CAD(３D図面管理)
・生産管理システム(工数
実績管理)【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計シ
ミュレー
ション

解析
判断

・CAD(干渉検出)
・CAE(衝撃・応力・振動シ
ミュレータ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

工程シミュ
レーション

解析
判断

・最適化ツール(工程)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

製造性
データ

製造実績工数 / 手直し工数 / 不良
率 / 工程能力 / 積載効率

対象 内容(例)

仕様
情報

図面/部品情報/組立手順

①

次回設計向けフィードバック

新規製品
仕様情報

①

②設計シミュレーション

推奨設計仕様・仕様問題点

製造情報

製造性
データ

仕様情報

製造情報

①

設計・製造性データDB

製造性
データ

仕様情報

製造情報

設計支援システム

①

設計・製造性データ収集設計・製造性データ収集

製造性
データ

仕様
情報

製造情報

設計・製造性データDB

設計支援システム

設計・製造性データ収集

新規製品
仕様情報

①

生産段階
改善ポイント

製造性
データ

仕様
情報

製造情報

設計・製造性データDB

設計支援システム

設計・製造性データ収集

設計段階
改善ポイント

①

②

設計

シミュレーション

工程

シミュレーション

①②

② ②
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スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

14 目標コストに抑えた設計ができる仕組み

設計で活用することを想定した実際原価情報、

製造KPIの標準化

S

製品仕様ごとのコストに関わる情報を

蓄積するシステム

製造に関する実績データを分析し、

次回設計に活かすシステム

P

S

設計図面からコストをシミュレーションして、

目標コストとの差異が分かるシステム

コストを抑えるための設計最適化ポイントを

提示するシステム

実際原価
情報

コスト情報

製造KPI

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 標準化
材料費・加工費の実際原価とコストに関わる
製造KPIが活用可能な状態で記録される。

記録方法が標準化されている

Lv2 蓄積

製品仕様ごとに実際原価や各製造KPI
が蓄積され、設計時に実績情報を参照す

ることができる

Lv3 データによるプロセス連携
蓄積したデータに基づき、設計者にそのフィー
ドバックがなされ、次回設計や類似品の設計時

に反映するプロセスが機能している

Lv4 仮想空間での最適化

設計図面から原価をシミュレーションし、
目標コストとの差異を検証できる

Lv5 現実との双方向連携

目標コストに抑えるための
原価低減ポイントを提示して修正を促す

① 実際原価情報やコストに関わる製造
KPIの形式や記録方法を標準化する

① 製品仕様ごとに、製造時の実際原価情
報および生産性、不良率といったコスト
に関わる製造KPIをセンシングデバイス、
PLC、OCR等を活用してデジタル化し
て収集する

② コスト情報を統一された形式で蓄積す
る

① 製品仕様ごとの実際原価情報、製造
KPIをコスト情報として一元管理をする。

② 設計者向けに蓄積された実績データか
ら、次回設計向けのフィードバックを生
成する

① 新規製品の開発時に設計図面を使用し
て、コストのシミュレーションを実施し、
目標コストとの差異を検証する。

② シミュレーションの結果として、目標コ
ストとの差異が分かるようになる

① 新規製品の開発時に、設計最適化エン
ジンに設計図面をインプット。

② 設計最適化エンジンが、原価が低減で
きるポイントを出力。

①

コスト情報DB

コスト情報収集

①

対象 内容(例) 対象 内容(例)

目標コスト
標準原価(直接労務費、間接
費、材料費)、設備稼働費

設計図面 部品構成 / 寸法 / 製造手順

対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

コスト情報
収集・蓄積

検知
・センシングデバイス、PLC
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・コスト情報管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

コスト統合
管理

共有

・生産管理システム(実
際原価情報管理)
【ERP】
・MES(実績管理)

設計管理
共有
解析

・PLM（設計情報管理）
・CAD

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

コストシミュ
レーション

解析
判断

・PLM(標準原価推定)
・生産シミュレータ（コス
ト）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計最適化
エンジン

解析
判断

・PLM(設計最適化支
援)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

実際原価
情報

材料費 / 直接労務費(加工費) / 間接労

務費 / ほか製造のために必要な各種費

用

製造KPI
生産(効率)性 / 不良率 / 設備稼働率 / 
ほか製造コストに関連するKPI

対象 内容(例)

①

設計管理システム

次回設計向けフィードバック

①

実際原価
情報

コスト情報

製造KPI

新規製品仕様情報

①

②

コストシミュレーション

目標
コスト

コスト
シミュレーション

設計
図面

設計最適化
エンジン

原価低減ポイント
目標コストとの差異

②

コスト統合管理システム

コスト情報DB

コスト情報収集

実際原価
情報

コスト情報

製造KPI

設計管理システム

コスト統合管理システム

コスト情報DB

コスト情報収集

実際原
価情報

コスト情報

製造
KPI

新規製品仕様情報

①

目標
コスト

設計
図面

設計管理システム

コスト統合管理システム

コスト情報DB

コスト情報収集

実際原
価情報

コスト情報

製造
KPI

目標コスト
との差異

② ②

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ
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15 環境配慮設計を行う仕組み

マテリアル・エネルギーに関するデータの標準化

S

マテリアル・エネルギーに関するデータを

収集・蓄積するシステム

マテリアル・エネルギーの使用量を可視化し、

削減に向けたフィードバックを行うシステム

P

S

マテリアル・エネルギー消費量・コストを最小にする

設計の最適化を支援するシステム

環境負荷が軽減する最適な素材の

組み合わせを提案するシステム

材料データ

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化
工場内で消費するマテリアル・エネルギーが
棚卸され、把握すべき単位が決められている

Lv2 情報・データの蓄積

決められた単位で工場内で消費する
マテリアル・エネルギーごとの消費量を

蓄積している

Lv3 データによるプロセス連携
マテリアル・エネルギー投入が大きい部分を
特定し、設計者にそのフィードバックがなさ
れ、設計に反映するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
マテリアル・エネルギーコストが最小となる

推奨設計仕様が提案される

Lv5 現実との双方向連携
製品素材に関する情報に基づき、環境負荷の
低い素材への代替も含めた提案がなされ、代
替時の設計情報(素材配合比率や加工条件

等)が示唆される

① 材料の使用状況およびエネルギーの使
用状況を把握するために、それらの
データを標準化する

① マテリアル・エネルギーに関するデータ
をセンシングデバイス、PLC、OCR等を
活用してデジタル化して収集する

② マテリアル・エネルギーに関するデータ
を統一された形式で収集・蓄積する

① マテリアル・エネルギーデータ管理シス
テムが、材料の使用量、廃棄量、回収量
を分類別に把握。

② 設計管理システムが、マテリアル・エネル
ギー投入が多い設計を特定し、設計者
にフィードバックする

① 新規製品設計時、その設計内容をイン
プットに、消費量・コスト最適化設計シス
テムがマテリアル・エネルギーの消費量
およびコストが最小となる推奨設計仕
様を提案する

① 新規製品情報と代替素材データをもっ
た新規素材DBの情報をインプットに、
最適素材選択システムが、環境負荷が
低くなる推奨設計仕様を提示する

①

マテリアル・エネルギーデータ管理DB

対象 内容(例) 対象 内容(例)

新規設計
情報

材料情報（種別、量、リサイク
ル可否、CO2排出量） / 配
合比率 / 製造プロセス情報
(混合方式、混合時間、圧力）

対象 内容(例)

代替素材データ 素材名 / 素材種別 / 加工費
用 / 加工条件 / 単位当たり
のCO2排出量(材料生産時)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

マテリア
ル・エネ
ルギー
データ
収集

検知
・センシングデバイス、PLC
・実績入力/データ電子化
ツール(OCR)

蓄積
・マテリアル・エネルギー
データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

マテリアル・
エネルギー
データ管理

共有
・MES(製造実績管理)
・PLM(材料エネル
ギー消費管理）

設計管理
共有
解析

・PLM(設計情報管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

コスト最適化
設計

解析
判断

・生産シミュレータ（コス
ト）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適素材
選択

解析
判断

・生産シミュレータ（材料
代替、CO2排出量）
・最適化ツール（組み合
わせ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

①

フィードバック
②消費量・コスト最適化設計システム

推奨設計仕様

マテリアル・エネルギーデータ

①

マテリアル・エネルギーデータ一管理システム

②

マテリアル・エネルギーデータ収集

①

①

対象 内容(例)

材料データ
材料名 / 材料種別(環境保全性) /分類種別(製品別、部品別等) / 単位当
たりのCO2排出量(材料生産時) /再資源化率 / 使用日時 / 使用量 / 廃
棄量 / 回収量 / 加工費用

エネルギーデータ
エネルギー種別(電力、水等) / 使用日時 / 使用量 / 分類種別(品目別、設
備別等) 

エネルギー
データ

材料データ

マテリアル・エネルギーデータ

エネルギー
データ

マテリアル・エネルギーデータ収集

材料データ

マテリアル・エネルギーデータ

エネルギー
データ

マテリアル・エネルギーデータ管理DB

設計管理システム 設計管理システム 設計管理システム

代替素材
データ

マテリアル・エネルギーデータ一管理システム

マテリアル・エネルギーデータ収集

材料デー

タ

マテリアル・エネルギーデータ

エネルギー

データ

マテリアル・エネルギーデータ管理DB

最適素材
選択システム

①

新規製品
設計情報

マテリアル・エネルギーデータ一管理システム

マテリアル・エネルギーデータ収集

材料デー

タ

マテリアル・エネルギーデータ

エネルギー

データ

マテリアル・エネルギーデータ管理DB

新規製品
設計情報

② ②

消費量・コスト最適化
設計システム

新規材料
DB

推奨設計仕様

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
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ベ
ル

標
準
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す
る
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機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷情報
蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・BIツール（情報可視化）

Lv2 情報・データの蓄積

標準化された項目に基づき、負荷算出の
ためのデータが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積されたデータと受注情報(消費地情
報)に基づき、消費地に最も近い生産拠

点に生産指示ができる

Lv4 多頻度解析による最適化

各拠点の計画負荷がシミュレートでき、
納期・コストを最適化するための

生産地調整が行える

Lv5 現実との双方向連携

各生産拠点の生産状況をリアルタイムで
把握し、計画修整に反映できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産拠点
別負荷把
握

蓄積
解析 ・負荷計算ツール（EXCEL）

・生産管理システム（生産負
荷計算）【ERP】
・SCP（サプライチェーン計
画）生産配分

指示
解析

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタイム
負荷シミュ
レーション 解析

判断
伝達
制御

・生産スケジューラー(拠
点生産計画）
・デジタルツインソリュー
ション（リアルタイムシ
ミュレーション・計画作
成）

生産配分・
生産計画
最適化

１６ 消費地生産を管理する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

生産計画／実績情報 生産数量量（工場別・日別・製品別）

工場能力
情報

設備能力
時間当たり生産数量（工場別・設備別・製品別）
設備稼動可能時間

人能力
時間当たり生産数量（一人当たり）
投入可能人工（工数）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

受注情報（消費
地情報）

エリア別受注情報
（品目、数量、納期）

対象 内容(例)

生産進捗情報
計画に対する進み・遅れ
計画変更（数量・日程）

① ものづくりに必要となる各種製造ノウハ
ウ情報に関する情報取得の形式(カラム・
書式等)が決められている

① 工場負荷情報（生産計画／実績、工場能
力等）が負荷情報DBに蓄積される

① 各工場の負荷情報と受注情報をもとに、
各生産拠点の負荷を把握する

② 各生産拠点の負荷状況を把握して、でき
るだけ消費地に近い生産拠点への生産
配分指示を行う

① 各工場の負荷情報と受注情報各拠点の
負荷状況に加え、生産コストや物流コス
ト、納期についてのシミュレーションを行
う

② シミュレーション結果をもとに、生産配分
最適化を行い、生産分配指示につなげる

① 生産拠点の生産進捗状況変化に合わせ
て各生産拠点の負荷状況をリアルタイム
でシミュレートしながら把握する

② リアルタイム負荷シミュレーションの結果
を受けて生産配分と生産計画の最適化
を行い、生産計画修正を行う

工場負荷情報の標準化

S

工場別負荷情報の蓄積システム

P

複数工場の負荷情報連携による工場負荷計算分
配システム

P

S

納期（物流コスト）と生産コストの変化をシミュレート

した上で、最適な生産配分を決定支援するシステム

P

Ｃ

Ｃ

生産進捗情報のリアルタイム処理と並行して工場
負荷シミュレーションを行い、生産配分の最適化と

生産計画の自動修正を行うシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

②

①

①

①

②

①

②

S

対象 内容(例)

コスト情報

製品生産コスト
（生産拠点別）
製品物流コスト
（生産拠点⇒受注エリア）

Lv1 情報の標準化

各工場の負荷を算出するための
基準と項目が定められ、

標準化されている

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場負荷情報

負荷情報DB

負荷情報DB

生産計画／実績情報 工場能力情報
生産計画／実績情報 工場能力情報
工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

生産拠点別負荷把握を行うシステム

生産配分指示を行うシステム

受注情
報情報
（消費地
情報）

②

負荷情報DB

生産計画／実績情報 工場能力情報
生産計画／実績情報 工場能力情報
工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

生産拠点別負荷把握システム

生産配分指示を行うシステム

負荷・納期・コストシミュレーションシステム

受注情
報（消費

地情報）

生産配分最適化システム

コスト
情報

（生産・

物流）

負荷情報DB

生産計画／実績情報 工場能力情報
生産計画／実績情報 工場能力情報
工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場別負荷把システム握

リアルタイム負荷シミュレーションシステム

受
注

情

報

生産
進捗

情報

負荷・納期・コストシミュレーションシステム

コ
ス

ト

情
報

生産配分・生産計画最適化システム

指示書 S

指示書
指示書

S

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷シミュ
レーション

解析
判断

・生産シミュレータ（拠点能
力・負荷）

生産配分
最適化
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S

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製品設計
情報蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・生産管理システム（データ
管理）【ERP】
・PLM（各種BOMデータ管
理）

製品製造
情報蓄積

Lv2 情報・データの蓄積

図面/E-BOM/M-BOM/BOP情報が

常に最新の状態で蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

図面/E-BOM/M-BOM/BOPが連結

し、負荷計画・日程計画が作成される

Lv4 多頻度解析による最適化
仕様変更情報に基づき、図面/E-BOM/M-
BOM/BOPが更新され、日程計画を修正し

た際の影響がシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

仕様変更情報と現在の生産進捗状況か

ら、生産計画が自動修正され、作業指示

される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設計・
製造情報
一元管理

蓄積
・マスターデータ管理システ
ム【ERP】
・PLM（データ連携）

負荷計画
日程計画
作成

解析
判断

・生産管理システム（生産計
画）【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適生産
計画自動
作成

解析
判断
制御

・最適化ツール （生産計画）
・MES（製造指示）

17 設計データからシームレスにものづくりできる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

製品設計情報
製品仕様／図面
E-BOM

製品製造情報
M-BOM

BOP

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

生産計画関連
情報

受注情報（品目、数量、納期）
生産負荷／能力情報

対象 内容(例)

生産進捗情報
計画に対する進み・遅れ
計画変更（数量・日程）

① 製品設計に関する情報と、ものづくりに
係る情報（製品製造情報）に関する情報
内容と取得の形式(カラム・書式等)が決
められている

① 開発部門で作成された製品設計‘’情報
‘’が製品設計情報DBに、生産技術・製
造部門で作成された製品製造情報が製
品製造情報DＢに、それぞれ蓄積される

① 製品設計情報と製品製造情報がつなが
り、一元管理できている

② 製品別受注情報と製品製造情報をもと
に生産計画（負荷計画・日程計画）を作成
する

① 製品仕様変更による製造工程変更が行
われ、それが生産計画にどの程度の影響
を及ぼすかをシミュレーションし、その結
果をもとに、生産計画（修正計画）を作成
する

① 製品仕様変更による製造工程変更が行
われ、それが生産計画にどの程度の影響
を及ぼすかを、現在の生産進捗情報も加
味してシミュレーションし、最適な修正計
画を自動作成し、生産指示につなげる

製品設計製造情報の標準化

S

製品設計製造情報の蓄積システム

P

各種製品設計製造情報を連携させ生産計画作成
を行うシステム

P

S

各種製品設計製造情報の変更更新の生産計画への

影響をシミュレーションするシステム

P

Ｃ

Ｃ

最新の製品設計製造情報と生産進捗情報をもとに
リアルタイムで生産計画シミュレーションが行われ、

最適生産計画作成指示が行われるシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

①

①

①

①

S

対象 内容(例)

変更更新情報
製品設計情報の変更
製品製造情報の変更
生産計画関連情報の変更

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

計画変更
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ（生産
能力・負荷）
・BIツール（変更影響可視
化）

Lv1 情報の標準化
図面/E-BOM/M-BOM/BOPが決め

られた形式でシステム上に登録できる

②

製品製造情報製品設計情報

製品設計情報DB

製品製造情報製品設計情報

製品製造情報DB

設計・製造情報一元管理システム

製品設計製造情報DB（含Lv．2）

負荷計画・日程計画作成システム

製品製造情報製品設計情報

計画変更シミュレーションシステム

設計・製造情報一元管理システム

設計・製造情報DB（含Lv．2）

負荷計画・日程計画作成システム

製品製造情報製品設計情報
生産計
画関連
情報

最適生産計画自動作成システム

計画変更シミュレーションシステム

設計・製造情報一元管理システム

製品設計製造情報DB（含Lv．2）

製品製造情報製品設計情報
生産
進捗
情報

生産指示

生産計画
関連情報

生産計画

生産計画

負荷計画・日程計画作成システム

変更
更新
情報

生産
計画
関連
情報

変更
更新
情報



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

納期・
コスト
見積情報
蓄積

蓄積

・EDI（仕入れ情報収集）
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM（各種BOMデータ管
理）

Lv2 情報・データの蓄積
納期・コスト見積に必要な実績情報が一元

的に蓄積される

Lv3 データによるプロセス連携
過去の類似製品の実績情報を参照し、

納期・コスト見積りに活用できる

Lv4 多頻度解析による最適化
生産拠点やサプライヤーの負荷状況を

加味し、コストや納期がシミュレーション

できる

Lv5 現実との双方向連携
コストや納期を最適化する計画が

自動生成され、顧客回答とともに、

発注や作業指示ができる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

類似品検索 蓄積

・実績データ検索ツール
（RDB）
・原価管理システム（実績
データ管理）【ERP】

納期・コスト
見積

解析
原価計算テンプレート
（Excel等)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

納期・コスト
最適化計画
自動作成

解析
判断
制御

・生産管理システム（納
期回答）【ERP】
・生産シミュレータ（生産
計画最適化）
・MES（製造指示）

18 素早い価格・納期回答ができる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

製品情報 製品仕様／BOM／BOP

LT(リードタイム)情報 調達LT（調達品目別）／生産LT（工程別）

原価情報 標準原価／実績原価／生産性

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 納期回答、コスト見積に必要となる情報
に関する情報内容と取得の形式(カラム・
書式等)が決められている

① 納期・コスト見積に関する情報が製品製
造納期・コスト見積情報DＢに蓄積される

① 納期・コスト見積依頼があると、納期・コ
スト見積情報DBの情を打をもとに類似
品検索システムを活用して類似品を抽出
する。

② 類似品の見積実績情報を参照して納期・
コスト見積システムを活用して見積もり
を行い、顧客に回答するとともに、実績
データとして納期・コスト見積情報ＤＢに
蓄積される。

① 過去の類似品情報だけでなく、生産拠点
の負荷状況を考慮して、納期・コストのシ
ミュレーションを行う。

② シミュレーション結果をもとに、納期コス
ト見積回答システムを活用して回答を行
う。

① 納期・コストシミュレーションシステムに
より得られた情報を使って自動的にスケ
ジューリングを行う。（最適化計画自動作
成）

② 作成された計画をもとに、顧客への回答
が行われると同時に、材料部品調達のた
めの発注と製造現場に対する生産指示
が行われる。

納期・コスト見積情報の標準化

S

納期・コスト見積情報の蓄積システム

P

過去実績、類似品実績をベースとした納期・コスト
見積システム

P

S

各種製品設計製造情報の変更更新の生産計画への

影響をシミュレーションするシステム

P

Ｃ

納期・コストシミュレーションをもとに、納期・コスト
の最適化計画の自動作成と調達・生産指示を行う

システム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

①

①

①

②

S

対象 内容(例)

生産負荷情報

生産量
生産能力
生産負荷率（生産量／生産能
力）

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

納期・コスト
シミュレーション

解析
判断

・生産管理システム
（負荷計算）【ERP】
・生産シミュレータ（拠
点能力・負荷計算）

納期・コスト回答 伝達

Lv1 情報の標準化
納期・コスト見積に必要な実績情報の項目が

定められ、活用可能な状態で記録される(仕様
情報、調達LT、製造LT、生産性、実際原価等)

②

ＬＴ情報製品情報

納期・コスト見積情報

原価情報
Ｌ／Ｔ情報製品情報

納期・コスト見積情報

原価情報

納期・コスト見積情報DB

類似品検索システム

納期・コスト見積情報DB

納期・コスト見積システム

Ｌ／Ｔ情報製品情報

納期・コスト見積情報

原価情報

納期・コストシミュレーションシステム

納期・コスト見積情報DB

納期・コスト回答システム

Ｌ／Ｔ情報製品情報

納期・コスト見積情報

原価情報

類似品検索システム

納期・コストシミュレーションシステム

納期・コスト見積情報DB

納期・コスト回答システム

Ｌ／Ｔ情報製品情報

納期・コスト見積情報

原価情報

納期・コスト最適化計画自動作成システム

類似品検索システム

生産
負荷
情報

生産
負荷
情報

S

顧客回答

顧客回答 顧客回答／発注・作業指示

①

②

LT:リードタイム

Ｃ



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷情報
蓄積

蓄積
・負荷情報管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化
各工場の負荷を算出するための基準と項目が

定められ、標準化されている
汎用設備による拠点フリーの生産システム

Lv2 情報・データの蓄積

標準化された項目に基づき、負荷算出の
ためのデータが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積されたデータに基づき、工場負荷が
可視化され、拠点の負荷を見ながら生産

地を検討・選択・指示できる

Lv4 多頻度解析による最適化
計画負荷がシミュレートできる。各生産拠点の
負荷状況が把握でき、生産の組み換えを行っ
た際の全体への影響を瞬時に捉え意思決定

できる

Lv5 現実との双方向連携
各生産拠点の生産状況をリアルタイムで把握

し、計画修整に反映できる。各生産拠点の負荷
ばらつきが最小となる計画の自動立案

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

工場別負荷
可視化

蓄積
・負荷計算ツール
（excel等)
・生産管理システム
（生産負荷計算）【ERP】

・SCP（供給計画）
生産配分検討 解析

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷
シミュレー
ション

解析
判断

・SCP（多拠点計画作
成）

生産配分
生産計画

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産配分
最適化

解析
判断

・生産スケジューラー

生産計画
自動作成

解析
判断
伝達
制御

・MES（製造指示）
・デジタルツインソリュー
ション（計画作成）

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

生産計画／実績情報 ・生産数量量（工場別・日別・製品別）

工場能力
情報

設備能力
・時間当たり生産数量（工場別・設備別・製品別）

・設備稼動可能時間

人能力 ・時間当たり生産数量（一人当たり）

・投入可能人工（工数）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

生産進捗情報
・生産計画に対する生産実績
・生産計画変更情報
（生産量変更、計画中止）

① 生産計画／実績情報・工場能力情報に関
する情報取得の形式(カラム・書式等)が
決められている

① 工場能力に対して計画された生産数量
や実際の生産実績量が取得され、負荷情
報として蓄積される

① 蓄積された情報をもとに計画負荷率（計
画数／能力数）や実績負荷率（実績数／
能力数）といった負荷計算が行われ、工
場別負荷計の可視化が行われる

② 可視化された工場別の負荷状況をもと
に、工場別の生産配分検討が行われる

① 工場別に可視化負荷を見ながら、工場
の生産品目の組み換えを行い、工場負
荷のシミュレーションを行う

② シミュレーション結果を勘案して工場別
の生産配分を行い、各工場別の生産計
画につなげる

① 各工場の生産進捗情報をリアルタイムで
反映させながら、負荷シミュレーションを
行う

② リアルタイム情報をもとに負荷シミュレー
ションを行いながら生産配分の最適化を
行う

③ 生産配分結果をもとにコンピューターが
各工場の生産計画自動作成を行う

工場負荷情報の標準化

S

工場別負荷情報の蓄積システム

P

各工場の負荷を考慮した生産配分支援システム

P

S

工場間の生産配分変更による各工場の負荷、生産

性、在庫等の変化をシミュレートした上で、最適な

生産配分を決定支援するシステム

P

Ｃ

Ｃ

生産進捗情報のリアルタイム処理と並行して工場

負荷シミュレーションを行い、生産配分の最適化と

生産計画の自動作成を行うシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

①

①

②

①

②

①

②

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場負荷情報

19 いつ、どこで何を作らせるか判断できる仕組み

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場負荷情報

負荷情報DB 負荷情報DB

生産計画／実績情報 工場能力情報
生産計画／実績情報 工場能力情報
工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場別負荷可視化システム

負荷情報DB

生産計画／実績情報 工場能力情報
生産計画／実績情報 工場能力情報工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

工場別負荷可視化システム

負荷シミュレーションシステム

負荷情報DB（含Lv．2）

工場別負荷把握システム

生産計画自動作成システム

負荷シミュレーションシステム

生産配分最適化システム

生産計画／実績情

報
工場能力情報生産計画／実績情

報
工場能力情報工場負荷情報

生産計画／実績情報 工場能力情報

S

S

③

生産配分

生産配分・生産計画

生産配分・生産計画

生産
進捗

情報

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

配車情報
蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・生産管理システム（配車パ
ターン管理）【ERP】
・TMS（配車手配実績管理）

Lv2 情報・データの蓄積

手配情報が蓄積され、トラックの空き
状況・配車情報が一元的に見える

Lv3 データによるプロセス連携

各生産拠点の出荷情報と配車情報を見な
がら、配車手配できる(各社で座席予約)

Lv4 多頻度解析による最適化

生産実績情報を勘案し、配車の組換えが
検討できる(積載品・集荷ルートなど)

Lv5 現実との双方向連携

配車数・集荷ルート・輸配送ルートを自動
算出・指示できる(積載率最大化・輸配送

コスト最小化計画の自動作成)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

共同配車
（空席予約）

蓄積
解析

・共同配送支援（共配ネッ
トワーク）
・TMS（出荷実績管理・配
車計画）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

配車計画
最適化

解析
判断
伝達
制御

・デジタルツインソリュー
ション(リアルタイムシ
ミュレーション・配送計
画作成)

２０ 物流コストを抑える仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

配車計
画／実
績情報

貨物情報
品目／重量／容積・サイズ／取扱条件（温度／積み方／合積み条件）
／送り主／受け取り主／発日／着日

ルート情報 発地（集荷先）／着地（送り先）／中継地／ルート別時間

トラック情報 車種 （車格／車両寸法／荷台寸法／積載可能量）／形状

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

出荷情報

出荷品目
出荷予定日
出荷量
出荷先

対象 内容(例)

① 配車計画に必要となる情報について、情
報内容と取得の形式(カラム・書式等)が
決められている

① 配車計画に関する情報が配車情報DＢに
蓄積される

② 蓄積された情報をもとに、配車システム
によって配車状況が可視化される

③ 配車後の配車実績情報も配車情報DBに
蓄積される

① 配車情報と各拠点の出荷情報をもとに、
各生産拠点が共同配車システムを使い
配車を行う（空いているトラック・ルート
を選択する仕組み）

① 出荷予定情報と実際の生産進捗情報を
加味し、配車シミュレーションを行って配
車計画の修正、確定を行う

① 配車シミュレーションシステム結果から得
られた複数の案をもとに配車計画最適
化システムを使って配車計画を自動で作
成し、配車確定を行う

配車情報の標準化

S

配車情報の蓄積システム

P

複数拠点の出荷情報・配車情報連携による配車手
配計画管理システム

P

S

生産実績情報より出荷量の変動を予測加味して、配
車のリアルタイムシミュレーションを行い、配車支援

を行えるシステム

P

Ｃ
Ｃ

生産拠点の生産実績情報（出荷予定情報）を加味し
たリアルタイム配車シミュレーションを行い、最適

な配車計画を自動作成・指示するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

生産進捗情報

計画（出荷計画）に対する進
み・遅れ
計画変更（数量・日程）

Lv1 情報の標準化

対象拠点(協力会社・他社含む)が
統一されたシステムを用いて配車手配を

行える

貨物情報 ルート情報

配車計画情報

トラック情報
貨物情報

ルート情
報

配車計画情報

トラック
情報

配車情報DB

配車システム

配車実績
情報

①

②

③

配車計画実績情報DB

共同配車システム（空席予約）

C拠点出荷
情報

配車
実績
情報

B拠点出荷情
報A拠点出荷
情報

配車
情報
計画

①

配車シミュレーションシステム

生産進捗
情報

配車計画実績情報DB

共同配車システム

C拠点出荷情
報

B拠点出荷情
報

A拠点出荷情
報

配車
情報
計画

①

配車シミュレーションシステム

生産実績
情報

配車計画最適化システム

配車計画実績情報DB

共同配車システム

B拠点出荷情
報

A拠点出荷情
報

配車
情報
計画

①

配車
実績
情報

配車
実績
情報

配車手配
配車手配

S

配車手配

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

配車
シミュレー
ション

解析
判断

・最適化ツール（最適配車
計画）
・BIツール（積載率・輸送
コスト可視化）
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生産管理システム

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画
関連情報
蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・販売管理システム（計画と
実績の一元管理）【ERP】

Lv2 情報・データの蓄積

各ストックポイントにおいて、需要量と
供給量の計画及び実績情報が蓄積され、

見える化されている

Lv3 データによるプロセス連携

需要側の計画情報と供給能力情報、
在庫基準をインプット情報として、

生産計画立案に繋げられている

Lv4 多頻度解析による最適化

実需及び進捗状況に応じて短サイクルで
生産計画を更新し、現場指示に反映でき

る仕組みとなっている

Lv5 現実との双方向連携

短サイクルで引付生産の仕組みを整え、
出荷計画から生産計画が自動更新・展開

され、製造が行われている

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画
解析
判断

・生産管理システム（生産計
画）【ERP】

２1 出荷同期生産を行う仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

在庫情報
在庫基準情報 品目別の基準在庫数／発注点／発注量

在庫実績情報 品目別在庫数量（ストックポイント）

能力情報 生産能力情報 工程別（ライン別・設備別）生産能力、工程別負荷

需要量情報
予測情報 品目別予測需要量

実需情報 品目別需要実績量

生産量情報
生産計画情報 品目別生産計画量

生産実績量 品目別生産実績量

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

出荷計画情報
前日までの出荷実績情報を
もとに確定した品目別出荷
計画量

① 生産管理（計画立案・指示・実績収集）に
必要となる情報について、情報内容と取
得の形式(カラム・書式等)が決められて
いる

① 在庫情報、能力情報、需要量情報、生産
量情報等、生産計画立案に関する情報が
生産計画関連情報DＢに蓄積される

① 蓄積された生産計画関連情報をもとに、
生産計画立案を行い生産指示につなげ
る

① 実需の変化と生産進捗状況に応じて、素
早く生産計画の更新を行い、生産指示に
つなげる（日々計画）

① 日単位で実需、生産進捗、出荷計画から
生産計画の更新確定とスケジューリング
を自動で行い、生産指示につなげる

生産計画関連情報の標準化

S

生産計画関連情報の蓄積システム

P

生産計画関連情報を活用した生産計画立案システム

P

S

実需情報の変化や生産進捗情報を加味して、タイム
リーに生産計画更新と生産指示につなげるシステム

P

Ｃ

出荷計画確定をトリガーとした短サイクル生産計
画システム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

実需情報 日単位での品目別需要量

生産進捗情報
生産計画に対する生産実績
の差異量（日単位）

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

生産管理
解析
判断
伝達
制御

・生産計画スケジューラー
・生産シミュレータ（生産計画）
・BIツール（販売・生産状況可視化）
・デジタルツインソリューション（リアルタイムシミュレーション・生
産計画作成）

Lv1 情報の標準化

自社における製造の実力を踏まえた、
品目別の在庫基準等、生産計画関連の

情報が定められ、標準化されている

在庫
情報

生産計画関連測報DB

①

計画立案システム

①

実需情報

生産計画スケジューリングシステム

能力
情報

需要量
情報

生産量
情報

生産計画関連測報DB

生産指示システム

生産管理システム

計画立案システム

①

生産計画関連測報DB

生産指示システム

生産進捗
情報

S

実需情報

生産計画スケジューリングシステム

生産管理システム

計画立案
システム

①

生産計画関連測報DB

在庫
情報

能力
情報

需要量
情報

生産量
情報

生産指示
システム

生産進捗
情報

出荷計画
システム

出荷
計画
情報

生産指示

生産指示 生産指示

在庫
情報

能力
情報

需要量
情報

生産量
情報

在庫
情報

能力
情報

需要量
情報

生産量
情報

在庫
情報

能力
情報

需要量
情報

生産量
情報



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

C社需要予測情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

B社需要予測情報A社需要予測情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

需要予測
情報蓄積

蓄積
・需要予測情報管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv2 情報・データの蓄積

需要変動の影響因子(既知)に関わるデー
タを蓄積し、需要予測に活用できる

Lv3 データによるプロセス連携

需要予測結果に基づき、営業・調達・製造・
小売りといったサプライチェーンプレイ

ヤーの計画情報が検討・更新できる

Lv4 多頻度解析による最適化

現時点までの状況を勘案し高頻度に
需要予測を実施、各サプライチェーン

プレイヤーの計画が洗い替えできる

Lv5 現実との双方向連携

需要変動に影響する未知の因子情報も
取得・蓄積し、需要予測プロセスが回る

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

SC各社
計画検討

蓄積
伝達

・EDI（需要予測情報伝達）
・SCP（サプライチェーン計
画作成）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

AI需要予測
シミュレー
ション

解析
判断
蓄積

・分析・解析ツール（需要
変動）

２２ 精度の高い需要予測の仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

需要予測
情報

需要量情報 品目別／出荷先別／日別／曜日別／週別／月別／季節別

変動因子
（既知）情報

内部データ：新製品立ち上げ・終売／拡販・特売／新チャネル
外部データ：天気・気候／イベント（盆暮れ正月、クリスマス等）／他社
製品動向変化等）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

需要変動因子
（未知）情報

・世の中の多種多様な情報
（ニュース、SNS等）

・AIで導き出される因子

① 需要予測に必要となる情報について、情
報内容と取得の形式(カラム・書式等)が
決められている

① 需要予測に関する情報が需要予測情報
DＢに蓄積される

① 蓄積された共通需要予測情報を用いて、
サプライチェーンを構成する各社が調達、
生産、出荷、販売といった計画検討に役
立てる

① SC各社が共通需要予測情報に加え、各
社の実績情報を加味し、都度需要予測シ
ミュレーションを行い、各社の計画検討
を行う

① 需要変動因子情報情報を取り込んでAI
を活用したシミュレーションを行い、その
結果を需要予測情報として蓄積・再活用
する

需要予測情報の標準化

S

需要予測情報の蓄積システム

P

共通需要予測情報を活用したSC各社の計画検討
システム

P

S

実績情報を加味して需要予測シミュレーションを行
い、計画検討を行うシステム

P

Ｃ

需要変動に関する未知の因子情報を活用したより
予測精度の高い計画検討システム

P

S
シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

SC各社実績
情報

調達実績、生産実績、出荷実
績、販売実績等

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

需要予測
シミュレー
ション

解析
判断

・SCP（サプライチェーン
計画最適化）

Lv1 情報の標準化

需要変動の影響因子(既知)を検討し、
定められた項目を記録している

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

需要予測情報

情需要予測報DB

①

需要予測情報DB（共通オープン）

ＳＣ各社計画検討システム

①

需要予測シミュレーションシステム

ＳＣ各社
実績情報

ＳＣ各社計画検討システム

①

①

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

需要予測情報

AI需要予測シミュレーションシステム

ＳＣ各社
実績情報

ＳＣ各社計画検討システム

需要変動
因子（未
知）情報

計画情報

計画情報

計画情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

A社需要予測情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

需要予測情報DB（共通オープン）

需要予測情報DB（共通オープン）

Ｃ

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

A社需要予測情報

需要量
情報

変動因子
（既知）情報

SC:サプライチェーン
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ストックポイント在庫DB

23 サプライチェーン上の主要在庫が見える仕組み

在庫情報の標準化

S

在庫情報の蓄積システム

調達計画
システム

サプライチェーン在庫情報連携による

サプライチェーン計画システム

P

S

サプライチェーン情報に基づき、

在庫のリアルタイムシミュレーションを行い、

計画支援を行えるシステム

在庫のリアルタイムシミュレーションから最適な調

達・生産・在庫計画を自動作成するシステム

指示書

ストックポイント
ストックポイント

在庫情報

サプライチェーン情報一元管理システム

P

S

Ｃ

P P

S

Ｃ

Lv1 情報の標準化

各ストックポイントにおいて、入庫/出庫/
在庫情報が決められた形式で記録できる

Lv2 情報・データの蓄積

各ストックポイントの入庫/出庫/在庫情報
が蓄積される

Lv3 データによるプロセス連携

サプライチェーン上の主要な在庫量が
一元的に見え、販売動向を見ながら調達・

生産指示を検討できる

Lv4 多頻度解析による最適化

調達・生産指示を組み替えた際の
各サプライチェーン在庫への影響が

シミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

販売動向とサプライチェーン在庫の情報
を勘案し、最適な発注数や生産指示数が

示唆される

① ストックポイント、実在庫情報、有効在庫
情報を形式(カラム・書式等のルール)に
従い、記録する

① 各ストックポイントの在庫情報が、工程
完了、入庫、出庫、引当て、発注等で変
化するとき、在庫情報を標準化された
形式でストックポイント在庫DBに格納
する。

① 調達先、自社、物流、小売といったサプ
ライチェーン全体の在庫量をサプライ
チェーン情報一元管理システムに集約し、
可視化する

② さらに、販売情報とサプライチェーン全
体の在庫量を見ながら、調達計画シス
テム、生産計画システムでそれぞれ適切
な指示書を発行する

① 調達量、生産量増減の影響を、在庫シ
ミュレーションを実施して確認しながら、
調達計画、生産計画を立てる

① 在庫シミュレーション結果より、在庫・生
産・調達最適化を自動的に行う

①

①

②

対象 内容(例)

在庫情報
調達先、自社の各ストックポイ
ント、物流、小売の在庫情報

販売情報 製品別・日別の販売数量

対象 内容(例) 対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

在庫情報
蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・生産管理システム【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

調達計画
解析
判断

・販売・調達管理システ
ム【ERP】

サプライ
チェーン情報
一元管理

共有
・SCP（サプライチェー
ン在庫）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

在庫シミュ
レーション

解析
判断

・生産スケジューラー
・生産シミュレータ（在庫）
・BIツール（変更影響可
視化）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

在庫・生産・
調達最適化

解析
判断
制御

・最適化ツール(調達計
画・生産計画)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

実在庫情報 有効在庫情報

対象 内容（例）

ストックポイント 原材料在庫 /工程内仕掛・在庫 / 完成品在庫

実在庫情報 実在庫量 /入庫量 /出庫量

有効在庫情報 有効在庫量 /引当済在庫量（出庫予定分） /発注済在庫量（納入予定分）

ストックポイント

実在庫情報 有効在庫情報

ストックポイント在庫DB

①

ストックポイント
在庫情報

ストックポイント
在庫情報

自社調達先
在庫
情報

物流
在庫
情報

小売
在庫
情報

販売
情報

生産計画
システム

指示書

②

ストックポイント在庫DB

調達計画

システム

ストックポイント
在庫情報

サプライチェーン情報一元管理システム

ストックポイント
在庫情報

ストックポイント
在庫情報

自社調達先
在庫
情報

物流
在庫
情報

小売
在庫
情報

販売
情報

生産計画

システム

在庫シミュレーション①

ストックポイント在庫DB

ストックポイント
在庫情報

サプライチェーン情報一元管理システム

ストックポイント
在庫情報

ストックポイント
在庫情報

自社調達先
在庫
情報

物流
在庫
情報

小売
在庫
情報

販売
情報

在庫・生産・調達最適化システム

在庫シミュレーション

①

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

調達計画

システム
生産計画
システム

調達計画・生産計画

調達計画・生産計画
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機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

KPI
モニタリング

蓄積
共有

・データ管理システム
（DBまたはファイル
サーバ）
・BIツール（情報可視
化）

Lv1 情報の標準化
サプライチェーン意思決定をするためのKPI
体系が設定されており、その実績が発生した
最小単位の情報ごとで見える化されている

Lv2 情報・データの蓄積
実績情報を元に、サプライチェーンに関わる調
達、生産、物流といった諸元情報(単位当たり
費用、リードタイムなど)として各ノード別に把

握できる

Lv3 データによるプロセス連携
設定したKPIに対して計画時点で想定してい
た内容と実績の乖離を検知し、サプライチェー
ン構造の見直しに対してアクションが起こせる

状態となっている

Lv4 多頻度解析による最適化
サプライチェーン構造見直しに際してオプショ
ン案を設定してシミュレーションを行い、設定

したKPIに対する評価が実施できる

Lv5 現実との双方向連携
想定したサプライチェーンのKPIと、実績情報
の乖離が大きくなった際に、自律的にサプライ
チェーンの見直し検討がなされ、最適な提案

が提示される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライ
チェーン
実績蓄積

解析
・SCP（サプライチェーン
計画作成・実績管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライ
チェーン
シミュ
レーショ
ン

解析

・生産シミュレータ（サプライ
チェーン計画代替案評価）
・最適化ツール（サプライ
チェーン計画）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適サプラ
イチェーン
再構築案
作成

解析
判断
伝達
制御

・デジタルツインソ
リューション（サプライ
チェーン計画最適化）

２４ 変化を察知してサプライチェーン構造を再構築できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

変革シナリオ
サプライチェーン構造見直し
のオプション案

対象 内容(例)

① サプライチェーンの意思決定に必要な
KPI体系を設計する

② 設計したKPI体系に基づき、KPI実績を
見える化・モニタリングする

① サプライチェーンに関する実績情報（生
産・物流）をサプライチェーン実績蓄積
DBに蓄積する

② サプライチェーン担当者が蓄積された情
報をもとにシミュレーションを実行する
ためのパラメータ原単位（各種標準値）を
設定する

① サプライチェーン実績情報に基づくKPI
シミュレーションを行い、KPIの想定値
(原単位に基づく標準値)を算出する

② サプライチェーン担当者がKPI実績値と
①で算出した想定値のGAP分析を行い、
必要なアクションを検討する

① サプライチェーン担当者がサプライ
チェーン構造変革に関する変革シナリオ
（オプション案）を検討し、オプション案を
実行した際のサプライチェーンKPIをシ
ミュレーションする

② 原単位に基づくKPI想定値や各オプショ
ン案のKPI想定値を比較しながら、サプ
ライチェーン担当者がアクションを検討
する。

① サプライチェーンKPIの変化を察知（KPI
の想定値と実績値の乖離を検知）し、コ
ンピュータが自動で最適なサプライ
チェーン再構築案を作成する

サプライチェーン意思決定のためのKPI標準化

S

KPI情報の蓄積とパラメータ原単位設定

P

KPIの想定値と実績値を比較するための

サプライチェーンシミュレーションシステム

P

S

変革シナリオごとのKPI想定値算出のための

サプライチェーンシミュレーションシステム

P

Ｃ

Ｃ

サプライチェーン変革シナリオを自動作成する

システム

P

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

サプライチェーン
実績蓄積DB

①

P

S

シミュレーションのための
パラメータ原単位

(標準値)

KPIモニタリングシステム

変革シナリオ自動作成
システム

サプライ

チェーン

KPI体系

サプライ

チェーン

KPI実績

②

サプライ
チェーン
KPI体系

KPIモニタリング
システム

①

②

サプライ
チェーン
KPI実績

サプライチェーン
実績

（生産・物流の流量）

対象 内容(例)

サプライチェーン
KPI

KPI項目および取得単位
・在庫：在庫数量、在庫金額、回
転率、キャッシュサイクル等

・コスト：調達・製造・輸配送・保
管コスト等

・リードタイム：調達・製造・物流

リードタイム等

対象 内容(例)

サプライチェーン
実績

生産・物流の流量
・調達量、生産量、保管量
・輸配送量、輸配送/保管ルート

・各コスト、リードタイム等

サプライチェーン実
績蓄積DB

パラメーター
原単位(標準値)

サプライ
チェーン
KPI体系

②サプライ
チェーン
KPI実績

サプライ
チェーン

実績

KPIモニタリング
システム

サプライチェーン

シミュレーションシステム

サプライ
チェーン
KPI想定

①

②

GAP・対策案

S

サプライチェーン実
績蓄積DB

パラメーター
原単位(標準値)

サプライ
チェーン
KPI体系

②サプライ
チェーン
KPI実績

サプライ
チェーン

実績

KPIモニタリング
システム

サプライチェーン
シミュレーションシステム

サプライ
チェーン
KPI想定

①

GAP・対策案

変革
シナリオ①

変革
シナリオ①

変革
シナリオ1

サプライ
チェーン
KPI想定
(シナリオ)

S

サプライチェーン実
績蓄積DB

パラメーター
原単位(標準値)

サプライ
チェーン
KPI体系

①

サプライ
チェーン
KPI実績

サプライ
チェーン

実績

KPIモニタリング
システム

サプライチェーン
シミュレーションシステム



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

計画基準
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・販売管理システム【ERP】

Lv2 情報・データの蓄積

各種計画基準情報が蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

注文の都度、生産計画・配送計画を連動
して洗い替えるプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

注文変更、生産進捗、配送状況に基づき、
生産指示・配送指示の変更による影響を

シミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

注文変更、生産進捗、配送状況を鑑みた
修正計画を提示し、生産指示・配送指示が

できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画
蓄積
解析
判断

・EDI（情報伝達）
・生産管理システム【ERP】
・販売・物流管理システム
【ERP】

２５ 多頻度出荷ができる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

受注更新情報
新たな受注情報（品目、数量、
納期）

対象 内容(例)

① 製品別の計画立案に必要となる情報に
ついて、情報内容と取得の形式(カラム・
書式等)が決められている

① 製品別の計画立案に関する情報及び実
績情報が製品別計画基準情報DＢに蓄積
される

① 蓄積された計画基準情報をもとに、製品
毎の生産計画立と配送計画が作成され
る

② 受注が確定するたびに、生産計画と配送
計画を更新する

① 受注内容の変更（品目・数量・納期等）、生
産進捗の変化（進み、遅れ、生産量）、配
送状況の変化（遅延等）が発生した場合、
その変化要素を加味して、生産計画と配
送計画をシミュレーションして、計画変更
の参考情報とする

① 受注・生産・配送の変化を加味したシミュ
レーション結果より、最適な生産計画と
配送計画を自動作成し、生産指示と配送
指示を行う

計画基準情報の標準化

S

計画基準情報の蓄積システム

P

受注情報が更新されるたびに、生産計画と配送計
画が更新されるシステム

P

受注・生産・配送状況の変化をシミュレーションし、生

産・配送計画更新につなげるシステム

P

Ｃ

生産・配車計画シミュテーション結果をもとに自動

で最適修正計画を作成・指示するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

変更情報

・受注変更情報
（品目、数量、納期）

・生産変更情報
（生産量、生産完了予定日）

・配送変更情報
（配送能力、遅延）

Lv1 情報の標準化

製品毎の計画基準情報(レシピ、工程、実
績時間)が決められた形式で記録

されている

製品別計画基準情報DB

①

製品別計画
基準情報

S

対象 内容（例）

在庫情報
在庫基準情報 製品別別の基準在庫数／発注点／発注量

在庫実績情報 製品別在庫数量（ストックポイント）

工程情報 製造工程情報 製品別製造工程

能力情報 生産能力情報 製品別・工程別生産能力、製品別・工程別基準時間、工程別負荷

受注量情報 予測情報／実績情報 製品別受注予測量／製品別受注実績量

生産量情報 計画情報／実績情報 製品別生産計画量／製品別生産実績量

製品別計画
基準情報

製品別計画
基準情報DB

①

製品別計画
基準情報

S

生産計画立案システム

配車計画立案システム

受注更新
情報

②

製品別計画
基準情報DB

製品別計画
基準情報

受注更新
情報

変更情報
（注文内容、
生産進捗、
配送状況）

①

生産計画・配送計画シミュレーションシステム
Ｃ

S

製品別計画
基準情報DB

製品別計画
基準情報

受注更新
情報

変更情報
（注文内容、
生産進捗、
配送状況）

①

Ｃ

最適生産・配車計画自動作成システム

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画
最適化

解析
判断
制御

・生産スケジューラー
・MES（製造指示）

配車計画
最適化

解析
判断
制御

・TMS(配車計画最適化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画シミュ
レーション

解析
判断

・生産シミュレータ（生
産計画）

配車シミュレー
ション

解析
判断

・TMS（配車シミュレー
ション）
・BIツール（出荷数量・
金額推移可視化）

生産計画立案システム

配車計画立案システム

生産計画・配車計画

生産計画・配車計画

生産計画・配送計画シミュレーションシステム

生産計画立案システム

配車計画立案システム

生産計画・配車計画

S



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

輸配送
情報の
蓄積

検知
収集

・位置測位ツール（トラック
検知）

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・TMS（配送進捗管理）

Lv1 情報の標準化

配送ルート・時間・積載量等の輸配送に必
要な情報を決められた形式で記録できる

Lv2 情報・データの蓄積

配送ルートや配送時間、積載率の実績が
記録されている

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積されたデータから配送ルートごとの
時間を予測し、配送計画を立案できる

Lv4 多頻度解析による最適化

現在の道路の混雑状況等を加味し、
配送時間をシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

道路の混雑状況と配送先情報から、
最適配車ルートを提案する

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

輸配送
計画

解析
判断

・TMS（輸配送計画）
・物流管理システム【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

輸配送
シミュ
レー
ション

解析
判断

・TMS（リアルタイムシミュ
レーション）
・BIツール（配送時間）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適輸送
計画

解析
判断
伝達

・最適化ツール（リアル
タイムでの配車計画最
適化)

26 配車手配・最適ルート選択ができる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

輸配送ルート
情報

・発着地／経由地
・輸配送コスト

輸配送時間情報 ・拠点間輸配送時間／発着時刻

積載率情報
・積載量
・輸配送トラック情報（積載能力別台数）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

出荷計画情報

・製品
・荷量（重量、容積）
・納品日時
・発着地/経由地

対象 内容(例)

輸配送環境
情報

・道路混雑状況
・通行止め等の規制情報

輸配送時間
情報
(リアルタイム)

・車両等の現在位置

対象 内容(例)

① 輸配送ルート・輸配送時間・積載率に関す
る情報取得の形式(カラム・書式等)が決
められている

① 輸配送ルート・配送時間・積載率といった
輸配送実績情報を検知して、輸配送情報
蓄積DBに蓄積する

② 検知・蓄積した実績情報、標準配送ルー
ト・標準配送時間・標準積載率といった輸
配送標準情報を設定する

③ 蓄積した輸配送実績情報から輸配送標
準情報を定期的に更新する

① 出荷計画情報から納品先・納品日等の必
要情報を抽出する

② 輸配送標準情報と出荷計画情報から輸
配送計画を作成し、トラック等の手配や
ドライバーへの指示を行う（出荷便・出荷
納品日時・ルート等）

① 現在の輸配送環境情報(道路混雑状況、
規制情報等)を収集する

② 輸配送計画から各便のルート情報を抽出
し、輸配送環境情報、輸配送時間情報(車
両等の現在位置)と突合させて到着時刻
をシミュレーションする（輸配送時間を予
測する）

③ シミュレーション結果から配車担当者が
到着遅れが見込まれる便を抽出し、ルー
ト・便の変更といった代替案を検討、修
正計画を指示する

① 輸配送時間シミュレーションで得た到着
予測時刻から、コンピューターが自動で
遅延リスクのある便を特定し、代替輸配
送計画案(便やルート等の変更)を検討す
る

② コンピューターが導出した最適輸配送計
画案を各ドライバーへ指示する（人手を
介さず計画の洗い替えと指示を行う）

必要輸配送情報の標準化

輸配送ルート
情報

輸配送時間
情報

輸配送情報

積載率

情報

S

輸配送情報蓄積DB

輸配送情報の蓄積システム

輸配送ルート
情報

輸配送時間
情報

輸配送情報

積載率
情報

P

輸配送計画作成システム

各種輸配送情報を連携させた

輸配送計画／実績管理システム

輸配送ルート
情報

輸配送時間
情報

輸配送情報

積載率
情報

P

S

輸配送に影響する各種情報を加味したシミュレー

ションをリアルタイムで行い、配車担当が最適案を

選択・指示する輸配送システム

輸配送情報

P

Ｃ

最適輸配送計画作成システム

Ｃ

輸配送シミュレーションから最適輸配送案の作成

をリアルタイムで行う自律的な輸配送システム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

輸配送実績 輸配送標準

輸配送情報蓄積DB

輸配送実績 輸配送標準

輸配送計画

出荷計画情報

(納品日時・

納品先等)

出荷
計画
情報

輸配送環境
情報

(道路状況等)

輸配送計画作成システム

輸配送ルート
情報

輸配送時間
情報

積載率
情報

輸配送情報蓄積DB

輸配送実績 輸配送標準

輸配送時間シミュレーションシステム

輸配送計画

(修正版)

輸配送時間予測

輸配送情報
出荷
計画
情報

輸配送環境
情報

(道路状況等)

輸配送計画作成システム

輸配送ルート
情報

輸配送時間
情報

積載率
情報

輸配送情報蓄積DB

輸配送実績 輸配送標準

輸配送時間シミュレーションシステム

輸配送計画
(自動最適化版)

①

②

③

①

①

②

①

②

③

①

②

S

S



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷積み
関連情報
蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv2 情報・データの蓄積

引合情報に基づき、各職場の将来の負荷
を横串で見ることができる

Lv3 データによるプロセス連携

負荷計画に基づき、リソース配分最適化
計画（山積み、山崩し作業による平準化、

内外作）を検討できる

Lv4 多頻度解析による最適化

負荷計画及び生産実績に基づき、遅れ発
生時の挽回策(計画変更、残業対応、応受

援、外注活用など)の効果を検証できる

Lv5 現実との双方向連携

生産進捗状況を加味した適切な挽回策が
示唆され、指示を促す

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷配分
解析
判断

・負荷計算ツール（Excel
等)
・生産管理システム
【ERP】
・生産スケジューラ（平準
化計画）

27 負荷変動を抑える仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① （工場別、職場別、）工程別に負荷積みを
行うために必要な情報について、情報内
容と取得の形式(カラム・書式等)が決め
られている

① 工程別の負荷積みに関する情報が負荷
情報DＢに蓄積される

② 負荷情報DBより工程別に現時点の、あ
るいは将来の負荷状況を把握する

① 工程別の負荷情報をもとに、生産スケ
ジュール調整や生産先変更等を行い、工
程別日別に負荷配分を見直すことで、負
荷の山谷をなくす検討を行う

① 生産実績を加味して、より正確な負荷状
況を把握し、考えられる施策を実行した
際の効果等をシミュレーションし、施策選
定する

① 負荷平準化シミュレーション結果より、最
適な施策決定（生産計画作成）を自動で
行う

負荷積み関連情報の標準化

S

負荷積み関連情報の蓄積・可視化システム

P

工程別の負荷積み情報をもとに、負荷配分の検討
につながるシステム

生産実績を加味して、負荷平準化のための施策の
有効性シミュレーションを行い、施策選定につなげる

システム

P

負荷平準化シミュレーション結果をもとに、最適な

挽回施策を選定、指示するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

生産実績情報 生産進捗情報（生産量、生産
完了予定日）

Lv1 情報の標準化

標準時間に基づき工程の負荷積みが
できる

情負荷報DB

①

負荷積み関連情報
生産実績情報

（生産進捗状況）

Ｃ

Ｃ

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

最適施策決定
解析
判断
制御

・最適化ツール（作業計
画）

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

負荷平準化
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ（生産
負荷）
・BIツール（生産負荷可
視化）

製品時間
情報

製品数量
情報

最適施策システム①

負荷積みｶ関連情報

製品時間
情報

製品数量
情報

対象 内容（例）

製品時間情報 標準時間情報 製品別工程別標準時間

製品数量情報
生産計画情報 製品別計画確定数量（確定分）

引合情報 製品別計画予定数量（未確定分）

負荷積み情報 工程別負荷時間、工程別負荷率（負荷時間／稼働可能時間）

負荷積み情報

②

S

P

情負荷報DB

負荷積み関連情報

製品時間
情報

製品数量
情報

負荷積み情報

負荷配分システム

①

情負荷報DB

負荷積み関連情報

製品時間
情報

製品数量
情報

負荷積み情報

負荷配分システム

①

負荷平準化シミュレーションシステム

生産実績情報
（生産進捗状況）

情負荷報DB

負荷積み関連情報

製品時間
情報

製品数量
情報

負荷積み情報

負荷配分システム

負荷平準化シミュレーションシステム

負荷配分計画

SS

S

負荷配分計画

負荷配分計画



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

発注実績
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv2 情報・データの蓄積
発注実績情報が蓄積され、常に最新の

状態が維持される

Lv3 データによるプロセス連携
蓄積されたデータを参照し、

最適な発注先を選定するプロセスが

機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
各サプライヤーの負荷状況、原料市況、

発注量等を勘案し、コスト・納期が予測

できる

Lv5 現実との双方向連携
コスト・納期の予測から最適サプライヤー

を選定し自動発注できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライヤー
評価選定

解析
判断

・サプライヤー情報管理
システム（見積・評価）
・購買管理システム
【ERP】
・PLM（リスク情報取得・
管理）

28 最適サプライヤーを選択できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① サプライヤー別の発注実績に関する情報
について、情報内容と取得の形式(カラ
ム・書式等)が決められている

① サプライヤー別の発注実績情報が発注実
績情報DＢに蓄積される

① 蓄積された発注実績情報をもとに、過去
の発注実績や評価に基づいて次回の発
注先を決める

① 過去の発注実績に加え、サプライヤーご
との負荷状況や原材料価格などの市況
情報を加味して、調達コスト・納期のシ
ミュレーションを行う。

② シミュレーション結果をもとに、発注先の
検討を行う。

① 調達コスト・納期シミュレーション結果を
もとに、最適発注先選択と発注を自動的
に行う

発注実績情報の標準化

S

発注実績情報の蓄積

P

発注実績情報をもとに、サプライヤーの評価・選定
を行うシステム

過去の発注実績と環境情報をもとに調達コスト納期

のシミュレーションを行い発注先選定につなげる

シスム

P

負荷平準化シミュレーション結果をもとに、最適な

挽回施策を選定、指示するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

サプライヤー情報 サプライヤー別負荷情報

市況情報
原材料価格
原材料調達リードタイム

Lv1 情報の標準化
サプライヤーごとの発注品目・数量、コス

ト、納期、品質等の実績情報が決められた

形式で記録される

発注実績荷報DB

①

発注実績情報
市況
情報

Ｃ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適サプライ
ヤー自動選定・
発注

解析
判断
制御

・購買管理システム（自
動発注）【ERP】
・最適化ツール（調達計
画）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

調達コスト・
納期シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ（調
達計画）
・BIツール（コスト・納
期）

発注品目
情報

発注実績
評価情報

S

P

①

調達コスト・納期シミュレーションシステム

発注実績情報

発注品目
情報

発注実績
評価情報

発注実績荷報DB

発注実績情報

発注品目
情報

発注実績
評価情報

対象 内容（例）

発注品目情報 発注日、発注品目、発注先、発注単価、発注数量

発注実績評価情報 納期（実績／予定）、品質

サプライヤー評価・選定
システム

①

発注実績荷報DB

発注実績情報

発注品目
情報

発注実績
評価情報

サプライヤー評価・選定システム

サプライヤー
情報

市況
情報

Ｃ

①

調達コスト・納期シミュレーションシステム

発注実績荷報DB

発注実績情報

発注品目
情報

発注実績
評価情報

サプライヤー
情報

②

発注先

コスト納期予測

サプライヤー評価・選定システム

コスト納期予測

最適サプライヤー自動選定・発注システム

発注先

S



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能

分類
ソリューションカテゴリ

調達先
情報の
蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・EDI（サプライヤー品質・リ
スク情報）

Lv2 情報・データの蓄積
サプライヤーから自社に報告・提供された、

品質及びその他リスクに関わる情報が蓄積さ
れ、リスクマネジメントの考え方に基づき、

監査が実施されている

Lv3 データによるプロセス連携
重要部品・原料について、製品ロットごと

の品質に関わる情報が提供され、

トレーサビリティが担保できている

Lv4 多頻度解析による最適化
サプライチェーン上の主要なプレーヤーに

対して、品質やリスクに関わる情報を把握

できている

Lv5 現実との双方向連携
サプライチェーン主要プレーヤーの品質や
リスクに関わる情報を分析し、問題のある

サプライヤーが確認でき、その是正やサプライ
チェーン見直しに繋がっている

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライヤー
品質管理

解析
判断

・サプライヤー監査支援
ツール
・購買管理システム
【ERP】
・生産管理システム
【ERP】
・PLM（リスク情報取
得・管理）

29 調達原材料の品質、健全性を保証する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

サプライヤー別
製品ロット別品
質情報

検査結果データ

対象 内容(例)

① 製品毎の部品の重要度、各部品の調達先
構造（サプライチェーン構造）、調達先の
品質等のサプライチェーンを構成する調
達先に関する情報について、情報内容と
取得の形式(カラム・書式等)が決められ
ている

① サプライチェーンを構成する調達先に関
する情報が調達先情報DＢに蓄積される

② 調達先情報を活用して、サプライヤーの
品質監査を行う

① サプライヤーからの製品ロット別品質情
報が調達先ＤＢに蓄積され、それをもと
に、重要な製品品質についてトレースで
き、品質保証を行う

① 各サプライヤーからの製品ロット別品質
情報とサプライチェーン構造情報を結び
付けて、主要サプライヤーを通した品質
状況を把握する

① サプライチェーン主要プレーヤーの品質
状況を把握、分析し、問題のあるプライ
ヤーを特定し、是正措置の検討を行う

調達先情報の標準化

S

調達先情報の蓄積

P

サプライヤーの品質検査情報に基づく品質保証シ
ステム

サプライチェーン構造が可視化され、すべてのサプラ

イヤーの品質情報を管理するシステム

P

サプライシェーン上の各社の品質状況を把握し、問

題を発見、解析し是正につなげるシステム

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

Lv1 情報の標準化
製品ごとで、重要部品・原料の設定が行

われ、対象部品・原料のサプライチェーン

構造が見える化されている

調達先情報DB

①

調達先情報

S

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

サプライ
チェーン品質/
リスク分析・
是正

解析
判断
制御

・QMSソフトウェア
（サプライチェーン全体
の品質）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

全調達先品質
/リスク把握

解析
判断

・ＢＩツール（品質・リスク
情報）
・サプライヤ管理システ
ム（サプライヤ企業評
価）

調達品
情報

調達先
構造情報

S

P

対象 内容（例）

調達品情報 製品名、調達先、部品名、重要度、仕入れまたは委託先（ひとつ先の調達先）

調達先構造情報 部品別工程と生産場所（内製の場合は工程名、外製の場合はサプライヤー名）

調達先品質情報 調達先評価情報、品質監査実績情報

調達先
品質情報

調達先情報

調達品
情報

調達先
構造情報

調達先
品質情報

サプライヤー
評価シスム

②

調達先情報DB

①

調達先情報

調達品
情報

調達先
構造情報

調達先
品質情報

サプライヤー
評価シスム

サプライヤー
別製品ロット
別品質情報

サプライヤー品
質保証システム

調達先品質／リスク把握システム

調達先情報DB

①

調達先情報

調達品
情報

調達先
構造情報

調達先
品質情報

サプライヤー
評価シスム

サプライヤー
別製品ロット
別品質情報

サプライヤー品
質保証システム

全調達先品質／リスク管理システム

調達先情報DB

①

調達先情報

調達品
情報

調達先
構造情報

調達先
品質情報

サプライヤー
評価シスム

サプライヤー
別製品ロット
別品質情報

サプライヤー品
質保証システム

P

サプライチェーン品質／リスク分析・是正
システム

サプライヤー品質状況

サプライヤー是正

サプライヤー評価



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造
ノウハウ
情報の
蓄積

検知
蓄積

・情報収集管理ツール（製造
実績収集・入力）
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

各工場の生産技術、生産ノウハウを蓄積
する基盤がある。

Lv2 情報・データの蓄積

標準化された項目に基づき、
製造ノウハウが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

拠点間で製造ノウハウが共有されている

Lv4 多頻度解析による最適化

ある拠点で発生した問題が瞬時に共有さ
れ、部門横断で原因追及・対策立案できる

Lv5 現実との双方向連携

発生した問題に対して同様のリスクを
孕む製品をピックアップし修正を促す

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造ノウハウ
情報一元管理

共有

・ETL・DWHツール
（データ統合・一元管
理）
・生産管理システム
【ERP】
・BOP（工程設計情報
共有）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

類似リスク
対象範囲の
特定と予防
対策

解析
判断
制御

・類似事象検索（影響範
囲推測｜AI検索）

・分析・解析ツール（デー
タ解析）

・MES（製造指示）

30 場所に依存しないものづくり

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容（例）

ひと関連情報(Man) 教育資料・ワンポイント表/ スキル要件

設備関連情報(Machine) 設備運転条件/治工具・金型条件/点検基準

もの関連情報(Material) 図面・部品構成(BOM等)/工程管理項目・管理基準(QC工程表等)

方法関連情報(Method)
工程/工順/製造条件/作業時間(BOP等)/作業手順・基準(手順
書・基準書)

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① ものづくりに必要となる各種製造ノウハ
ウ情報に関する情報取得の形式(カラム・
書式等)が決められている

① 各種製造ノウハウ情報（テキスト、画像、
映像等）が製造ノウハウ情報DBに蓄積
される

① 各拠点の製造ノウハウ情報DBを連携さ
せて一元化し共有できるようにする

① 問題発生時に統合DBを活用し、同一ま
たは類似の事象をリアルタイムで検索す
る

② 検索された類似情報内容を参考に、原因
追及・対策立案を行う

① 統合DBより類似リスクを孕んでいる製
品を検索推定する。

② 類似リスク発生可能性のある製品に対し
て予防対策示唆を行う

必要生産技術・生産ノウハウ情報の標準化

S

生産技術・生産ノウハウの蓄積システム

P

散在している製造ノウハウ情報連携システム

P

S

製造ノウハウDBを活用した問題の共有と対策立
案システム

P

問題の共有と対策立案システムで生成された製造
ノウハウ情報を利活用した予防対策システム

P

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

①

①

①

②
①

②

ひとノウハウ
情報

設備ノウハウ
情報

製造ノウハウ情報

ものノウハウ
情報

手法ノウハウ
情報

製造ノウハウ情報DB

ひとノウハウ
情報

設備ノウハウ
情報

製造ノウハウ情報

ものノウハウ
情報

手法ノウハウ
情報

製造ノウハウ情報統合DB

製造ノウハウDB 製造ノウハウDB 製造ノウハウDB

A拠点 B拠点 C拠点

S

製造ノウハウDB 製造ノウハウDB 製造ノウハウDB

A拠点 B拠点 C拠点

製造ノウハウ情報統合DB

発生問題の類似情報（事象・原因・対策）の
検索システム

部門・拠点横断での原因追及・対策立案

システム

対象 内容(例)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

発生問題の類似

情報（事象・原因・

対策）の検索

解析
・分析・解析ツール（類
似事象検索｜自然言語
処理）

製造ノウハウDB 製造ノウハウDB 製造ノウハウDB

A拠点 B拠点 C拠点

製造ノウハウ統合DB

部門・拠点横断での
原因追及・対策立案

システム

類似リスク対象範囲の

特定システム

予防対策示唆システム

発生問題の類似情報（事象・原因・対策）の

検索システム

S

対策案

予防対策案



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

ＳＣ
共有情報
蓄積

蓄積

・EDI（SCプレーヤー情報
収集）
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv2 情報・データの蓄積

各サプライチェーンプレイヤーで共有する
情報が一元的に蓄積される

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積された情報に基づき、コストや納期
が最適化される製造・物流業者を選定

するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

受注情報と各サプライチェーンプレイヤー
の現在の状況に基づき、委託先別のコス

ト・納期がシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

受注情報と各サプライチェーンプレイヤー
の現在の状況に基づき、最適委託先を

選定・発注依頼ができる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

委託先候補
選定

解析
判断

・負荷計算ツール
（Excel 等)

・生産管理システム（生
産実績情報）【ERP】
・SCP（コスト・納期最適
化）

３１ サプライチェーン上でのリソース共有の仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① サプライチェーンを構成する各生産・物
流企業のリソース（人・設備・車両等）に関
する情報、サプライチェーンでの受注情
報や各社の負荷状況などの情報につい
て、情報内容と取得の形式(カラム・書式
等)が決められている

① 製品別の計画立案に関する情報が製品
別計画基準情報DＢに蓄積される

① 蓄積されたSC共有情報をもとに、機能
面と負荷面から委託可能先候補を抽出
する。

② 抽出された委託候補先より委託先を選
定する

① 委託候補先の状況（受注状況・生産進捗
状況・輸配送状況）を加味して、委託候補
先別にコストと納期のシミュレーションを
行い、委託先を選定するプロセスにつな
げる

① 委託先別コスト・納期シミュレーション結
果より、最適な委託先選定を自動で行い
発注につなげる

サプライチェーン共有情報の標準化

S

サプライチェーン共有情報の蓄積システム

P

蓄積されたSC共有情報をもとに、委託可能先候
補を抽出し、委託先選定につなげるシステム

P

委託先の状況を加味して、コスト・納期のシミュテー
ションを行い、委託先選定につなげるシステム

P

Ｃ

委託先別コスト・納期シミュテーション結果をもとに

自動で最適委託先選定を行うシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

委託先状況情
報

・受注変更情報
（品目、数量、納期）

・生産進捗情報
（生産量、生産完了予定日）

・配送状況情報
（配送能力、遅延）

Lv1情報の標準化
各サプライチェーンプレイヤーで共有する情報
(保有機能/設備、能力、受注情報、負荷情報

等)が決められた形式で記録される

SC共有情報DB

①

SC共有情報

S
S

委託先状況情報
（受注、生産進
捗、配送状況）

委託先別コスト・納期シミュレーションシステム

Ｃ

S

Ｃ

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適委託先
選定

解析
判断
制御

・SCP（最適委託先選定・
発注）
・最適化ツール（配車・配
送計画）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

納期・コスト
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ（物
流コスト・納期）
・BIツール（コスト・納
期）

受注情報 委託先情報

対象 内容(例 )

受注情報 計画情報／実績情報 製品別受注計画量/実績量、委託先別受注計画量/実績量

委託先
情報

リソース情報（人、設備、車両の機能） 保有機能（生産・輸配送可能品目、輸配送エリア＆期間）

生産能力/負荷情報（量対応） 製品別生産能力、製品別基準時間、生産負荷状況

物流能力/負荷情報（量対応） 製品別輸配送能力、物流負荷状況

SC共有情報

受注情報 委託先情報

SC共有情報DB

SC共有情報

受注情報 委託先情報

委託先候補選定システム

機能的委託
可能性

負荷的委託
可能性

委託可能先候補

①

②

SC共有情報DB

SC共有情報

受注情報 委託先情報

委託先候補選定システム

機能的委託
可能性

負荷的委託
可能性

委託可能先候補

①

委託先状況情報
（受注、生産進
捗、配送状況）

委託先別コスト・納期シミュレーションシステム

SC共有情報DB

SC共有情報

受注情報 委託先情報

委託先候補選定システム

機能的委託
可能性

負荷的委託
可能性

委託可能先候補
①

委託先選定

委託先選定

委託先選定

最適委託先選定・発注システム
S

SC:サプライチェーン



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

廃棄・リサ
イクル
情報の
蓄積

蓄積
・情報管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・生産管理システム【ERP】

Lv2 情報・データの蓄積
廃棄・回収における対象製品の数量、所在地、
使用状態・履歴・廃棄・再生コスト、再販売価格
等をデータで蓄積し一元的に把握できている

Lv3 データによるプロセス連携
廃棄・回収から再生・再利用のQCDを識別・統
制するための仕組みが構築できており、改善

に向けた他部門連携の情報基盤がある
（分解しやすい設計の検討等）

Lv4 多頻度解析による最適化
廃棄・回収から再生・再利用でモニタリン

グすべき情報・データを仮想空間で把握し、

やり方の改善・変更がシミュレーション

できる

Lv5 現実との双方向連携
廃棄・回収から再生・再利用のやり方に

ついて、最適化された方法を計算し、

レコメンドできる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

廃却・回収品
管理

蓄積
共有
解析
判断

・PLM（静脈サプライ
チェーン情報管理）

32 製品の廃棄・回収を効果的・効率的に管理する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

回収品情報
製品名、回収日、数量、使用
状態

対象 内容(例)

① 製品の返品、回収、廃棄、リサイクル、リ
ユースといったサプライチェーン（静脈物
流）に関する情報について、情報内容と
取得の形式(カラム・書式等)が決められ
ている

① 廃棄・リサイクルに関する情報が廃棄・リ
サイクルDＢに蓄積される

① 回収された製品をどこでどのように処
理するかを判断する

② 回収品の処理計画を作成し、実行した結
果を処理実績情報として、部門間で共有
し、ＤＢに蓄積する

① 廃棄・リサイクル・リユースのそれぞれに
ついて、委託先・物流ルート、処理日程、
処理ロットサイズ等をパラメータとして
処理コストのシミュレーションを複数案行
い、最適案選択につなげる

① シミュレーション結果をもとに、最適な処
理案を自動で選択し、指示につなげる

廃棄・リサイクル情報の標準化

S

廃棄・リサイクル情報の蓄積

P

製品の廃棄・リサイクル・リユースに関する一元化
された情報システム

処理コストのシミュレーションを行い最適案の選定に
つなげるシステム

P

処理コスのシミュレーションから自動で最適案を選

定、実行につなげるシステム

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

S

対象 内容(例)

Lv1 情報の標準化
廃棄・回収まで含めたサプライチェーンの

全体像を具体的に把握している

廃棄・リサイクル
情報DB

①
S

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適案自動
作成

解析
判断
伝達
制御

・生産管理システム（デマ
ンドドリブンMRP）
【ERP】
・デジタルツインソリュー
ション（静脈サプライ
チェーン）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

処理コスト
趣味レー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ（静脈サ
プライチェーンコスト）

S

P

対象 内容（例）

静脈物流構造情報 処理パターン（廃棄、リサイクル、リユース）別処理＆物流ルート

処理委託先情報 委託先名、場所、保有機能、処理能力、コスト

回収品処理実績情報
製品名、使用状態、処理内容、処理日、数量、コスト（処理費、物流費）、再
販価格

廃棄・リサイクル関連情報

静脈物流
構造情報

処理委託
先情報

回収品処理
実績情報

②

P
廃棄・リサイクル関連情報

静脈物流
構造情報

処理委託
先情報

回収品処理
実績情報

廃棄・リサイクル
情報DB

①

廃棄・リサイクル関連情報

静脈物流
構造情報

処理委託
先情報

処理実績
情報

回収品
情報

廃棄・リサイクル品管理システム

処理実績情報

回収品管理
システム

廃棄・リサイクル
情報DB

①

廃棄・リサイクル関連情報

静脈物流
構造情報

処理委託
先情報

処理実績
情報

回収品
情報

廃棄・リサイクル品管理システム

最適案

回収品管理
システム

処理方法・コストシミュレーションシステム

廃棄・リサイクル
情報DB

廃棄・リサイクル関連情報

静脈物流
構造情報

処理委託
先情報

処理実績
情報

回収品
情報

廃棄・リサイクル品管理システム

最適案

回収品管理
システム

処理方法・コストシミュレーションシステム

ＣＣ

最適案自動作成システム
S

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

Lv1 情報の標準化

作業標準、作業シーケンスがデータ化
され、単一繰返し作業をロボットに

代替させている

Lv2：複数種類の作業をロボットに

代替させている
（人がプログラムを選択）

Lv３：計画・指示情報と連動して

ロボットが作業を実施できる
(混流・個別生産へのロボット適用)

Lv４：ランダムなワークを識別して

適切なシーケンスを選択、作業を実施で
きる（混流・個別生産へのロボット適用）

Lv5 現実との双方向連携

機器同士が直接連携し、
自動制御されている

（トラブルの自動回避など）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造実行 制御 ・MES(生産指示)

プログラム 制御
・機器コントロール
（PLC/シーケンサ等）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

ワーク識別
検知
収集

・ワーク個体識別
（カメラ、RFID、QR
コード、バーコード
等）

・ワーク位置・形状識別
（カメラ・センサ等）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

状態
監視

検知
・ロボット・ワーク状態識別

(カメラ・センサ等)

状態
予測

解析
判断

・ロボット・ワーク状態予測
(AI)

通信
伝達
制御

・ロボット間通信
・高速通信（５G等）

33 人のスキルに依存しないものづくり

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

ロボット 制御 各種産業ロボット

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

ワーク識別子 ワーク名、形状、材質、位置等

対象 内容(例)

制御に必要な
監視対象項目

ロボットの位置、ワーク位置、
稼働状況等

① 作業標準/シーケンスの登録（ティーチン
グ）を行いロボットを動かす

① 生産計画/作業指示情報に基づき、あら
かじめ登録したプログラムを担当者が選
択し、ロボットを動かす

① 生産計画/指示システムから、あらかじめ
登録したプログラムをコンピュータが自
動で選択し、ロボットを動かす

① 流れてきたワークから形状等の必要情報
を読み取り、ワークを識別する

② ワーク識別結果から適切なプログラムを
自動選択し、ロボットを動かす

① ロボットの動きや位置等、制御に必要な
状態を監視する

② ロボット間の干渉や衝突等、回避したい
事象の発生を予測し、通信インター
フェースを介してロボットを制御する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

作業標準/シーケンス

ロボット

単一作業ロボット

S

複数作業ロボット

P

計画/指示とロボットの連動システム

P

不定形物認識とロボットの連動システム

P

ロボット協調連携システム

P

S

Ｃ

S
S

S

S

データによるプロセス連携

動作

生産計画/作業指示

ロボット

動作

プログラム

（人手で選択）

ロボット

動作

プログラム
（自動で選択）

製造実行システム

ワーク

ロボット

動作

プログラム
（自動で選択）

ワーク識別システム

通信インターフェース

状態監視システム

Ｃ

状態予測システム

ロボット ロボット ロボット

動作 動作 動作

①

①

①

①

②

①

②

プログラム プログラム プログラム

対象 内容(例)

生産計画/
作業指示

製品名、加工内容、図面等

対象 内容(例)

作業標準/
シーケンス

プログラムコード、ラダー図等

生産計画/作業指示



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質
コスト
情報の
蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・PLM(設計仕様管理)
・生産管理システム【ERP】

Lv1 情報の標準化

品質コスト算出のための必要情報が
議論され、活用可能な状態で記録される。

記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

実績情報が蓄積され、
失敗コスト・評価コスト・予防コストが

算出される

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積された品質コストデータに基づき、
工程・作業設計の改善を検討する

プロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

工程・作業設計を見直した際の
品質コストへの影響がシミュレーション

できる

Lv5 現実との双方向連携
現在の生産状況(不良率・負荷率・スキル等)を
加味してパラメータが更新され、工程・作業

設計を見直した際の品質コストが算出される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質
コスト
情報
管理

蓄積 ・QMSソフトウェア

34 品質コストが最適化される工程・作業設計の仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

失敗コスト
内部失敗コスト：廃棄費用、手直し費用、不良に関する製造原価等
外部失敗コスト：苦情処理費用、回収費用等

評価コスト 受入検査費用、工程内検査費用、出荷検査費用、機器校正費用、監査費用等

予防コスト 品質関連教育費用、品質計画/工程管理関連費用、機器/ツール導入費用

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

品質コスト標準
・失敗コスト標準
・評価コスト標準
・予防コスト標準

対象 内容(例)

変革シナリオ
工程・作業設計見直しの
オプション案

対象 内容(例)

品質コストに関
わる生産状況

不良率、負荷率、作業者スキ
ル等

① 品質コストおよび算出に必要な情報を定
義する

① 品質コスト算出に必要な情報をDBに蓄
積し、品質コストを算出する

① 品質コスト実績情報に基づき品質コスト
標準を設定する

② 品質コスト標準と実績のGAP分析を行
う

③ 工程・作業設計の見直しを検討する

① 工程・作業設計の見直しに関する変革シ
ナリオ(オプション案)を検討する

② 品質コスト蓄積DBから品質コストの算
出に必要なパラメーター原単位（各種標
準値）を設定し、変革シナリオごとの品質
コストをシミュレーションする

③ シミュレーション結果に基づき、工程・作
業設計の見直しを行う

① 生産状況に関する情報からパラメーター
原単位を更新する

② 更新されたパラメータ原単位に基づき、
変革シナリオごとの品質コストをシミュ
レーションする

③ 更新されたパラメータ原単位を用いたシ
ミュレーション結果に基づき、工程・作業
設計の見直しを行う

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

品質コスト算出情報の標準化

S

品質コスト情報の蓄積システム

P

品質コスト情報の実績管理システム

P

品質コストシミュレーションシステム

P

リアルタイムの生産状況を加味した
品質コストシミュレーションシステム

P

S

Ｃ Ｃ

S S

失敗コスト
(内部・外部)

評価コスト

品質コスト情報

予防コスト

①
失敗コスト

(内部・外部)
評価コスト

品質コスト情報

予防コスト

品質コスト情報蓄積DB

①

失敗コスト

(内部・外部)
評価コスト

品質コスト情報

予防コスト

品質コスト情報蓄積DB

品質コスト

実績

品質コスト
標準

③

①

品質コスト
実績

工程・作業標準

改善案

失敗
コスト

評価
コスト

品質コスト情報

予防
コスト

品質コスト蓄積DB

シミュレーションのための
パラメーター標準原単位

②

③

①

品質コストシミュレーション
システム

変革
シナリオ①

変革
シナリオ①

変革

シナリオ

変革シナリオの品質コスト

工程・作業標準改善案
（標準原単位に基づく最適案）

失敗
コスト

評価
コスト

品質コスト情報

予防
コスト

品質コスト蓄積DB

パラメーター原単位
（生産状況を加味した更新版）

②

①

生産状況
変革

シナリオ①
変革

シナリオ①
変革

シナリオ①

③

品質コストシミュレーション
システム

変革シナリオ①品質コスト

工程・作業標準改善案

（最適案）

②

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質コスト
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ
(コスト)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

仮想
空間上
での
工程・
作業
設計
再現

解析
判断
伝達
制御

・デジタルツインソリュー
ション(工程再現・リアルタ
イムシミュレーション)



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

スキル管理
蓄積
共有

・スキル管理システム

Lv1 情報の標準化

手順書やワンポイント表などの教育資料
が整備され、教育プロセスが標準化され

ている

Lv2 情報・データの蓄積

教育実施記録が蓄積され、個人個人の
スキル取得状況が可視化されている

Lv3 データによるプロセス連携

作業に合わせて、作業手順書や
ワンポイント表が表示される

（現場のモニター・タブレットPC等）

Lv4 多頻度解析による最適化

現在の作業状態が見え、ベテラン従業員
が遠隔で作業支援できる

Lv5 現実との双方向連携

過去の作業実績から、間違えやすい手順
やポイントをシステム判定し、指摘できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業ガイド 伝達
・リアルタイム作業
ガイドシステム
（ARツール等）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

遠隔作業
支援

解析
伝達

・遠隔作業支援
システム

（スマートグラス、情報
共有デバイス等）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業分析・
最適化

解析
判断
伝達

・分析・解析ツール
(作業手順解析｜AI)

35 従業員のスキル差をカバーする仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

教育 伝達

・教育資料作成支援
(動画マニュアル作成
ツール)

・教育資料検索
（文書管理システム）

対象 内容(例)

教育資料
作業手順書、基準書、QC工
程表、ワンポイントレッスン表、
マニュアル等

教育プロセス
教育期間、教育カリキュラム、
実施方法(OJT/OFF-JT)、
PDCAサイクル等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 教育資料および教育プロセスを整備する

② 整備した教育資料や教育プロセスを活用
して教育を実施する

① 教育実施結果をスキル管理システムに登
録する

② 個人別のスキル取得状況を可視化する

① これから実施する作業を作業支援システ
ムに登録する

② 作業支援システムが該当する教育資料を
表示し、作業をガイドする

① 作業者が手順や方法に迷った際、遠隔作
業支援システムを介して問い合わせを行
う

② 支援担当者が作業者のスキル情報を確
認し、現地の映像を共有しながら、作業
者との会話を通して作業を支援する

① 作業標準と過去の作業実績を対比し、間
違いやすいポイントを特定する

② 間違いやすいポイントを留意点として作
業者に伝達する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

スキル管理情報の標準化

S

教育記録および個人別スキル管理システム

P

作業に合わせたガイド表示システム

P

状況の共有および遠隔作業支援システム

P

過去の作業実績と対比した

作業留意ポイント指示システム

P

S

Ｃ

S

S

教育資料 教育プロセス

スキル管理情報

教育

②

対象 内容(例)

スキル管理情報
・スキル項目（作業・工程等）
・スキル取得レベル
・スキル評価方法

教育資料 教育プロセス

スキル管理情報

教育

スキル管理システム

個人別スキル

①

②

教育
資料

教育
プロセス

スキル管理情報

教育

スキル管理システム

個人別

スキル

作業ガイドシステム

作業指示

①

②

教育
資料

教育
プロセス

スキル管理情報

スキル管理システム

個人別

スキル

遠隔作業支援
システム

作業状態

①

作業支援

②

作業状態
（過去の実績）

作業状態
（現在の状態）

作業分析・最適化
システム

留意点

①

②

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業実績
情報の蓄
積

検知
・生産管理システム
(生産実績管理)【ERP】
・MES(生産実績記録)

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

同一書式あるいは同一システムで
作業者個人の実績を記録している。

記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

個人別の作業実績情報を蓄積している

Lv3 データによるプロセス連携
記録情報を標準対比、あるいは過去データと

の対比によりパフォーマンスを評し、
その結果を個人に即時フィードバックできる

Lv4 多頻度解析による最適化

標準とのずれを瞬時に可視化し、
作業者にフィードバックできる

Lv5 現実との双方向連携

対比結果や過去のあるいは
他社のベストプラクティスとの比較により、

改善のアドバイスを自動で行う

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業
パフォー
マンス
評価

解析
共有

・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

リアルタイム
作業
パフォーマ
ンス評価

解析
判断

・分析・解析ツール
(画像解析｜AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業方法
最適化

解析
判断
伝達

・最適化ツール
(対策提案｜生成AI)

36 個々のスキルを向上させる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

作業効率 作業時間、出来高等

作業品質 不良率、直行率等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

作業標準
標準時間、標準出来高、
標準不良率、標準直行率等

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 作業効率・作業品質等の作業実績に関す
る情報取得の形式(カラム・書式等)を決
める

① 作業効率・作業品質等の実績情報を検知
して、作業実績情報蓄積DBに蓄積する

① 過去の作業実績やベストプラクティス等
から作業標準を設定する（他者の作業実
績も含めて作業標準を設定）

② 設定した作業標準と実績を対比してパ
フォーマンスを評価する

③ 評価結果を作業者にフィードバックし、
作業者が次回に向けた是正方向を検討
する

① 現在の作業の状態をリアルタイムにモニ
タリングし、作業標準とのずれを判定す
る

② 標準とのずれを作業者にフィードバック
し、即時に是正を促す

① 標準やベストプラクティスと比較しなが
ら現在の作業状態に対する改善案をコン
ピュータが自動で作成する

② コンピュータが作成した改善案を作業者
に提示する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

作業実績情報の標準化

S

作業実績情報の蓄積システム

P

標準や過去実績との対比による

作業パフォーマンス管理システム

P

標準とのずれを瞬時に判定する

リアルタイムパフォーマンス管理システム

P

パフォーマンス判定結果に基づく
最適作業方法自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S

S

作業効率 作業品質

作業実績情報

作業効率 作業品質

作業実績情報

作業実績情報蓄積DB

①

作業効率 作業品質

作業実績情報

作業実績情報蓄積DB

①

作業実績 作業標準

作業

パフォーマンス

作業パフォーマンス評価システム

作業状態

作業標準

リアルタイム
作業パフォーマンス評価システム

作業とのずれ判定

作業効率 作業品質

作業実績情報

作業実績情報蓄積
DB

リアルタイム
作業パフォーマンス

作業状態

作業標準

リアルタイム
作業パフォーマンス管理システム

作業とのずれ判定

作業効率 作業品質

作業実績情報

作業実績情報蓄積
DB

改善提案

作業方法最適化システム

②

③

①

①

②

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷見積
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

負荷計画 解析
・負荷計算システム
(Excel、MRP等)

Lv1 情報の標準化

標準時間に基づき
工程の負荷積みができる

Lv2 情報・データの蓄積

引合情報に基づき、各職場の将来の負荷
を横串で見ることができる

Lv3 データによるプロセス連携

負荷計画に基づき、リソース配分最適化
計画(山積み、山崩しによる平準化)を作

成するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
負荷計画及び生産実績に基づき、作業者、工
程の空き状況がリアルタイムで把握でき、挽

回策の効果検証ができる
(順序変更、設備変更、応受援など)

Lv5 現実との双方向連携

生産状況を加味した適切な挽回策が
示唆され、指示を促す

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

負荷計画 解析
・生産管理システム
(生産能力・負荷管理)
【ERP】

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産実行管理 解析
・生産管理システム
(生産実績管理)【ERP】

工程負荷
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ
(生産能力・負荷)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適
挽回策
検討

解析
判断
伝達
制御

・最適化ツール
(作業計画立案)
・デジタルツインソリュー
ション(リアルタイムシミュ
レーション、挽回策立案)

37 負荷を適切にコントロールする仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

標準時間マスタ 製品別工程別標準時間

製品マスタ 製品情報や仕様、部品構成等

工程・設備マスタ 製品別の生産工程や使用設備および生産能力等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

山積み・山崩し
ルール

負荷積み方式(フォワード・
バックワード)、
山積み・山崩し期間等

対象 内容(例)

挽回策
順序変更、設備変更、応受援
に関するルールや実施範囲

対象 内容(例)

① 標準時間マスタ・製品マスタ・工程・設備
マスタ等の負荷見積に関する情報取得の
形式(カラム・書式等)を決める

① 各種マスタ情報を蓄積し、DBで一元的
に管理する

② 引合情報から該当するマスタ情報を照合
し、各職場の負荷を算出する

① 負荷計画システムにおいて山積み・山崩
しを行い平準化計画を作成する

① 生産進捗情報から工程・作業者の空き状
況をリアルタイムで把握する

② 工程・作業者の空き状況から計画担当者
が挽回策を検討し、効果をシミュレーショ
ンする

③ 最適な挽回策を選択し、作業割当(ディ
スパッチ)を行う

① 工程シミュレーションで得た結果から、コ
ンピューターが自動で最適挽回策を検討
する

② コンピューターが導出した最適挽回策を
各職場・作業者へ指示する（人手を介さ
ず計画の洗い替えと指示を行う）

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

負荷見積情報の標準化

S

職場別負荷見積システム

P

平準化計画作成システム

P

リアルタイム進度把握と挽回策シミュレーション

システム

P

最適挽回策の自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S

S

Ｃ

負荷見積情報

標準時間
マスタ

製品
マスタ

工程・設備
マスタ

負荷見積情報

標準時間
マスタ

製品
マスタ

工程・設備
マスタ

負荷見積情報蓄積DB

引合情報

職場別
負荷

②

①

負荷計画システム

負荷見積情報

標準時間
マスタ

製品
マスタ

工程・設備
マスタ

負荷見積情報蓄積DB

引合情報

負荷計画
(山積み・山崩し)

①

負荷計画システム

職場別負荷計画

(平準化計画)

負荷見積情報

標準
時間

マスタ

製品
マスタ

工程
設備

マスタ

負荷見積情報蓄積DB

引合
情報

負荷計画システム

生産進捗

生産実行管理
システム

工程シミュレーションシステム

挽回策
ディスパッチ

①

負荷見積情報

標準
時間

マスタ

製品
マスタ

工程
設備

マスタ

負荷見積情報蓄積DB

引合
情報

負荷計画システム

生産進捗

工程シミュレーションシステム

最適挽回策
ディスパッチ

①

生産実行管理
システム

最適挽回策検討システム

②

②
②

③



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業実績
情報蓄積

検知
蓄積

・作業内容識別・検知
(位置測位、骨格認証、作業
実績入力等の各種ツール)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

付加価値を生む作業と付加価値を
生まない作業について、項目や区分が

定義されている

Lv2 情報・データの蓄積

定義された作業項目について、実績情報
が記録・把握できている

Lv3 データによるプロセス連携

付加価値時間比率に基づき、改善を検討
するサイクルが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

付随作業や不稼働が最小となる
小日程計画・作業指示が行われる

Lv5 現実との双方向連携

作業進捗に基づき、付随作業や不稼働が
最小となるように小日程計画を洗い替え、

各作業者に指示される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作業実績
可視化

蓄積
共有

・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

小日程計画
作成

共有
・生産スケジューラ
(日程計画)

作業
シミュレー
ション

解析
・生産シミュレータ
(生産日程)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産実行
管理

解析 ・MES(生産進捗管理)

小日程計画
修正案検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール(生産順序)

38 付加価値時間比率を高める仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

基本機能作業 真に付加価値を生む作業（組立・加工等）

補助機能作業 基本機能に付随して発生する作業(運搬・歩行・準備等)

不稼働 付加価値を生まない作業（手待ち・不要な会話等）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

小日程計画
計画サイクル、計画単位(工
程・設備・作業者)、時間単位
(時間・分)等

対象 内容(例)

① 基本機能作業・補助機能作業・不稼働に
該当する作業内容を決める

① 作業実績情報を取得しDBに蓄積する ① DBに蓄積された実績情報から作業分類
ごとの時間比率を算出・可視化する

② 可視化された情報から重点改善対象作
業を選定し、改善策を検討する

① 生産指示情報に基づき、日々の小日程計
画を作成する

② 小日程計画から付随作業・不稼働の発生
率をシミュレーションし、ムダが最小とな
る小日程計画を選択、作業指示を行う

① リアルタイムの生産進捗状況を加味した、
成行きの付随作業・不稼働の発生比率を
シミュレーションする

② シミュレーション結果からムダが最小と
なる小日程計画修正案を自動作成し、作
業指示を行う

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

生産指示

作業改善案

付加価値を生む作業と付加価値を生まない作業

の定義・標準化

S

作業実績情報蓄積システム

P

作業実績可視化システム

P

小日程計画に基づく

付随作業・不稼働比率予測システム

P

生産進捗に基づく計画・指示の洗い替えシステム

P

S

Ｃ Ｃ

S S

作業分類

基本機能
作業

補助機能
作業

不稼働

作業分類

基本機能
作業

補助機能
作業

不稼働

作業実績情報蓄積DB

作業分類

基本機能
作業

補助機能
作業

不稼働

作業実績情報蓄積DB

作業実績可視化システム

①

①

②

小日程計画作成

システム

①

付随作業・不稼働

シミュレーション

システム

作業指示

②

生産指示

小日程計画作成
システム

①

付随作業・不稼働シミュレーションシステム

小日程計画
修正版

②

生産進捗

修正計画に基づく
作業指示

生産実行管理
システム



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

部品
組合せ
実績記録

蓄積
・生産管理システム(部品在
庫管理、部品トレーサビリ
ティ管理)【ERP】

部品寸法・
組合せ
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

部品個体ごとの計測データが
活用可能な状態で記録される。

記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

部品個体ごとの計測データと
その組み合わせ情報が蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

組み合わせ情報および組み合わせごと
の製品性能をモニタリングし、寸法公差

を検討するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

製品個体の計測データに基づき、
組み合わせ先の部品に対して、

最適な加工寸法が個別指示される

Lv5 現実との双方向連携

製品個体ごとの計測データに基づき、
最適な部品の組み合わせが自動選択

されるようになっている(選択勘合)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製品性能
モニタリング

検知
蓄積
解析

・製品性能計測のための
センシングデバイス

・センサ情報の自社取得
システム

・MES(出来高記録)
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

加工寸法
指示

解析
判断

・生産シミュレータ
(加工寸法)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適組合せ
選択

解析
判断
伝達

・最適化ツール
(最適勘合部品選択・
マッチング)

39 部品個体差を吸収し完成品品質を維持する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

部品計測 検知
計測ツール
(デジタル計測器類)

対象 内容(例)

部品計測情報 加工部品の個体識別子、計測箇所、計測箇所別の寸法、寸法公差等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

製品性能情報
理論スペックや要求仕様との
差異

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 部品の計測情報に関する情報取得の形
式(カラム・書式等)を決める

① 製品組付時の使用部品を記録する（どの
製品にどの部品とどの部品が使用され
たか）

② 組付部品および各部品の計測情報をDB
に蓄積する

① ユーザーの製品利用情報から製品性能
をモニタリングする(どのような寸法組
み合わせの場合どのような性能を発揮し
たか等)

② 製品に使用された部品の組み合わせ情
報から凹側凸側の寸法実績情報と製品
性能情報を照合し、寸法公差の見直しを
行う

① 部品の加工実績寸法に基づき、組み合わ
せ先部品の最適寸法を算出し、加工寸法
を指示する

① 凹側凸側の加工寸法実績から製品性能
を最大発揮させる部品組み合わせを自
動選択し、組み合わせる部品を指示する
（選択勘合）

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①
部品計測情報

部品計測情報の標準化

S

部品計測情報・組み合わせ情報の蓄積システム

P

部品計測情報・組み合わせ情報と連動した

製品性能モニタリングシステム

P

加工寸法実績に基づく

組み合わせ先部品の加工寸法指示システム

P

選択勘合システム

P

S

S S

部品計測情報
（凹側）

部品計測情報
（凸側）

部品寸法・組合せ情報
蓄積DB

①

部品組合せ実績記録システム

②

①

部品計測情報
（凹側）

部品計測情報
（凸側）

部品寸法・組合せ
情報蓄積DB

部品組合せ実績記録システム

②

製品利用情報

製品性能
モニタリング

システム

製品性能
凹側凸側

寸法

寸法公差
見直し案

加工寸法指示
システム

部品計測情報
（凹側）

部品加工寸法指示
（凸側）

①

部品計測情報
（凹側）

部品計測情報
（凸側）

最適組み合わせ
選択システム

組み合わせ指示

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画作成 解析
・生産スケジューラ
(生産日程)

歩留シミュ
レーション

解析
判断

・生産シミュレータ
(生産日程、順序)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

歩留情報
蓄積

蓄積

・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)
・生産管理システム
(歩留実績管理)【ERP】

Lv1 情報の標準化

製品・工程ごとの歩留実績が活用可能な
状態で記録される。

記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

製品・工程ごとの歩留実績が蓄積され、
標準歩留と対比できる

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積された実績情報が短サイクルに
製造現場にフィードバックされ、改善を

検討するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化

将来の受注情報に対して、歩留を最大化
する打ち手(ディスパッチ、発注、生産順

序)とその効果をシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

現在のひと・もの・設備の状態を勘案して、
歩留を最大化する打ち手を自動検討、

修正を指示できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

歩留管理 解析
・BIツール
(データ集計・可視化)

歩留情報
検知・蓄積

検知
蓄積

・MES(生産実績記録)
・センシングデバイス

40 原料廃棄ロスを最小に抑える仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

歩留 歩留率、歩留ロス構造、廃棄金額・数量等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

歩留管理
現場フィードバックサイクル
(日別・ロット別等)

対象 内容(例)

生産条件 製品・工程・

対象 内容(例)

① 歩留実績情報に関する情報取得の形式
(カラム・書式等)を決める

① 歩留情報をDBに蓄積する

② あらかじめ設定した標準歩留りと実際歩
留を比較して標準歩留達成率を算出す
る

① 標準歩留達成率が歩留管理システムを
介してスピーディかつ高頻度で現場に
フィードバックされる

② 標準歩留達成率をモニタリングしながら
担当者が改善案を検討する

① 受注情報に基づき生産計画を立案する

② 生産計画に基づき歩留をシミュレーショ
ンする

③ シミュレーション結果から計画担当者が
打ち手を検討し、生産計画を修正する

① リアルタイムの生産進捗状況を加味した、
成行きの歩留をシミュレーションする

② シミュレーション結果から歩留が最大と
なる施策を自動作成し、指示を行う

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①
歩留情報

歩留情報の標準化

S

歩留情報の蓄積と標準対比システム

P

歩留情報の短サイクルフィードバックシステム

P

歩留シミュレーションシステム

P

歩留最大化策の自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S S

歩留情報

歩留情報蓄積DB

標準歩留 実際歩留

標準歩留

達成率

①

②

歩留情報

歩留情報蓄積DB

標準歩留 実際歩留

標準歩留
達成率

歩留管理システム

①

歩留改善案

②

受注情報

歩留シミュレーションシステム

①

②

③

生産計画

生産計画作成システム

受注情報

生産計画作成
システム

①

歩留シミュレーションシステム

歩留最大化策

②

生産進捗

生産実行管理
システム

歩留最大化策検討システム

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産実行
管理

解析 ・MES(生産進捗管理)

歩留
最大化策
検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール(生産計画)



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質記録 検知
・品質情報センシング
(各種センシングデバイス、
DCS、SCADA等)

品質実績
情報蓄積

蓄積

・QMSソフトウェア
(品質情報管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

作業者による手書き記録を
直接デジタルツールに記録する

Lv2 情報・データの蓄積

測定データの自動記録によって
作業者の誤記や誤判断を防止する

Lv3 データによるプロセス連携

登録された記録を修正するための
仕組みが業務ルールと連動してシステム

制御されている

Lv4 多頻度解析による最適化

システム上でデータの修正ができない。
データ修正時の改ざん可能性を

検知できる

Lv5 現実との双方向連携

データの捏造・改善ができない仕組み
（ブロックチェーン・IOTAなど）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

記録修正
解析
制御

・ワークフローシステム
・MES(生産実績記録)
・LIMS(品質試験結果記録)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

改ざん
検知

解析
判断
伝達

・不正アクセス検知・遮断
ツール
・QMSソフトウェア
(アラート通知)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

改ざん
防止

解析
判断
制御

・改ざん防止システム
(ブロックチェーン等)

41 信頼性の高い品質記録の仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質記録 検知
データ入力ツール
(PC・タブレット・品質管理
システム等)

対象 内容(例)

品質記録 検査結果、生産条件、品質特性値等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

品質記録修正
ルール

修正に関する方法、権限、
承認ルート等

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 収集すべき品質情報に関する情報取得
の形式(カラム・書式等)を決める

② 品質記録システムに品質実績情報を入力
する（手書きではなく）

① 測定データ等の品質記録を自動収集し、
品質記録システムに連携されて情報蓄積
される

① 品質記録に修正の必要性が生じた際、修
正ルールに沿って修正が行われ、品質記
録システムに記録される

① 不正に品質記録を修正を実施しようとし
ても、システムが不正を検知する

② 品質保証・本質管理担当者がアラートを
確認して適切な措置を講じる

（改ざんがそもそもできなくなっている）

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

品質実績入力システム

S

自動品質記録システム

P

ルールに則って修正可能な品質記録システム

P

改ざん・不正侵入検知システム

P

改ざん防止システム

P

S

S

S

S

品質記録システム

品質実績情報

①

品質情報

②

品質記録システム

品質情報蓄積DB

品質記録
(自動取得)

①

品質記録システム

品質情報蓄積DB

品質記録
(自動取得)

①

品質記録修正点

修正ルール

品質記録修正

改ざん可能性
アラート

改ざん・不正侵入検知システム

①

改ざん防止システム

品質記録修正

①

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

トレーサビリティ情報の標準化

S

トレーサビリティ情報の対応付けおよび

一元管理システム

P

不具合発生時の

トレースフォワード・トレースバックシステム

P

廃棄・回収等に必要な

コストシミュレーションシステム

P

品質とコストを両立させる

最適対策内容・範囲の自動検討システム

P

S

Ｃ Ｃ

S S

Lv1 情報の標準化

トレーサビリティ管理に必要な項目
(識別子・検査実績情報など)が定義され、

記録されている

Lv2 情報・データの蓄積

トレーサビリティ管理に必要な項目が
蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

入庫～出荷の各プロセスにおける
蓄積情報が連携され、問題発生時の影響

範囲を特定できる

Lv4 多頻度解析による最適化

発生問題に対する対策について
必要コストがシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

製造過程で異常を検知した際の影響範囲
と発生コストを見極め、実施すべき対応と

その範囲が示唆される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

追跡・遡及 解析

・MES(生産実績記録)
・LIMS
(品質試験結果記録)
・QMSソフトウェア

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質コスト
情報蓄積

蓄積
・RDB
(品質コスト情報管理)

コストシ
ミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ(コスト)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適対応
内容・範囲
検討

解析
判断
指示

・生産シミュレータ(コスト)

42 品質問題発生時の影響を最小に抑える仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

識別単位/
識別記号情報

・識別単位：個体単位、ロット単位、製品単位等
・識別記号：製造番号、ロット番号、製造年月日およびその組み合わせ等

製造実績情報 製造工程/設備、担当者/責任者、製造日時、製造条件、検査結果等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

失敗コスト

内部失敗コスト：
廃棄費用、手直し費用、不良
に関する製造原価等
外部失敗コスト：
苦情処理費用、回収費用等

対象 内容(例)

① 識別単位/識別記号に関するルールを決
める

② 識別単位/識別記号ごとに情報取得すべ
き製造実績情報の項目と取得形式(カラ
ム・書式等)や取得担当を決める

① 各トレーサビリティ情報の記録方法を決
め、DBに蓄積する

① 品質不具合発生時、該当製品/部品に関
するトレーサビリティ情報の追跡・遡及を
行う

② 品質不具合の影響範囲を特定する

① 品質不具合発生時の失敗コスト情報を蓄
積する

② 品質コスト情報蓄積DBから品質コスト
の算出に必要なパラメーター原単位（各
種標準値）を設定する

③ 品質コスト標準を用いて廃棄・回収等に
必要なコストをシミュレーションする

※品質コストの詳細は「品質コストが最適化
される工程・作業設計の仕組み(№３４)」を
参照

① 品質不具合発生時の影響範囲と発生コ
ストを勘案し、コンピュータが最適な対応
内容と対応範囲を示唆する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

トレーサビリティ情報

①

識別単位/識別記号

情報
製造実績情報

②

トレーサビリティ情報一元管理DB

トレーサビリティ情報

識別単位/識別記号

情報
製造実績情報

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

トレーサ
ビリティ
情報の
蓄積

検知

・識別単位/記号識別
(バーコード、RFID等)

・実績情報検知
(センサ、タブレット等)

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

トレーサビリティ情報
一元管理DB

トレーサビリティ情報

識別単位/
識別記号

情報

製造実績
情報

追跡・遡及システム

不具合情報

①

①

品質不具合

影響範囲

②

トレーサビリティ情報

一元管理DB

トレーサビリティ情報

識別単位/
識別記号

情報

製造実績
情報

追跡・遡及システム

不具合
情報

①

品質不具合

影響範囲

③

失敗コスト
(内部・外部)

品質コスト情報
蓄積DB

品質コスト
標準

コストシミュレーション
システム

必要コスト

②

トレーサビリティ情報

一元管理DB

トレーサビリティ情報

識別単位/
識別記号

情報

製造実績
情報

追跡・遡及システム

不具合
情報

失敗コスト
(内部・外部)

品質コスト情報
蓄積DB

品質コスト
標準

コストシミュレーションシステム

対応内容と範囲

最適対応内容・範囲検討システム

①

標
準
化
す
る
情
報



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

安全管理
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

危険作業・危険エリアやそのリスク優先度
(RPN:Risk Priority Number)を

評価するための方法が定義されている

Lv2 情報・データの蓄積

リスク優先情報や過去の不安全行動・
災害情報が蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

危険エリアへの侵入や危険作業を瞬時
に検知し、是正を促すことができる

Lv4 多頻度解析による最適化

外的環境や作業者の行動から発生し
得る危険を予測し、是正を促すことが

できる

Lv5 現実との双方向連携

バイタル情報等から作業者個人の体調や
精神状態を把握して発生し得る危険を

予測し、是正を促すことができる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

危険感知
検知
判断
伝達

・危険作業検知
(カメラ・骨格検知・加速
度センサ等)

・危険エリア侵入検知
(カメラ・人感センサ・位置
測位ツール等)

・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

環境・行動
モニタリング

検知
共有

・環境検知
(カメラ・各種センサ等)

・行動検知
(位置測位・各種センサ
等)

危険予測
解析
判断

・分析・解析ツール
(危険予知｜AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

バイタル
情報

検知
解析
判断
伝達

・バイタルセンサ
(バイタルサイン監視デバ
イス等)

43 危険作業を感知し回避する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例)

危険発生可能
性に関わる個人
のバイタル情報

心拍数・呼吸（数）・血圧・体温
ストレス値等

① 管理すべきリスクに関する情報取得の形
式(カラム・書式等)を決める

① リスク情報および過去の不安全行動・災
害情報をDBに蓄積する

① 安全管理情報蓄積DBに登録された危険
作業・危険エリアへの侵入を検知し、即座
にアラートを出す

① 作業者が置かれている環境や作業者の
行動を常時モニタリングする

② モニタリング情報から危険の発生を予測
し、災害の発生が見込まれる際にアラー
トを出すことで是正を促す

① 個人のバイタル情報から体調や精神状態
を把握する

② 個人の状態から危険の発生可能性を予
測し、災害の発生が見込まれる際にア
ラートを出すことで是正を促す

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

リスク情報の標準化

S

安全管理情報蓄積システム

P

危険の即時感知・是正システム

P

外部環境・作業者行動に基づく

災害発生予測・是正システム

P

個人の体調・精神状態を勘案した

災害発生予測・是正システム

P

S

Ｃ Ｃ

S S

リスク情報

リスクマップ
リスク情報

過去の不安全行動
災害情報

RPN

安全管理情報蓄積DB

①

リスク情報
過去の不安全
行動・災害情報

安全管理情報蓄積
DB

危険感知システム

危険行動・
危険エリア侵入

アラート

①

作業者行動外部環境

モニタリングシステム

危険予測システム

アラート

①

対象 内容(例)

リスクマップ 危険行動・危険エリア

RPN
危険作業・危険エリアの影響
度・発生度・検出度を評価し
たもの

対象 内容(例)

過去の
不安全行動・
災害情報

不安全行動や災害の発生エ
リアと内容

対象 内容(例)

モニタリングシステム

危険予測システム

作業者行動外部環境

アラート

②

個人の

バイタル情報

①

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

安全管理
情報蓄積

検知
・不具合影響因子の感知
ツール
（各種センサ類）

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

設備の不具合や不具合の影響因子に
関する項目が定義されている

Lv2 情報・データの蓄積

定義された項目に基づきデータが蓄積
されている

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積したデータに基づき、設備の状態に
基づく保全が行われている

Lv4 多頻度解析による最適化

データから不具合の発生リスクを予測し、
不具合未然防止に向けた対処を

検討・実施することができる

Lv5 現実との双方向連携

不具合の発生リスクを予測し、
未然防止のための適正な対処が

指示される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

保全
状態の
管理

蓄積
共有

・設備保全管理システム
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

トレンド
モニタリング・
不具合発生
リスク予測

解析
判断

・予防保全管理
システム

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適対処
策検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール(未然防止策
提案｜生成AI)

44 設備不具合の予兆を検知し、安全稼働を維持する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

不具合事象 発生事業、発生部位、原因/対策

不具合影響因子 温度・湿度・振動・電流/電圧値等、不具合を引き起こすと考えられる影響因子

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

状態保全基準
不具合影響因子の閾値、
閾値を超えた際の保全方法

対象 内容(例) 対象 内容(例)

不具合対策と
効果

対処を講じた際の設備状態、
対処内容、効果

① 管理すべき設備不具合の現象および影
響因子に関する情報取得の形式(カラ
ム・書式等)を決める

※影響因子については仮説検証を繰り返し
ながら変動するものである

① 設備不具合情報の検知・記録方法を決め、
DBに蓄積する

① 設備不具合情報蓄積DBから、状態保全
の基準を設定する

② 設定した基準に沿って保全を実施する

① 不具合発生影響因子のトレンドをモニタ
リングし、不具合発生リスクをシステムが
予測し、担当者にアラートを出す

① 過去の不具合対処と効果情報および不
具合発生リスクの予測情報を照合し、最
適対処案をコンピュータ自動で検討し、
対処を示唆する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

設備不具合情報の標準化

S

設備不具合情報蓄積システム

P

CBM(Condition Based Maintenance)

P

設備不具合発生リスク予測システム

P

設備不具合の未然防止に向けた

最適対処の自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S S

設備不具合情報 ①

不具合事象
不具合影響因子

情報

設備不具合情報

不具合事象
不具合影響因子

情報

設備不具合情報蓄積DB

①

設備不具合情報

不具合事象
不具合影響因子

情報

設備不具合情報蓄積DB

①

状態保全基準

保全

②

設備不具合情報

不具合事象
不具合影響因子

情報

設備不具合情報蓄積DB

①

アラート・保全

①

トレンドモニタリング・
不具合発生リスク予測システム

対処策

設備不具合情報

不具合事象
不具合影

響因子情報

設備不具合情報蓄積DB

トレンドモニタリング・
不具合発生リスク予測システム

最適対処策検討システム

不具合対処と
効果情報



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

原価情報
蓄積

検知
・コストドライバ感知ツール
（センサ、実績入力ツール等）

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

原価計算 解析 ・原価管理システム【ERP】

Lv1 情報の標準化
品目・ロット・案件等の適切な単位で標準原価の
算出方法が標準化されており、実際原価を算出
するためのコストドライバが定義されている

Lv2 情報・データの蓄積

定義された項目に基づき標準原価・実際
原価が算出され、販売単価を踏まえた

収益指標が把握できている

Lv3 データによるプロセス連携

原価差異とその発生原因が見え、
重点となる改善対象や施策が

検討できる

Lv4 多頻度解析による最適化
原価差異を引き起こす主要因（コストドライバ）
に対する改善を実施した際の原価インパクト

が予測でき、収益性向上に向けた施策を検討・
実施できる

Lv5 現実との双方向連携

原価目標を達成するために
改善すべきコストドライバや必要な施策

が指示される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

原価差異
分析

解析
共有

・原価管理システム【ERP】
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

改善効果
シミュレー
ション

解析
判断

・生産シミュレータ
(コスト)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適改善
施策検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール(コスト)

45 原価と現場KPIを一元管理する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

原価とコストド
ライバを紐付・
一元管理する
KPI体系

原価費目・原価差異項目と
各コストドライバの関係性
(KPIツリー)

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 標準原価の算出ロジックを設定する

② 実際原価に影響を与えるコストドライバ
（原価に影響を与える因子や活動の量）
を設定する

① 収益管理の単位（管理のサイクルや粒度)、
収益管理の対象(実際原価と差異評価す
る対象)を設定する

② 収益管理の単位ごとに、設定したコスト
ドライバの実績をDBに蓄積する

③ 実際原価を算出し、収益管理対象との比
較から収益管理指標を把握する

① 一元的に管理された収益管理指標情報
に基づき、経営層から現場担当者層が、
原価差異および差異発生要因を分析し
ながら重点改善対象や改善施策を検討
する

① 各コストドライバに対する改善を実施し
た際の原価へのインパクトをシミュレー
ションする

② シミュレーション結果に基づき、改善実施
担当者が最適な施策を選択・実施する

① 改善効果シミュレーションから、コン
ピュータが最適な改善対象と改善施策を
自動検討して示唆する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

標準原価算出ロジックおよびコストドライバの

標準化

S

コストドライバの実績情報蓄積と

原価計算システム

P

原価差異分析システム

P

改善効果予測システム

P

原価目標達成に向けた

最適改善施策の自動検討システム

P

S

Ｃ Ｃ

S S

①

標準原価算出
ロジック

実際原価算出のための
コストドライバ

②

対象 内容(例)

標準原価の
算出項目および
算出ロジック

原材料単価、標準使用量
賃率、標準作業工数
間接費配賦ルール等

コストドライバ
歩留、不良率
作業時間、作業人数
設備トラブル、段取時間等

標準原価算出
ロジック

実際原価算出
のためのコスト

ドライバ

収益管理単位

収益管理対象

原価情報蓄積DB

対象 内容(例)

収益管理単位
・月次・日次・シフト単位等
・製品別・ロット別・案件別等

収益管理対象
販売価格、企画原価、目標原
価、標準原価等

収益管理指標
原価差異(数量・能率差異等)
コストドライバ目標達成率等

原価計算システム

製造実績
情報

(コスト
ドライバ)

収益管理指標

① ②

③

標準原価算出
ロジック

実際原価算出
のためのコスト

ドライバ

収益管理単位

収益管理対象

原価情報蓄積DB

原価計算システム

製造

改善対象・改善施策

①

原価差異分析システム

標準原価算出
ロジック

実際原価算出
のためのコスト

ドライバ

収益管理
単位

収益管理

対象

原価情報蓄積DB

原価計算システム

製造

改善シナリオ実施時の効果予測

①
原価差異分析システム

改善
シナリオ

改善効果シミュレーションシステム

シミュレーションに基づく改善施策

②

標準原価算出
ロジック

実際原価算出
のためのコスト

ドライバ

収益管理
単位

収益管理

対象

原価情報蓄積DB

原価計算システム

製造

原価差異分析システム

改善
シナリオ

改善効果シミュレーションシステム

最適改善施策検討システム

改善指示



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造実績
情報蓄積

検知
・製造実績の感知ツール
（各種センサ類、エッジデバ
イス、実績入力ツール等）

蓄積

・生産管理システム
(生産実績管理)【ERP】
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

取得すべき製造実績データが定義され、
活用可能な状態で記録されている。

記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

製造実績データが蓄積され、
一元的に統合・管理される

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積・可視化されたデータが短サイクル
に製造現場にフィードバックされ、

改善を検討するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
リアルタイムに見える化されたデータに
基づき、各KPIの悪化リスクを検知、

挽回策の想定効果をシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

生産進捗状況を加味した適切な挽回策が
示唆され、改善を促す

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造実績
管理

共有
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製造実績
予測

解析
判断

・生産シミュレータ
(生産進捗)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適改善
施策検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール
(作業計画立案)

46 製造実績データで改善プロセスが活性化する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

製造実績
ひと：作業時間、配置人員等
設備：操業度、設備総合効率等、段取時間、トラブル停止時間等
もの：不良率、直行率、リードタイム、仕掛期間等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

関連KPI標準 各種KPI標準値

対象 内容(例) 対象 内容(例)

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

① 製造実績情報に関する情報取得の形式
(カラム・書式等)を決める

① 製造実績情報を取得し、DBに蓄積する ① 製造実績情報が製造実績管理システム
を介してスピーディかつ高頻度で現場に
フィードバックされる

② 製造実績情報の標準達成率をモニタリン
グしながら担当者が改善案を検討する

① 過去の製造実績とリアルタイム製造情報
を比較しながら、成行きの製造実績を予
測し、KPIの悪化リスクを察知する

② KPI悪化リスクを察知した担当者が挽回
策を検討し、挽回策を実施した際の効果
をシミュレーションする

③ シミュレーション結果から最適な改善策
を実施する

① 生産進捗を加味した、成行きの製造実績
をシミュレーションする

② シミュレーション結果から各種KPIが最
良となる施策を自動作成し、指示を行う

①
製造実績情報

製造実績情報の標準化

S

製造実績情報の蓄積システム

P

製造実績情報の短サイクルフィードバックと

標準対比システム

P

製造実績情報の予測と

挽回策の効果シミュレーションシステム

P

挽回策の自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S S

製造実績情報

製造実績情報蓄積DB

①

製造実績情報

製造実績情報蓄積DB

標準値 実績値

標準
達成率

製造実績管理システム

①

改善案

②

製造実績管理システム

製造実績情報

製造実績情報蓄積DB

リアルタイム
製造情報

①

シミュレーション
結果を踏まえた

挽回案

挽回策

製造実績予測システム

①

KPI悪化
リスク

②

③

製造実績管理システム

製造実績情報

製造実績情報蓄積DB

リアルタイム
製造情報

①

挽回策指示

生産進捗情報

製造実績予測システム

①

②

挽回策自動検討システム



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

SX関連
実績情報
蓄積

検知

・SX関連実績情報の感知
ツール（各種センサ類、エッ
ジデバイス、実績入力ツー
ル等）

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化
社会価値・環境価値の観点から取得すべき実
績データが定義され、活用可能な状態で記録
されている。記録方法が標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

社会価値・環境価値関連実績データが
蓄積され、一元的に統合・管理される

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積・可視化されたデータが短サイクル
に製造現場にフィードバックされ、

改善を検討するプロセスが機能している

Lv4 多頻度解析による最適化
リアルタイムに見える化されたデータに
基づき、各KPIの悪化リスクを検知、

挽回策の想定効果をシミュレーションできる

Lv5 現実との双方向連携

生産進捗状況を加味した適切な挽回策が
示唆され、改善を促す

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

SX関連
実績情報
管理

共有
解析

・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

SX関連実績
情報予測

解析
判断

・生産シミュレータ
(生産性、投入時間)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適改善
施策検討

解析
判断
伝達

・最適化ツール
(作業計画立案)

47 SX実績データで改善プロセスが活性化する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

環境価値関連
GHG排出量、エネルギー消費量、省エネ/創エネ率、原材料歩留、バージン材
利用率等

社会価値関連
男女比率、ハンディキャップを有する従業員採用数、各種研修実施率、エン
ゲージメント指数等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

関連KPI標準 各種KPI標準値

対象 内容(例) 対象 内容(例)

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

① SX関連実績情報に関する情報取得の形
式(カラム・書式等)を決める

① 製造実績情報を取得し、DBに蓄積する ① 製造実績情報が製造実績管理システム
を介してスピーディかつ高頻度で現場に
フィードバックされる

② 製造実績情報の標準達成率をモニタリン
グしながら担当者が改善案を検討する

① 過去の製造実績とリアルタイム製造情報
を比較しながら、成行きの製造実績を予
測し、KPIの悪化リスクを察知する

② KPI悪化リスクを察知した担当者が挽回
策を検討し、挽回策を実施した際の効果
をシミュレーションする

③ シミュレーション結果から最適な改善策
を実施する

① 生産進捗を加味した、成行きの製造実績
をシミュレーションする

② シミュレーション結果から各種KPIが最
良となる施策を自動作成し、指示を行う

①
SX関連実績情報

SX関連実績情報の標準化

S

SX関連実績情報の蓄積システム

P

SX関連実績情報の短サイクルフィードバックと

標準対比システム

P

SX関連実績情報の予測と

挽回策の効果シミュレーションシステム

P

挽回策の自動検討システム

P

S

Ｃ

Ｃ

S S

SX関連実績情報

SX関連実績情報蓄積DB

①

SX関連実績情報

SX関連実績情報蓄積DB

標準値 実績値

標準
達成率

SX関連実績情報管理システム

①

改善案

②

SX関連実績情報管理システム

SX関連実績
情報

SX関連実績情報蓄積DB

リアルタイム
製造情報

①

シミュレーション
結果を踏まえた

挽回案

挽回策

SX関連実績情報予測システム

①

KPI悪化
リスク

②

③

SX関連実績情報管理システム

SX関連実績
情報

SX関連実績情報蓄積DB

リアルタイム
製造情報

①

挽回策指示

生産進捗
情報

SX関連実績情報予測システム

①

②

挽回策自動検討システム



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

環境モニ
タリング
情報の
蓄積・可
視化

検知
・製造実績の感知ツール
（各種センサ類）

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

共有
解析

・BIツール(データ集計・可視
化)
・工場エネルギー管理
(FEMS)(実績可視化)

Lv1 情報の標準化

環境配慮型生産のためにモニタリング
すべき項目と算出式、管理サイクルが

標準化されている

Lv2 情報・データの蓄積

モニタリングすべきデータが蓄積され、
可視化される

Lv3 データによるプロセス連携

蓄積されたデータに基づき、
生産計画における日々のGHG排出量

目標が設定される

Lv4 多頻度解析による最適化
生産状況や設備稼働実績(回転数/速度/稼働
時間帯/トラブル等)をもとに、計画変更時の

GHG排出量への影響をシミュレーション
できる

Lv5 現実との双方向連携

生産状況や設備稼働実績に基づき、
GHG排出を最小化する修正計画が

提示される

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

GHG排出量
試算

解析

・工場エネルギー管理
(FEMS)(目標試算)
・生産管理システム
(生産計画)【ERP】
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

生産計画・
統制

解析

・生産管理システム
(生産計画、実績管理)
【ERP】
・生産シミュレータ
(CO2排出量)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

GHG排出
量最小化
計画自動
作成

解析
判断
伝達

・最適化ツール(コスト)

48 環境配慮型生産を行う仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

モニタリング項目 GHG排出量、エネルギー消費量等

算出式 上記モニタリング項目を把握するための算出方法

管理サイクル 月単位、週単位、日単位、シフト単位、ロット単位、リアルタイム等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例) 対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 環境配慮型生産を行うためのモニタリン
グ情報を設定する(モニタリング項目・算
出式・管理サイクル)

① 環境モニタリング情報が蓄積され、実績
値が可視化される

① 生産計画に基づき、GHG排出量が試算
され、生産を実行した際のGHG排出量
標準(目標)が示される

① 生産計画担当者が生産状況や設備稼働
実績を鑑みて生産計画修正案を検討す
る

② 生産計画の修正を行った際のGHG排出
量を予測する(生産計画・統制システムと
の連動)

③ 生産計画担当者が予測結果を踏まえた
計画修正を行う

① GHG排出量予測結果から、コンピュータ
が最適な生産計画を自動検討して計画
修正を指示する

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

環境モニタリング情報の標準化

S

環境モニタリング情報の蓄積・可視化システム

P

GHG排出量試算システム

P

生産管理システムと連動した

GHG排出量試算システム

P

GHG排出量最小化計画自動検討システム

P

S

Ｃ

S S

環境モニタリング情報 環境モニタリング情報

環境モニタリング項目
実績値

①

環境モニタリング情報の蓄積・可視化システム

環境モニタリング
情報

GHG排出量標準
（目標）

環境モニタリング情報の蓄積・可視化システム

生産計画

GHG排出量試算システム

GHG排出量予測

環境モニタリング情報の
蓄積・可視化システム

環境モニタ
リング情報

生産計画

GHG排出量試算システム

生産状況
設備稼働実績

生産計画
変更案

生産計画・統制

システム

修正生産計画

環境モニタリング情報の
蓄積・可視化システム

環境モニタ
リング情報

生産計画

GHG排出量予測システム

生産状況
設備稼働実績

生産計画
変更案

生産管理システム

GHG排出量最小化計画自動作成システム

① ①

②

修正生産計画

③

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設備別
生産
重量・
消費エネ
ルギー量
情報蓄積

蓄積
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

設備別の生産重量と
消費エネルギー情報をデータとして出力

することができる

Lv2 情報・データの蓄積

原単位レベル(Kｗ/ｋｇ等)で
ライン別/製品別のエネルギーコストが

見える化できる

Lv3 データによるプロセス連携

ライン別/製品別のエネルギーコストの
標準値を設定でき、標準超過時に

注意喚起ができる

Lv4 多頻度解析による最適化

消費エネルギーをリアルタイムで把握し、
正常値内に制御できる

(設備速度やアイドリング制御)

Lv5 現実との双方向連携
生産計画をもとに稼働日のエネルギーピーク
をシミュレーションし、波動の平準化に向けた
最適な生産順序や稼働対象設備を指示する

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

エネルギー
コスト監視

解析

・工場エネルギー管理シス
テム（FEMS）

・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

エネルギー
消費量
モニタリン
グ

解析
・工場エネルギー管理
システム（FEMS）

設備制御 制御
・制御システム
(PLC/シーケンサ、
DCS、SCADA等)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

エネルギー
ピーク
シミュレー
ション 解析

判断
伝達

・最適化ツール
(エネルギー消費量)

最適生産計
画立案

49 発生経費のバランスを最適に管理できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

設備別消費
エネルギー
量検知

検知

・エネルギー消費実績情報
の感知ツール
（各種センサ類、電力計、
流量計等）

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

エネルギーコスト
標準

工程別・製品別エネルギー
コスト標準値

対象 内容(例)

エネルギー消費量
の正常/異常

各種パラメータの閾値

設備制御ロジック
異常発生時の制御内容・
方法

対象 内容(例)

① 設備別生産重量・設備別消費エネルギー
を把握する方法を検討する

① 設備別生産重量・設備別消費エネルギー
およびエネルギーコスト(電力料金等)を
DBに蓄積する

② 蓄積された情報から設備別消費エネル
ギー原単位(Kw/Kg等)を算出する

③ 消費エネルギー原単位を用いて製品別
や工程別等の単位でコストを試算する

① 蓄積された情報から工程別・製品別等の
エネルギーコスト標準を設定する

② エネルギーコストの標準値と実績値を比
較し、標準を超過した工程・製品を明ら
かにする

① 設備別の消費エネルギー量をリアルタイ
ムでモニタリングし、異常発生を検知す
る

② 異常を検知した際にシステムが設備の自
動制御を行う

① 計画担当者が作成した生産計画に基づ
き、各日程におけるエネルギーピークを
シミュレーションする

② シミュレーション結果に基づき、コン
ピュータがエネルギー消費量が平準化さ
れる生産計画(生産順序・使用設備等)を
立案し、作業指示を行う

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

設備別生産重量・消費エネルギーの算出

S

設備別生産重量・消費エネルギー情報の

蓄積システム

P

エネルギーコスト監視システム

P

消費エネルギーのリアルタイムモニタリングと

設備制御システム

P

エネルギーピークシミュレーションに基づく

最適生産計画立案システム

P

S

Ｃ

S

S

S

設備別

生産重量

設備別

消費エネルギー量

設備別
生産重量

設備別
消費エネルギー量

設備別生産重量・設備別消費エネルギー量
情報蓄積DB

エネルギー

コスト

設備別消費エネルギー
原単位

製品別エネルギーコスト
ライン別エネルギーコスト

対象 内容(例)

設備別生産重量 製品・部品別重量

設備別
消費エネルギー量

電力量、ガス使用量、重油
使用量、水使用量等

対象 内容(例)

エネルギーコスト
集計単位

工程別・製品別等

設備別
生産重量

設備別
消費エネルギー量

設備別生産重量・設備別消費エネルギー量

情報蓄積DB

エネルギー

コスト

エネルギーコスト
標準

標準超過工程・製品

エネルギーコスト
実績

エネルギーコスト監視システム

①

②

③

①

②

設備別消費エネルギー量
（リアルタイム）

エネルギー消費量モニタリングシステム

設備制御システム

設備制御

①

②

生産計画

生産計画システム

エネルギーピークシミュレーションシステム

作業指示

最適生産計画立案システム

①

②



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質の
魅力情報
の蓄積

蓄積
共有

・PLM(設計仕様管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化
品質の魅力のアピール点を設定し、それを
実現する主要技術の定性・定量的評価や

再現方法のパラメーター化に取り組んでいる。

Lv2 情報・データの蓄積

品質の魅力を実現する技術の評価に
必要な実績データを蓄積できている

（加工表面の凹凸等）

Lv3 データによるプロセス連携

品質の魅力に関わるパラメーターやその
実績データを社内外に効果的に（ビジュ

アルに）提示する仕組みができている

Lv4 多頻度解析による最適化

品質の魅力を体験的に伝え、顧客がその
活動シーンで何に価値を感じているか

の情報を掘り起こし、蓄積できている

Lv5 現実との双方向連携
顧客の反応を仕様や条件、パラメーターに
落とし、新たな品質の魅力の実現に向けた

課題や方法を提案する仕組みがある

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質の
魅力の
検索・
閲覧

共有
・魅力情報開示システム

(Webポータル)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

体験情報
の蓄積

蓄積
共有

・魅力体験蓄積
システム(Webフォーム)
・RDB(体験データ蓄積)

品質の
魅力の
一元化

蓄積
共有

・ETL・DWHツール
(品質の魅力データ統合・
一元管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

品質の
魅力の
解析・
推論

解析
判断

・最適化ツール
(サービス提案｜生成AI)

50. 技術水準を魅力として提示できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

製品仕様情報 ・製品番号/製品名、寸法情報、製品物性・性能情報、適用技術名 など

技術情報 ・技術分類番号/技術分類名、技術番号・技術名、測定・評価手法名 など

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

品質の魅力
パラメータ情報

・技術分類名
・製品名
・物性・性能値

などの検索条件

対象 内容(例)

品質の魅力
体験情報

・利用製品名
・活動シーン分類
・体験内容 など

活動シーン
分類別品質の
魅力情報

・活動シーン分類
・技術分類/技術名
・製品番号/製品名 など

対象 内容(例)

活動シーン
分類別推奨
製品/技術情報

・活動シーン分類
・推奨技術分類/技術名
・推奨製品番号/製品名 など

① 品質の魅力に関する情報取得の形式(カ
ラム・書式等)や取得担当を決める

① 製品仕様といった品質の魅力情報を定
め、品質の魅力情報DBに蓄積する

① 品質の魅力パラメータ情報を検索条件と
して、開示・閲覧させたい情報を指定す
る

② 指定されたパラメータ情報から、見たい
品質の魅力情報を、見たい様式で、開
示・閲覧する

① 顧客が体験した価値・魅力品質を、品質
の魅力体験蓄積DBに蓄積する

② 蓄積された品質の魅力情報と、その体験
情報とを一元化して蓄積する

③ 顧客の活動シーン分類別に、体験できる
品質の魅力情報を検索・出力する

① 品質の魅力自動提案システムを介して、
顧客の活動シーン分類別に、推奨される
製品・技術を自動で提案する

品質の魅力情報の標準化

製品仕様
情報

技術情報

品質の魅力関連情報

S

品質の魅力情報蓄積DB

品質の魅力情報を蓄積し、共有するシステム

製品仕様
情報

技術情報

品質の魅力関連情報

P

品質の魅力開示システム

蓄積された品質の魅力情報を開示するシステム

製品仕様
情報

技術情報

品質の魅力関連情報
P

S

品質の魅力を、その体験・価値と対応付けて蓄積し、

活動シーン分類別に開示できるシステム

P

Ｃ

顧客の反応・期待から、利用シーン別に

推奨製品・技術が自動で提案され、

新たな魅力品質の体験につながるシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

品質/

技術情報

品質の魅力

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報

①

①

②

S

品質の魅力情報蓄積DB

①

製品仕様
情報

技術情報

品質の魅力関連情報

品質の魅力情報蓄積DB

品質の魅力

体験情報

品質の魅力統合管理システム

品質の魅力体験
情報蓄積DB

①

品質の魅力/体験情報蓄積DB

活動シーン分類別
品質の魅力情報

製品仕様
情報

技術情報

品質の魅力関連情報

品質の魅力情報蓄積DB

品質の魅力

体験情報

品質の魅力統合管理システム

魅力品質体験
情報蓄積DB

品質の魅力/体験情報蓄積DB

品質の魅力自動提案システム

活動シーン分類別
推奨製品/技術情報

②

③

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作り手
情報の
蓄積

蓄積
共有

・HRM(従業員情報管理)
・MES(生産実績(拠点)管
理)
・PLM(M-BOM管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

作り手
情報の
一元化

蓄積
共有

・ETL・DWHツール
(データ統合・一元管理)

Lv1 情報の標準化

「匠」技術者をはじめとする作り手や生
産拠点の格付け評価がなされ、製造単位

ごとに生産者情報を設定できている

Lv2 情報・データの蓄積

作り手や生産拠点の格付け評価に必要
な実績データを蓄積できている

Lv3 データによるプロセス連携
作り手や生産拠点の魅力にかかわるパラメー
ターやその実績データを社内外に効果的に

（ビジュアルに）提示する仕組みができている

Lv4 多頻度解析による最適化
作り手や生産拠点の魅力を体験的に理解し、

顧客が何に価値を感じるかの情報を
掘り起こし、蓄積できている

Lv5 現実との双方向連携
顧客の反応を具体的なイメージへ転換し、

新たな作り手、生産拠点の魅力実現に向けた
課題や方法を提案する仕組みがある

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作り手
魅力の
検索・
閲覧

共有
・作り手魅力開示システム

(Webポータル)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作り手
魅力体験
の蓄積

蓄積
共有

・作り手魅力体験蓄積
システム(webフォーム)

・RDB(データ蓄積)

作り手・
魅力情報
の一元化

蓄積
共有

・ETL・DWHツール
(データ統合・一元管理）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

作り手
魅力の
解析・
推論

解析
判断

・最適化ツール
(サービス提案｜生成AI)

51. 作り手情報をブランディングにつなげる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

生産者情報 ・生産者番号/生産者名、所属、保有スキル・資格、受賞・受章歴 など

生産拠点情報 ・生産拠点番号/生産拠点名、拠点内生産品目、拠点ランク など

生産実績情報 ・生産指示番号、生産ロット番号、生産対象品目番号/品目名、生産日 など

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

作り手魅力
パラメータ情報

・生産拠点名称
・生産者名称
・生産品目名称

などの検索条件

対象 内容(例)

作り手魅力
体験情報

・利用製品名
・活動シーン分類
・体験内容 など

対象 内容(例)

作り手魅力向上
施策案情報

・魅力向上ポイント
(生産者/生産拠点 など)

・向上施策案 など

① 作り手に関する情報取得の形式(カラム・
書式等)や取得担当を決める

① 各作り手情報の記録・保管・伝達方法を
決め、DBに蓄積する

② 作り手に関する識別記号を対応付けて、
各作り手情報を一元的に管理・蓄積する

① 作り手魅力パラメータ情報として、開示・
閲覧させたい情報を指定する

② 指定されたパラメータ情報から、見たい
作り手魅力情報を、見たい様式で、開示・
閲覧する

① 顧客が体験した作り手の価値・魅力を、
魅力体験蓄積DBに蓄積する

② 蓄積された作り手情報と、その魅力体験
情報とを、対応付けて蓄積する

① 作り手魅力向上策自動提案システムを介
して、魅力向上ポイント別に、魅力向上の
ための推奨施策案を、自動で提案する

作り手情報の標準化

S

作り手情報を蓄積し、共有するシステム

P

蓄積された作り手情報を開示するシステム

P

S

作り手や生産拠点がもつ魅力を、

その体験・価値と対応付けて蓄積できるシステム

P

Ｃ

顧客の反応・期待から、作り手や生産拠点が備える

べき魅力と、それに向けた課題が自動で提案され、

新たな魅力の体験につながるシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

S

生産者情報
生産拠点

情報

作り手情報

生産実績
情報

①

生産者情報
生産拠点

情報

作り手情報

生産実績

情報

作り手情報蓄積DB

人材DB 生産拠点DB 生産実績DB

作り手データ統合管理システム

作り手魅力

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報

①

②

生産者情報
生産拠点

情報

作り手情報

生産実績
情報

人材DB 生産拠点DB 生産実績DB

作り手データ統合管理システム

作り手情報蓄積DB

作り手魅力開示システム

作り手

魅力情報

①

②

作り手/魅力体験統合管理システム

作り手情報/魅力体験情報蓄積DB

生産者情報
生産拠点

情報

作り手情報

生産実績
情報

人材DB 生産拠点DB 生産実績DB

作り手魅力

体験情報

作り手魅力体験
情報蓄積DB

①

②

生産者情報
生産拠点

情報

作り手情報

生産実績
情報

人材DB 生産拠点DB 生産実績DB

作り手魅力

体験情報

作り手魅力体験
情報蓄積DB

作り手/魅力体験統合管理システム

作り手情報/魅力体験情報蓄積DB

作り手魅力向上策自動提案システム

作り手魅力向上
施策案情報

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

注文
情報/
生産
進捗の
蓄積

蓄積
共有

・販売管理システム(受注管
理)【ERP】
・生産管理システム(生産ス
テータス管理)【ERP】
・MES
(生産指示・実績管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

顧客が求める視点・粒度で、案件ごとの
生産予定・進捗・見通し（標準リードタイ

ム）と想定遅れ要因が把握できる

Lv2 情報・データの蓄積

生産予定・進捗と今後の見通しに関する
情報・データが製販で一元的に管理され

ている

Lv3 データによるプロセス連携

顧客と生産プロセスを共有し、ものづく
りの進捗や納品予定を、顧客に魅力とし

て提示できる

Lv4 多頻度解析による最適化

生産進捗状況がクラウド上に保管され、
Web上でユーザーとともに閲覧し、

生産進捗を体験的に把握できる

Lv5 現実との双方向連携

顧客からの要望や修整要求について、そ
の場でその適否をシミュレートし、方向

づけができる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

納期
問合せ
の蓄積

蓄積
共有

・コンタクトセンター
システム(問合せ管理)

・RDB(データ蓄積)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

進捗や
納期の
閲覧・
開示

共有
・進捗/納期照会システム
(webポータル、BtoB

EC)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

変更
可否の
判定

解析
判断

・生産シミュレータ(納期)

判定
結果の
閲覧・
開示

共有
・変更可否照会システム
(webポータル、BtoB

EC)

52. 生産進捗や納品予定日を顧客に提示できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

注文情報
・注文id、顧客id/顧客名、注文日、注文明細id、商品コード/商品名、数量
・希望納期(納入日)、各種配送条件指定 など

納期基準情報
・商品コード/商品名、標準納期・リードタイム(期間日数or時間値)
・工程コード/工程名、標準納期・リードタイム(期間日数or時間値)
・ステータス区分id/ステータス区分値名

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

生産進捗
ステータス/
予定納期回答
情報

・注文id、注文明細id
・予定納期(納入日)
・商品コード
・商品コード別生産進捗
ステータス区分

対象 内容(例) 対象 内容(例)

オーダー変更
可否判定
回答情報

・注文id、注文明細id
・各種注文変更要望情報
(ex. 納期変更等)

・変更可否判定結果

① 納期・進捗・リードタイムに関する情報取
得の形式(カラム・書式等)や取得担当を
決める

① 顧客から受け付けた注文情報にて、納
期・リードタイムに関する情報を定め、受
注DB・生産依頼DBに蓄積する

② 依頼された生産内容に基づく生産指示
を行い、その生産予定と生産実績を、生
産指示DB・生産実績DBに蓄積する

① 納期問合せ情報を、所定のDBに蓄積・共
有する

② 納期問合せ情報から、該当する注文につ
いて、現時点での生産進捗や予定納期情
報を検索・閲覧し、顧客へ回答する

① 顧客が、所定の検索条件を、生産進捗/
納品予定照会システムに入力し、照会シ
ステム上で、現在の生産進捗や予定納期
を閲覧する

① 顧客が注文修正の要望を、オーダー変更
紹介システムへ入力し、照会システム上
で、現在の生産進捗を踏まえた変更可否
の判定結果を閲覧する

納期・進捗情報の標準化

S

生産進捗情報を共有するシステム

P

生産進捗および予定納期を開示するシステム

P

S

生産進捗および予定納期を、ビジュアルに、

かつ体験的に把握できるシステム

P

Ｃ Ｃ

注文修正・追加要望に対する対応可否を

即時に判定し、顧客に開示するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

S

注文基本
/明細情報

希望納期

情報

注文情報

製品別標準

納期情報

工程別標準

LT情報

納期基準情報

進捗ステータ
ス区分情報

注文基本
/明細情報

希望納期

情報

注文情報

販売管理システム

生産管理システム/MES

生産予定/
進捗ステータス情報

受注DB/生産依頼DB

生産指示/実績DB

注文基本
/明細情報

希望納期

情報

注文情報

販売管理システム

生産管理システム/MES

受注DB/生産依頼DB

生産指示/実績DB

納期問合せ

情報

問合せDB

生産進捗ステータス
/予定納期回答情報

注文基本
/明細情報

希望納期
情報

注文情報

販売管理システム

生産管理システム/MES

受注DB/生産依頼DB

生産指示/実績DB

生産進捗/納品予定照会システム

納期問合せ

情報

生産進捗ステータス

/予定納期回答情報

オーダー変更可否判定/照会システム

注文基本

/明細情報
希望納期

情報

注文情報

販売管理システム

生産管理システム/MES

受注DB/生産依頼DB

生産指示/実績DB

オーダー変更

問合せ情報

オーダー変更可否

判定回答情報

①

②

①

②

①

②
① ①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

情報の
蓄積

検知
収集

・識別単位/記号識別
(バーコード、RFID等)

・生産管理システム

(生産実績管理)【ERP】

・LIMS(品質試験管理)

・MES(トレーサビリティ管理)
・データ管理システム

(DBまたはファイルサーバ)

一元
管理

蓄積
・ETL・DWHツール
(データ統合・一元管理)

Lv1 情報の標準化

想定される顧客要求や不具合への対応
に必要なトレーサビリティ項目が

特定されている

Lv2 情報・データの蓄積

トレーサビリティ項目とその根拠となる
データが、標準ルールに基づいて

蓄積できている

Lv3 データによるプロセス連携
サプライチェーン上の主要部品、製品の重要
プロセスがデータで把握され、想定される不

具合発生時の影響範囲が分析できる

Lv4 多頻度解析による最適化

問題が生じた時にその影響範囲を仮想
空間上で特定し、関連データを閲覧しな

がら、有効な対策を検討できる

Lv5 現実との双方向連携

納入後の製品についても、不具合等の
情報がアップデートされ、必要な対策を

仮想空間上でシミュレートできる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

不具合
情報
収集

検知
収集

・コンタクトセンターシステ
ム(クレーム・問合せ管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

影響
範囲
特定

解析
判断

・生産シミュレータ
(工程・プロセス)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対策
検証

伝達
制御
伝達

・最適化ツール(不具合対
策提案｜生成AI)

５３．プロセス上の品質への影響度をトレースできる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

識別単位/
識別記号情報

・識別単位：個体単位、ロット単位、製品単位等
・識別記号：製造番号、ロット番号、製造年月日およびその組み合わせ等

調達/製造/流通
実績情報

・調達：原材料入荷先、生産者、産地、製造/出荷日時、検査結果等
・製造：生産ライン、責任/担当者、製造日時、製造条件、検査結果、消費期限等
・流通：出荷日時、出荷/卸先、運搬条件、保管条件、検査結果等

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

不具合情報 クレーム・問い合わせ内容

対象 内容(例) 対象 内容(例)

① 識別単位/識別記号に関するルールを決
める

② 識別単位/識別記号ごとに情報取得すべ
き調達/製造/物流実績情報の項目と取
得形式(カラム・書式等)や取得担当を決
める

① 各トレーサビリティ情報の記録・保管・伝
達方法を決め、DBに蓄積する（内部ト
レーサビリティ）

② サプライチェーンプレーヤーの識別記号
を対応付け、各トレーサビリティ情報を
一元的に管理・蓄積する(チェーントレー
サビリティ)

① クレーム・問い合わせ等の不具合情報を
受け付ける

② トレーサビリティ情報一元管理DBに基
づき、担当者が影響範囲を特定し対策を
立案・実施する

① トレーサビリティシステムを活用して不具
合の影響範囲を特定する

② 特定した影響範囲に基づき、担当者が対
策を検討・実施する

① シミュレーションで得た影響範囲に基づ
き、コンピューターが自動で最適な対策
とその効果を検証し、実施を指示する

トレーサビリティ情報の標準化

トレーサビリティ情報

S

トレーサビリティ情報蓄積システムおよび

対応付け・一元管理システム

P

クレーム・問い合わせ等の

不具合情報受付システム

P

不具合情報に基づき、トレーサビリティ情報一元

管理DBから影響範囲を特定するシステム

P

特定された影響範囲から最適対策案の作成を行う

自律的なトレーサビリティシステム

P

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

①

識別単位/識別記号

情報

調達/製造/流通

実績情報

②

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

サプライヤー メーカー 流通

トレーサビリティ

情報蓄積DB
トレーサビリティ

情報蓄積DB
トレーサビリティ

情報蓄積DB

対応づけシステム

トレーサビリティ情報一元管理DB

①

②

S

Ｃ

Ｃ

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

サプライヤー メーカー 流通

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

対応づけシステム

トレーサビリティ情報一元管理DB

不具合情報

影響範囲

対策

S

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

サプライヤー メーカー 流通

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

対応づけシステム

トレーサビリティ情報一元管理DB

対策
(対策範囲精緻化案)

影響範囲特定システム

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

トレーサビリティ
情報

サプライヤー メーカー 流通

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

トレーサビリティ
情報蓄積DB

対応づけシステム

トレーサビリティ情報一元管理DB

対策

(自動最適化案)

影響範囲特定システム

対策検証システム

S

①

②
①

②

不具合情報受付システム

不具合情報

不具合情報受付システム

不具合情報

不具合情報受付システム



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

在庫
情報の
蓄積

蓄積
共有

・販売管理システム(在庫管
理)【ERP】
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

リソース
情報の
蓄積

蓄積
共有

・生産管理システム(生産能
力管理)【ERP】
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

各拠点の製品区分別在庫状況や
需要見通しに対する生産能力余剰が

情報として管理されている

Lv2 情報・データの蓄積

決められた項目と粒度で
在庫や生産能力余剰に関する

情報・データが蓄積されている

Lv3 データによるプロセス連携

売れ残りリスクや生産能力余剰の発生
見通しを顧客対応や販促活動の現場で

分析、判断する仕組みがある

Lv4 多頻度解析による最適化

AIにより推定された売れ残り、
生産能力余剰リスクに基づき販売促進

のレコメンドが成される

Lv5 現実との双方向連携

販促活動を織り込んだ需要見通しとサ
プライチェーンを結び付け、適正供給計

画に繋げる事ができる（自動VMI）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

需要
情報の
登録

蓄積
共有

・販売管理システム(販売
計画管理)【ERP】
・RDB(データ蓄積)

需給
推移の
解析

解析
・S&OPシステム(需要予
測、在庫推移予測)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

販促
対象の
推論

解析
判断

・最適化ツール(販促施策
提案｜生成AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適
計画の
推論

解析
判断

・最適化ツール(在庫量)
・生産シミュレータ
(生産数量)

54. 在庫や余剰生産能力を踏まえた顧客提案ができる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

拠点別製品区分
別在庫情報

・拠点id/拠点名、製品id/製品名、入庫予定日・予定数量、入庫日・実績数量
・拠点id/拠点名、製品id/製品名、出庫予定日・予定数量、出庫日・実績数量
・拠点id/拠点名、製品id/製品名、在庫数量

拠点別生産能力
情報

・拠点id/拠点名、リソース区分id/区分名、投入予定日・予定工数(投入量)
・拠点id/拠点名、リソース区分id/区分名、投入日・実績工数(投入量)
・拠点id/拠点名、リソース区分id/区分名、変更日・変更数量

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

販売/販促
計画情報

・製品id/製品名、計画数量
・販促施策名、実施予定日、
目標販売数量

在庫推移予測/
生産能力余剰
予測情報

・拠点id/拠点名、製品名、
リソース区分名

・予測在庫量、リソース余剰

対象 内容(例)

販促強化対象
製品情報

・製品id/製品名
・在庫余剰予測数量
・生産能力余剰予測値

対象 内容(例)

最適生産・供給
計画情報

・製品id/製品名
・最適生産予定日・予定数量
・最適出荷予定日・予定数量

① 在庫に関する情報取得の形式(カラム・
書式等)や取得担当を決める

② 生産能力に関する情報取得の形式(カラ
ム・書式等)や取得担当を決める

① 所定の在庫情報を、製品在庫DBに蓄積
する

② 所定の生産能力情報を、生産能力DBに
蓄積する

① 販売/販促計画情報として、需要の見通
し情報を登録・蓄積する

② 蓄積された在庫やリソース、需要見通し
情報を統合的に解析し、在庫推移や生産
能力余剰の予測を行う

① 在庫推移や生産能力余剰推移の解析
結果から、販促強化すべき対象製品を自
動提案する

① 在庫や生産能力余剰の推移に加え、販促
施策を考慮した需要の見通し情報を統
合的に解析し、最適な生産・供給計画の
シミュレートを行う

在庫情報・生産能力情報の標準化

S

在庫情報や生産能力余剰情報を蓄積するシステム

P

在庫推移や生産能力余剰の変動見通しを

開示するシステム

P

S

在庫推移や生産能力余剰の変動をシミュレートし、

販促対象製品を推論・推奨するシステム

P

Ｃ Ｃ

販促活動を含む販売・需要計画から、

需給の最適調整を行い、

生産・供給計画を立案するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

S

入庫予定/
実績情報

出庫予定/

実績情報

拠点別製品区分別在庫情報

在庫棚卸
実績情報

リソース投入

予定情報

リソース投入

実績情報

拠点別生産能力情報

リソース追加

/削減情報

拠点別

製品区分別

在庫情報

拠点別
生産能力

情報

販売管理
システム

生産管理
システム

製品在庫DB 生産能力DB

拠点別

製品区分別

在庫情報

拠点別
生産能力

情報

販売管理
システム

生産管理
システム

製品在庫DB 生産能力DB

S&OPシステム

販売/販促
計画情報

在庫推移予測情報/

生産能力余剰予測情報

拠点別
製品区分別

在庫情報

拠点別
生産能力

情報

販売管理
システム

生産管理
システム

製品在庫DB 生産能力DB

販売計画
/販促計画

情報

S&OPシステム

販促シミュレーションシステム

販促強化対象
製品情報

拠点別
製品区分別

在庫情報

拠点別
生産能力

情報

販売管理
システム

生産管理
システム

製品在庫DB 生産能力DB

販売計画
/販促計画

情報

S&OPシステム

販促シミュレーションシステム

需給シミュレーションシステム

最適生産・供給
計画情報

①

②

① ②

①

②

①

①

※VMI(Vendor Managed Inventory：納入業者在庫管理方式)



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

購入・
契約
情報の
蓄積

蓄積
共有

・販売管理システム(受注管
理)【ERP】
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

保守
実績
情報の
蓄積

蓄積
共有

・サービス運用管理システム
(サービス契約管理、利用期
間管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

Lv1 情報の標準化

顧客別の購入時期、活用・修理頻度等、ア
フターサービスの検討に必要なモニタリ

ング項目を特定できている

Lv2 情報・データの蓄積

顧客別の購入時期、活用・修理頻度を
データとして蓄積し、顧客別の特性を

捉えられている

Lv3 データによるプロセス連携

顧客特性から、おおよその購入タイミン
グ・提案タイミングを推測し、アクション

につなげる仕組みができている

Lv4 多頻度解析による最適化
顧客による自社製品の使用状況（摩耗状態

等）をリアルタイム性をもって把握し、顧客プ
ロセスへの効率化提案仮説が提起できる

Lv5 現実との双方向連携

自社製品と他社製品との組合せも含め
て顧客プロセスをモニタリングし、顧客

プロセス全体の効率化提案ができる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

顧客
カルテ
の統合

蓄積
共有

・CRM(顧客カルテ管理)
・ETL・DWHツール
(データ統合管理)

顧客
カルテ
の解析

解析
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

利用
実績の
蓄積

感知 ・センシングデバイス

蓄積
共有

・RDB(データ蓄積)

推奨
製品の
推論

解析
判断

・最適化ツール
(サービス提案｜生成AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

他社
製品の
利用
実績の
蓄積

蓄積
共有

・CRM(取引先情報管理)

55. 顧客の製品使用状況を踏まえたアフターサービスを提案できる仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

自社商品・
サービス
利用状況情報

・顧客id・顧客名、製品id/製品名、購入日・利用開始日、購入数量
・顧客id・顧客名、製品id/製品名、購入後利用期間日数
・顧客id・顧客名、製品id/製品名、保守日・保守作業内容

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

顧客別購買
傾向分析結果
情報

・顧客id/顧客名
・年月別購入製品・数量
・年月別利用サービス
・年月別保守利用状況

対象 内容(例)

利用状況_自動
送信情報

・顧客id/顧客名
・製品id/製品名
・利用、操作ログ情報

推奨利用
サービス
提案情報

・提案対象製品id/製品名
・用途、メリット

対象 内容(例)

自社商品・
サービス
利用状況情報

・顧客id/顧客名
・利用製品名
・利用製品販売元名
・購入日・利用開始日
・保守日・作業内容

① 商品やサービスの購入・利用実績に関す
る情報取得の形式(カラム・書式等)や取
得担当を決める

① 自社商品の購入・利用契約実績やその利
用期間情報を、所定の形式で、購入・利
用実績DBに蓄積する

② 自社商品の購入後の保守・運用作業履歴
情報を、所定の形式で、保守実績DBに
蓄積する

① 自社商品の購入・利用実績と保守実績を、
顧客カルテ情報として統合管理する

② 顧客カルテ情報から、購買傾向の実績を
分析し、次の提案に向けた示唆を得る

① 自社製品・サービスが、その利用状況を
感知し、自動でデータ化・蓄積する

② 顧客カルテ情報を分析し、推奨される商
品・サービスを自動で提案する

① 自社製品と併用している他社製品の利
用実績情報を、所定の形式で、蓄積する

商品やサービス利用状況情報の標準化

S

商品やサービスの利用状況情報を

蓄積するシステム

P

商品・サービス利用状況から、購買傾向を分析し、

次の提案アプローチを示唆するシステム

P

S

リアルタイムで取得した製品・サービスの利用状況

を含めて分析し、顧客に対して今受けるべき

サービスを提案するシステム

P

Ｃ
Ｃ

自社商品および他社商品の利用状況を、統合的に

分析し、顧客に対して今受けるべき

サービスを提案するシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

S

購入・利用
契約情報

使用期間

情報

自社商品・サービス利用状況情報

保守・運用
履歴情報

購入・利用

契約情報
使用期間

情報

自社商品・サービス利用状況情報

保守・運用
履歴情報

購入・利用実績DB 保守実績DB

購入・利用
契約情報

使用期間
情報

自社商品・サービス利用状況情報

保守・運用
履歴情報

購入・利用実績DB 保守実績DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

顧客別購買傾向
分析結果情報

自社商品・サービス
利用状況情報

自社商品・サービス
利用状況

_自動送信情報

購入・利用実績DB
保守実績DB

自動送信情報
蓄積DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

顧客向け最適サービス提案システム

推奨利用サービス
提案情報

自社商品・

サービス利用

状況情報

自社商品・
サービス利用

状況_自動送

信情報

他社商品・
サービス利用

状況情報

購入・利用実績DB
保守実績DB

自動送信情報
蓄積DB

他社商品利用状況
蓄積DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

顧客向け最適サービス提案システム

推奨利用サービス
提案情報

①

① ②

①

②

顧客カルテ解析システム

②

① ①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

顧客要求
情報の
蓄積

蓄積
共有

・コンタクトセンターシステ
ム(クレーム・問合せ管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

顧客要求
の集計・
分析

解析
・BIツール
(データ集計・可視化)

Lv1 情報の標準化

クレーム等の主要なイレギュラー対応の
基本プロセスと判断基準の標準化、案件

別担当者情報の履歴作成に着手してい

る

Lv2 情報・データの蓄積

案件カテゴリ別に発生件数・原因・過去
対応履歴等がデータとして蓄積され、顧

客対応上の改善重点が特定できている

Lv3 データによるプロセス連携
主要な問題の根本原因への対策が定期的に

検討され、対応に必要な情報・データを
関連付けて蓄積している

（対策の質・スピードの向上）

Lv4 多頻度解析による最適化

顧客説明に必要な情報・データが様々な
角度から分析でき、効果的に提示できる

ようになっている

Lv5 現実との双方向連携
顧客からの要望や修正要求への対応方法をそ
の場でシミュレートし、主要な社内の状況も即
時確認、調整できる（必要な対策を自動検討）

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

改善実績
の蓄積

蓄積
共有

・プロジェクト管理
(対策進捗管理)

要求情報
の一元化

蓄積
共有

・ETL・DWHツール
(データ統合・一元管理)

効果の
検証

解析
・BIツール
(データ集計・可視化)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

一元化
データ
の解析・
推論

解析
判断

・分析・解析ツール(VOC
解析｜自然言語処理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

最適
計画の
推論

解析
判断

・最適化ツール(対策提案、
実行計画提案｜生成AI)

56. クレーム対応等顧客要求への対応を効果的・効率的に行う仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

顧客情報
・基本属性情報(ex. 顧客名、業種、売上高、人員数、資本金、など)
・取引/接触履歴情報

顧客要求情報
・要求内容情報(ex. 問合せ内容テキスト、事象分類、原因分類 など)
・要求対応結果情報(ex. 対応策分類、対応内容詳細テキスト など)

顧客要求対応
基準情報

・顧客要求対応フロー、改善対象判定ルール
・要求情報分類基準(ex. 事象分類マスタ、原因分類マスタ)

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

改善対応実績
情報

・改善施策情報、実施時期
・契機となる顧客要求情報

改善効果検証
情報

・改善対応前後の類似要求
受付実績件数推移

対象 内容(例)

顧客要求推奨
対応策情報

・事象分類別推奨対応策
・原因分類別推奨対応策
(対応策分類)

など

対象 内容(例)

顧客要求
対応策
実行計画情報

・対応策
・対応部門
・着手見込/完了見込 など

① 顧客情報に関する情報取得の形式(カラ
ム・書式等)や取得担当を決める

② 顧客要求に関する情報取得の形式(カラ
ム・書式等)や取得担当を決める

③ 顧客要求への対応・判断基準を定める

① 顧客要求情報を、顧客要求情報蓄積DB
に蓄積する

② 現象や原因等のカテゴリ別に、顧客要求
情報を集計・分析する

③ 改善対象判定ルールに照らして、顧客
対応上の改善対象を指定・重点化する

① 改善対応実績情報を、改善対応実績DB
に蓄積する

② 改善対応実績情報を、顧客要求と対応付
けて、一元管理DBに蓄積する

③ 一元管理された情報を用いて、対応前後
の改善効果検証結果を可視化する

① 一元化された顧客要求情報と改善対応
実績情報を多角的に解析し、推奨される
対応策を推論できる

① 推奨される対応策に対し、社内状況から、
最適な対応部門や実施時期等の実行
計画情報をシミュレートできる

蓄積すべき顧客要求情報の標準化

顧客要求に対する対応基準情報の標準化

S

顧客要求情報蓄積DB

顧客要求情報を蓄積するシステム

顧客要求情報を集計・分析するシステム

顧客情報
要求内容

情報

顧客要求情報

要求対応結果
情報

P

顧客要求と改善対応実績を一元管理するシステム

改善対応の効果を検証するシステム

顧客情報
要求内容

情報

顧客要求情報

要求対応結果
情報

P

S

蓄積された顧客要求情報と改善対応実績情報から、

顧客要求に対し、推奨される顧客対応策を

推論するシステム

P

Ｃ Ｃ

推奨される顧客要求への対応策と、

その最適な実行計画をシミュレートするシステム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

顧客要求
分析情報

改善対象
判定ルール

顧客要求情報蓄積DB

改善対応

実績情報

①

②

③

②

③
改善重点
対象情報

データ集計・可視化システム

基本属性
情報

顧客情報

取引/接触
履歴情報

①

顧客情報
要求内容

情報

顧客要求情報

要求対応

結果情報

②

顧客要求
対応フロー

顧客要求対応基準

改善対象
判定ルール

要求情報
分類基準

③

顧客要求/改善対応実績 一元管理DB

効果検証システム

改善効果
検証情報

VOC管理システム

S

顧客情報
要求内容

情報

顧客要求情報

要求対応結果
情報

改善対応

実績情報

顧客要求情報蓄積DB

顧客要求/改善対応実績 一元管理DB

VOC管理システム

VOC解析・推論システム

顧客要求
推奨対応策情報

①

顧客情報
要求内容

情報

顧客要求情報

要求対応結果
情報

改善対応

実績情報

改善対応実績DB

①

改善対応実績DB 顧客要求情報蓄積DB

顧客要求/改善対応実績 一元管理DB

VOC管理システム

改善対応実績DB

VOC解析・推論システム

顧客要求対応策実行計画策定システム

顧客要求
推奨対応策情報

顧客要求対応策
実行計画情報

①



スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

利用
状況の
蓄積

蓄積
共有

・サービス運用管理(サービ
ス契約管理、利用期間管理)
・CRM(取引先情報管理)
・データ管理システム
(DBまたはファイルサーバ)

利用
状況の
分析

解析
・BIツール
(データ集計・可視化)

Lv1 情報の標準化
顧客の現場の困りごと・期待と自社製品の使
われ方（条件設定、よく使う部分、使われない

部分等）を具体的に把握できている

Lv2 情報・データの蓄積

自社製品の使われ方に関する定性・定量
データを取得・蓄積し、定期的にニーズ

情報を抽出・整理している

Lv3 データによるプロセス連携

ニーズ情報を部門横断的に効果的に
共有し、製品・サービスの改良や

製造現場の意識喚起につなげている

Lv4 多頻度解析による最適化

顧客の現場への製品・サービス改良提案
をビジュアルに提示し、ニーズを具体的

に引き出し、蓄積する仕組みがある

Lv5 現実との双方向連携

顧客の潜在的期待を踏まえた新たな
活動シーンを仮想空間でシミュレートし、

具体化のための課題や方法を検討できる

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

VOC
情報の
蓄積

蓄積
・コンタクトセンターシステ
ム(要望情報管理)

顧客
カルテ
の統合

蓄積
・CRM(顧客カルテ管理)
・ETL・DWHツール
(データ統合・一元管理)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

製品
仕様の
蓄積

蓄積
共有

・PLM(設計仕様管理)

個別
仕様の
推論

解析
判断

・最適化ツール
(仕様改良提案｜生成AI)

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

推奨
利用
ケース
の推論

解析
判断

・最適化ツール(利用ケー
ス提案｜生成AI)

57. 顧客ニーズを掘り起こし社内に共有する仕組み

実
装
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

実
現
レ
ベ
ル

機能名
機能
分類

ソリューションカテゴリ

対象 内容(例)

顧客ニーズ情報
・用途分類id/分類名、利用製品id/製品名、利用顧客数
・用途分類id/分類名、業種id/業種名、利用顧客数
・製品id/製品名、要望分類名、要望内容テキスト

自社製品利用
ケース情報

・用途分類id/分類名
・顧客id/顧客名、利用製品id/製品名、用途分類id/分類名、詳細用途内容

標
準
化
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

業
務
イ
メ
ー
ジ

対象 内容(例)

製品改良課題
情報

・改良対象製品id/製品名
・改良課題分類、課題内容

製造方法改善
課題情報

・対象製品id/製品名
・改善対象工程id/工程名
・改善課題分類、課題内容

対象 内容(例)

製品仕様情報
・製品id/製品名
・寸法等のスペック情報
・設計意図・思想情報

個別カスタム
仕様提案情報

・製品id/製品名
・カスタム対象部位
・カスタム仕様・内容

対象 内容(例)

個別カスタム
製品利用ケース
提案情報

・製品id/製品名
・カスタム対象部位
・カスタム仕様・内容
・推奨用途分類id/分類名

① 顧客ニーズに関する情報取得の形式(カ
ラム・書式等)や取得担当を決める

② 自社製品の利用ケース・用途に関する情
報取得の形式(カラム・書式等)や取得担
当を決める

① 各顧客での自社製品の利用方法・利用
ケースに関する情報を、所定の形式で、
製品利用状況蓄積DBに蓄積する

② 自社製品の使われ方を、用途分類や顧客
業種分類等の切り口から分析し、顧客
ニーズを整理する

① 顧客の要望・VOCを、ニーズ情報として
蓄積する

② 自社製品の利用状況と顧客の要望とを、
顧客カルテとして統合管理する

③ 顧客カルテを分析し、製品の改良課題や
製造方法の改善課題の仮説抽出を行う

① 自社製品の仕様や設計思想(ex. 設計時
の用途・メリット)に関するデータを、所定
の形式で、DBに蓄積する

② 顧客の製品利用方法や要望情報に加え、
自社製品仕様を統合的に解析し、顧客ご
とに最適化された、製品の個別カスタム
仕様を自動提案する

① 顧客ごとに最適化された、製品の個別カ
スタム仕様と、カスタム仕様製品の推奨
利用方法・利用ケースを自動提案する

顧客ニーズ情報および

自社製品利用ケース情報の標準化

S

自社製品の利用状況情報を蓄積・共有し、

顧客ニーズを分析するシステム

P

蓄積された製品利用ケースや顧客ニーズ情報を

分析することで、自社製品やものづくりの改善

課題を示唆するシステム

P

S

蓄積された製品利用ケースや顧客ニーズ情報から、

各顧客に見合った製品の個別改良・カスタム余地

を自動提案するシステム

P

Ｃ Ｃ

顧客の潜在期待から、自社製品の推奨利用ケース

や、推奨の個別改良・カスタム余地を自動提案する

システム

P

S

シ
ス
テ
ム
構
成
イ
メ
ー
ジ

S

顧客ニーズ情報

自社製品利用ケース情報

製品別用途
分析情報

業種別用途

分析情報
要望・VOC

情報

用途分類

情報
顧客・製品別

用途情報

自社製品利用ケース情報

製品利用状況蓄積DB

顧客ニーズ情報

自社製品利用
ケース情報

顧客ニーズ情報

利用状況分析システム

製品利用状況蓄積DB ニーズ情報蓄積DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

製品改良課題

仮説情報

製造方法改善課題

仮説情報

自社製品

利用ケース

情報

顧客ニーズ

情報

製品仕様
情報

製品利用状況
蓄積DB

ニーズ情報蓄積DB 製品仕様DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

カスタム仕様自動提案システム

個別カスタム仕様
提案情報

自社製品

利用ケース

情報

顧客ニーズ
情報

製品仕様
情報

製品利用状況
蓄積DB

ニーズ情報蓄積DB 製品仕様DB

顧客カルテ管理システム

顧客カルテDB

カスタム仕様&利用ケース自動提案システム

個別カスタム製品
利用ケース

提案情報

個別カスタム仕様
提案情報

①

②

製品別用途
分析情報

業種別用途

分析情報

用途分類

情報
顧客・製品別

用途情報

①

②

要望・VOC

情報

①

②

③

①

② ①
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1 スピーディな新製品立ち上げの仕組み 2 3 23 3 3 3 3 2 2 4 5

2 的確にニーズを把握できる仕組み 3 2 2 3 3 345

3 源流段階でのモレのない評価ができる仕組み 3 23 2 3 2 2 4 45

4 差別化技術を新製品に生かす仕組み 3 4 4 2 2 3 5 2

5 顧客の要求をもれなくくみ取る仕組み 23 2 3 4 2 2 2 45 5

6 個別要求・個別仕様に対応できる仕組み 3 3 45 45 45 2 2

7 プロジェクト全体の状況が見え是正できる仕組み 234 2 2 5 345

8 効率的・効果的なODM（設計・製造委託）の仕組み 23 3 23 5 2 4

9 顧客オーダーからシームレスに工程展開できる仕組み 3 23 2345 23 2 3 3 4 5

10 多様な製品バリエーションを効率的に作れる仕組み 3 23 4 3 2 4 5

11 従業員の能力を最大発揮できる仕組み 3 3 2 2 4 5 4 3

12 技術人材を早期に育成する仕組み 3 3 2 2 5 4 5 34

13 作りやすさ・運びやすさを考慮した設計ができる仕組み 34 3 4 3 2 2 2 5 2

14 目標コストに抑えた設計ができる仕組み 3 345 3 3 2 2 2 4 2

15 環境配慮設計を行う仕組み 3 3 2 2 2 45 5 2

16 消費地生産を管理する仕組み 3 5 3 2 2 4 5

17 設計データからシームレスにものづくりできる仕組み 23 23 5 3 2 4 4 5

18 素早い価格・納期回答ができる仕組み 2 2 45 5 2 3 3 3 45

19 いつ、どこで何を作らせるか判断できる仕組み 3 3 5 5 34 2 5

20 物流コストを抑える仕組み 2 23 3 2 4 4 5

21 出荷同期生産を行う仕組み 2 3 4 2 4 4 5

22 精度の高い需要予測の仕組み 3 345 2 5

23 サプライチェーン上の主要在庫が見える仕組み 3 2 4 3 2 4 4 5

24 変化を察知してサプライチェーン構造を再構築できる仕組み 3 2 2 4 4 5

25 多頻度出荷できる仕組み 23 3 3 5 45 2 4

26 配車手配・最適ルート選択ができる仕組み 3 234 2 4 5 2

27 負荷変動を抑える仕組み 3 3 3 2 4 4 5

28 最適サプライヤーを選択できる仕組み 3 35 3 3 3 2 4 4 5

29 調達原材料の品質、健全性を保証する仕組み 3 3 2 3 4 3 4 5 4 2 4

30 場所に依存しないものづくりの仕組み 3 3 5 2 2 3 3 45

31 サプライチェーン上でのリソース共有の仕組み 2 3 3 35 2 4 4 5

32 製品の廃棄・回収を効果的・効率的に管理する仕組み 3 2 5 2 4 5

33 人のスキルに依存しないものづくりの仕組み 3 3 45

34 品質コストが最適化される工程・作業設計の仕組み 2 2 3 2 4 5

35 従業員のスキル差をカバーする仕組み 3 4 2 5

36 個々のスキルを向上させる仕組み 2 2 2 3 5 4

37 負荷を適切にコントロールする仕組み 34 2 2 4 5 5

38 付加価値時間比率を高める仕組み 4 5 2 2 3 4 5

39 部品個体差を吸収し完成品品質を維持する仕組み 2 3 2 3 4 5 3

40 原材料廃棄ロスを最小に抑える仕組み 2 4 35 2 3 4 5 3

41 信頼性の高い品質記録の仕組み 3 2 2 3 4 5 24 2 3

42 品質問題発生時の影響を最小に抑える仕組み 3 3 3 2 4 45 2

43 危険作業を感知し回避する仕組み 2 3 4 5 34

44 設備不具合の予兆を検知し、安定稼働を維持する仕組み 3 4 2 5 2

45 原価と現場KPIを一元管理する仕組み 2 3 23 4 5 2

46 製造実績データで改善プロセスが活性化する仕組み 2 2 3 4 5 2

47 SX実績データで改善プロセスが活性化する仕組み 2 3 4 5 2

48 環境配慮型生産を行う仕組み（GHG排出量） 34 23 2 23 4 5 2

49 発生経費のバランスを最適に管理できる仕組み（エネルギーコスト） 34 4 2 3 5

50 技術水準を魅力として提示できる仕組み（品質の魅力） 2 34 2 4 4 4 5

51 作り手情報をブランディングにつなげる仕組み 2 34 2 2 4 24 24 2 5

52 生産進捗や納品予定日を顧客に提示できる仕組み 45 2 3 2 2 2 3 5

53 プロセス上の品質への影響度をトレースできる仕組み 3 2 2 2 2 2 2 4 5 2

54 在庫や余剰生産能力を踏まえた顧客提案ができる仕組み 23 2 3 2 3 5 45

55 顧客の製品使用状況を踏まえたアフターサービスを提案できる仕組み 35 2 2 2 4 3 3 3 4 4

56 クレーム対応等顧客要求への対応を効果的・効率的に行う仕組み 2 2 3 23 3 5 4 3

57 顧客ニーズを掘り起こし社内に共有する仕組み 4 23 3 2 2 3 2 3 45

人事 共通財務・経理品質管理系企画系

保全
プロセス

設
備
保
全
系

計
画
系

管
理
系

輸
配
送

品質プロセス管理 共通・コーポレート管理

商品開発系 生産技術系
営業支援系(顧客

案件)
購買管理 計画・管理系 管理・制御系 現場管理系

設計・開発プロセス 調達プロセス 製造プロセス 物流・サプライチェーンプロセス

データ管理

品
質
保
証
系

アフターサービス
系

営業・販売プロセス

変革課題マップとソリューションカテゴリ一覧

※セル内の数値は該当する実現レベルを示す

変革課題

ソリューション

カテゴリ
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